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  　かつて見ざりし道徳的混乱の時代に世界は今や臨んだ。何人もそれがいかにして収拾せらるるかを予言することが出来ない。この時に当りて識者の深き注意に値するは、最近五十年来全世界の誠実なる（もちろん少数なる）キリスト者の間に著るしく勃興し始めたるキリスト再臨の希望である。その鮮やかさは実に使徒時代以後いまだ見ざりし光景に属する。思うにある学者の主張するがごとく、その事自体が再臨とこれに伴う世界的革命との切迫を語るものではないか。いずれにせよ、今は特別に人類と天然との永遠の希望を明らかにすべき時である。多分四百年前に「信仰によって義とせらるる」の大真理が原始の姿をもって発揚せられしごとくに、「我れ速やかに来たらん」との福さいわいなる音信おとずれもまたその本来の光を放ちて輝くべき時が来たのであろう。小著願わくは彼に対する待望のこころにさらに油を注ぐの器として用いられんことを。


  



  一九二〇年十一月


  



  充さるべき預言


  



  旧新約の二大預言とその成就


  



  　元始はじめに神、天地万物を創造し、また自己の像のごとくに人を創造したもうた。その時世界は至福いとさいわいであった。人は未だ罪を犯さず、平和は全地を蔽うておった。「神その造りたる諸すべての物を見たまいけるに、甚はなはだ善かりき」。善いかな、天地及びその衆群ことごとく神の意のままに成る。ここにおいて神自ら安息やすみたもうた。


  　神の安息！かつては一度ひとたびその時があったのである。しかしながらそは唯一度ひとたびであった。創世記第二章に記されし造化第七日の安息を除いて、聖書は再び神の安息について語らない。否、むしろその反対を伝えて曰う、「吾わが父は今に至るまで働きたもう。我もまた働くなり」と。まことに神の安息は今や遠き過去の思い出に過ぎない。造化完成の際における唯一度ひとたびの安息を最初また最後のものとして、爾来じらい神は決して再び安息やすみたまわないのである。もし人の語をもって言い得るならば、爾来じらい神の心に全く平和が失われたのである。何故であるか。


  　妙たえなる造化の事実に尋ついで直ちに来たりしものは、被造者たる人の讃美または感謝ではなかった。かえってその造物者に対する不信叛逆であった。何等の痛恨事ぞ。創世記を繙ひもといて、その第一章に荘厳偉大至福なる万物の創造を学び、その第二章に美わしき神の安息とエデンの園とを見たる後、その第三章に至り忽焉こつえんとしてアダム夫妻堕落の記事に接せざるべからざるは、実に人類最大の不幸である。あわれもしこの事実だに微なかりせば、すべての悪と死とは人を悩ます事なく、全地は今も平和をもって蔽われておったであろう。聖書の記事は創世記第二章より直ちに黙示録の最後に接続したであろう。しかしながら事実は如何いかんともすべからず、罪は永久に人の心に宿った。しかしてその時より神その造りたるすべての物を見たもうに、甚はなはだ悪しきものとなってしまった。


  　人に罪ありて、神に安息あるあたわず。永き造化の時は過ぎて、安息は束つかの間ま、直ちに救贖きゅうしょくの時代が始まった。神に取って造化は難事ではなかった。何となればその時未だ神に叛く者がなかったからである。造化は全く神の意のままであった。「神光あれと言いたまいければ光ありき」。神かくあれと宣言したまえばすなわちその事成る。造化は実に神の宣言によって成ったのである。しかしながら救贖きゅうしょくは造化のごとくに容易ではない。救贖きゅうしょくは神の発意のみをもっては成就しない。もちろん救贖きゅうしょくもまた造化と均ひとしくそのすべての条件を神自ら充みたしたもう。しかりといえども人もしこれを受けざるにおいては、救贖きゅうしょくは遂に成就しないのである。神光あれと言いたまえばすなわち光ありしがごとくに、神救わんと言いたまいて直ちに人は救われない。人をしてこれを受けしめんがために、神は永き努力を続けたもう。これゆえに救贖きゅうしょくは造化のごとくに宣言によって即時たちどころに成らない。救贖きゅうしょくは預言とその困難なる実現とによって成るのである。宣言が造化の特徴なりしごとく、預言は救贖きゅうしょくの特徴である。人に叛逆の心ありて、神は預言の必要を感じたもう。かくて人類の創造に尋つぐその堕落と共に、単純なる宣言の時代は去りて、困難なる預言の時代は臨んだのである。


  　初めアダム等蛇に誘惑まどわされてエホバに背きその禁じたまいし樹の果みを食らいてより、彼等の心またエホバを思わず、日の清涼すずしき頃園の中を歩みたもうエホバの声を聞きてこれを憚はばかり、その面かおを避けて林間に身を匿かくした。叛逆者の心事何ぞ寂さびしき。しかしながらエホバは彼等のために深く心を痛め、これを呼びて言いたもうた、「婦おんなの苗裔すえは遂に蛇の頭かしらを砕かん」と（創世三の一五）。誘惑者の頭かしら砕かるるの日はすなわち人の叛逆の残なく医いやさるる時である。叛逆者に対してかえってその罪の救療を約束したもう。エホバの愛は偉大なるかな。しかしてこの驚くべき恩恵の約束こそは、やがてすべての預言の濫觴らんしょうであった。この時以来神は一に預言をもって我等人類に臨みたもうたのである。


  　このゆえに聖書はその創世記第三章以下ヨハネ黙示録に至るまでことごとくこれ預言の書である。単ただにいわゆる大小預言者の書と黙示録のみがしかるのではない。モーセの五書その他の歴史書もそうである、ヨブ記その他の教訓書もそうである、福音書も使徒書翰も皆そうである。聖書が人の罪とこれに対する神の救贖きゅうしょくとを伝える書である以上、その全部が預言書たるの性質を有するは少しも怪しむに足らぬ。しかしてその旧新約六十六巻を通じて顕わるるものは実に二箇の最大なる預言である。その一に曰う、「神の子は来たらん」と。これすなわち旧約であった。その二に曰う、「神の子は再び来たらん」と。これすなわち新約である。神の子の初臨と再臨、是のごときが人類堕落の当初より神の備えたまいし救贖きゅうしょくの大計画プログラムである。しかしてその第一の預言はすでにことごとく成就した。また第二の預言は今や成就せんとしつつある。前なる預言と後なる預言とを結び付けて綴つづりしものが旧約聖書である。前なる預言を歴史とし、後なる預言を預言として綴つづりしものが新約聖書である。聖書とは実に預言書より以外の者ではない。


  　「婦おんなの苗裔すえ蛇の頭かしらを砕かん」とは旧新約を総括したる根本的の大預言であった。神はこの根本的預言に基づき、爾来じらい種々の形態かたちをもって神の子の来臨を預言したもうた。我等は旧約聖書を繙ひもときて随所にこの活文字の痕あとを読むことが出来る。なかんずくその最も代表的なるはアブラハムとダビデとに向かってなされし神の約束である「汝の子孫によりて天下の民みな福祉さいわいを得べし」と、これアブラハムのしばしば受けたる黙示であった（創世一二～二二章）。「万民の福祉さいわいを与うべき王は汝の後裔より出でん」と、これダビデに臨みしエホバの言の意味であった（後サムエル七の四～一七）。しかしていわゆる預言者等はみな顕著なる黙示を受け、明白なる語をもってこれを伝えた。彼等の最後なる者は叫んで曰うた、「見よ、彼来たらん」と（マラキ三の一）。彼とは誰ぞ。その唯ただにユダヤ人の王たるべき人に非あらざることは前後詞コンテクストの証明する所である。曰う、「見よ、我れわが使者を遣わさん。彼我が前に道を備えん」と（マラキ三の一）。知るべし、来たるべき彼は実にエホバ彼自身なることを。ここに至って旧約の預言はまさにその絶頂に達したのである。（旧約のメシアが神の子たるの観念を有する事についてはその他イザヤ九の五、六、ミカ五の二、ゼカリア一二の一〇参照。）


  　誰かいう、預言書はマラキ書をもって尽き、マタイ伝をもってさらに史伝は始まると。史伝か預言書か。彼かれにして此これを兼かねたるものがマタイ伝である。注意せよ、その冒頭の辞を。「アブラハムの子にしてダビデの子なるイエス・キリストの系図」と。こは果たして本書がユダヤ人たる読者を目的とするにより、その王たるイエスの系図を遡りて、ユダヤ人の祖先まで辿ったのであるか。余はマタイ伝記者の大眼目の決してここに存せざりし事を信ずる。マタイ伝記者の歴史観はまた旧約聖書記者のそれと同一であった。彼は歴史を見るに、人間の立場においてはしなかった。彼は神の大計画の発展としてすべての歴史を見たのである。殊ことに聖霊の導きによりイエスの伝を描かんと欲して、この立場に彼の立ちしは疑うによしなき事実である。しかしてこの立場より見て、イエスの地位は極めて明瞭であった。イエスこそは人類堕落以来久しき間の神の大預言の目的そのものである。「神の子来たらん」との旧ふるき預言は今まさに彼において成就したのである。神のアブラハムとダビデとに向かって約束したまいしところ、その預言者をして語らしめたまいしところは、今まさに彼において実現したのである。このゆえにいう、「アブラハムの子にしてダビデの子なるイエス・キリスト」と。所意いうこころは「来たるべき神の子なるイエス・キリスト」というと少しも異ならない。すなわち預言者マラキが「見よ、彼来たらん」と叫びたるに対して、使徒マタイは「しかり、今彼は来たれり」と応じたのである。


  　イエスの出現を旧ふるき大預言の成就として示せるマタイ伝は、同時にまたそれ自身が一つの新たなる預言書である。マタイ伝の骨子をなすものは、物語の間に織り込まれたる五大教訓集（五～七章山上の垂訓、一〇章十二使徒派遣の際の教訓、一三章比喩、一八章教会の教訓、二四、二五章の預言）であるが、こはいずれもキリストの再臨に関する預言として見てのみよくその意味を探り得る所のものである。「我汝等に告げん、人の子大権の右に坐し天の雲に乗りて来たるを汝等見るべし」と（マタイ二六の六四）。マタイ伝の第二の解鍵はこの一語において存する。キリスト初臨の預言成就の歴史とその再臨の預言と、これをもってマタイ伝の内容は尽くるのである。


  　同じ事がその他の新約諸書についてもまたこれを断言し得る。しかして旧約を摘要せしものが最後の預言書なりしがごとく、新約を総括するものもまたその最後の書である。ヨハネ黙示録とは何ぞ、キリスト再臨の大預言より外ほか何でもない。その冒頭七教会に宛てたる挨拶の語を見よ、「願わくは今在いまし、昔在いまし、しかして来たりたもうべき者より汝等恩恵めぐみと平安を受けよ……見よ、彼は雲に乗りて来たる。……我はアルハなり、オメガなり。始めなり、終わりなり。今あり、昔あり、しかして来たるべき全能の者なり」。またその最後の力ある結語を見よ、「この事を証しする者いいけるは、我必ず速やかに来たらん。アメン、主イエスよ、来たりたまえ！」。曰く来たるべき者、曰く来たらん、曰く来たりたまえ。これ旧約の信仰であって、また新約の信仰である。神の選民は幾千年の間来たるべき者を待ち焦こがれた。同じように真正のキリスト者もまた今や再び来たるべき者を待ち侘わぶるのである。この待望を外ほかにして聖書が教える所の信仰的生活なるものはない。しかしてまた近世の聖書学者ゴーデーの喝破せしごとく、信仰の立場より見て世界歴史はこれを次の短かき三語をもってことごとく包括することが出来る。曰く彼は来たりつつあり、彼は来たれり、彼は再び来たりつつありと。かくて彼は再び来たれりと言わんその時、堕落をもって始まりし人類の歴史は至極の栄光をもって完結するのである。望ましきは実にその時である。


  　神の子の来臨とその再臨、こは共に驚くべき超自然事である。ゆえに我等の衷うちなる自然性は常にその真実を疑う。しかしながらこの二大事件の真実を信ぜんがために、決して深遠なる哲学的または神学的研究を必要としない。神の子の来臨を信ぜしむるものはただ罪の痛さである。その再臨を信ぜしむるものは贖われし者に特有なる大矛盾の苦しみである。


  　罪よ、罪よ、我が霊魂の中心にまで食い入り、その全組織を腐蝕し敗壊せしめずんばやまざる恐るべき呪うべき罪の力よ。何者かよくこれを医いやしこれをつつみこれを潔め得べき。らい病者は非凡なる稀代の天才の出現するに非あらざれば、到底自己を潔むるあたわざるを知る。罪人つみびと我もまたしかり。我に向かって神の子より以下なる者の来たりて汝を救わんと言うとも、決してこれを信ずることが出来ない。我が傷痍きずの痛みの深さはこれを医いやすべく人以上の手を絶対に必要とするのである。悩める罪人の眼は直ちに神に向かって迫る。彼に取りて神の子の来臨は、たとえ事実ならずとするも、少なくとも絶対の必要であり、また衷心ちゅうしんの熱望である。むしろ人たる救い主の出現こそ彼の信じ難しとするところ、もしこの傷痍きずの医いやさるべき途みちなしとせばすなわちやむ。しからずして何処かにその途みちの備えらるるあらば、そは必ずや至聖者の自ら働きたもうところなるを彼は知る。いま神の子我等の間に来たり、我等のためにその生命を損すてたりというか。何事かこれよりもさらに適切なるべき。この大いなる嘉信を聞いてこれを信ぜざる者は霊に痛みなき幸なる人々であろう。我等はただ叫んで曰う、「しかり、しかり、アメン、ハレルヤ」と。「キリスト・イエス罪人を救わんために世に来たれり。信ずべくまた疑わずして納うくべき話なり。罪人のうち我は首かしらなり」（前テモテ一の一五）。


  　神の子は来たりたもうた。しかしてその目的は人の霊の新生にあった。エホバに叛きてより恐るべき罪の奴隷となりて苦しめるアダムの子等の霊魂を贖うて、神の子たるの自由に入らしめん事、これ彼が唯一の目的であった。ゆえに彼来たりしがゆえに必ずしも社会は改善せられず、文明は進歩せず、いわゆる幸福は増進しなかった。否、人の自然性の要求はかえってことごとく彼の一蹴するところとなったのである。彼はただ人知れず深く悩める霊魂を求めてこれを招きたもうた。しかしてかかる霊魂はまた鹿の渓水たにみずを慕うがごとくに彼を慕うた。福さいわいなるはこの招求とこの思慕との相逢着する刹那である。その時天において大いなる喜びあり、地において限りなき感謝がある。その時人の罪は彼の呑みつくす所となり、彼の霊は人の衷うちに来たり宿るのである。しかして堪たえ難かりし痛みは全く医いやされて、人の思う所に過ぐる平康と自由とがこれに代わるのである。人一度ひとたびこの恵まれたる経験に入らんか、彼はただ歓喜と感謝とに溢れてまた他を思わず、救贖きゅうしょくの事すでに完成したるがごとくに感ずるのである。


  　しかしながら歓喜感謝は贖われれたる者の人生観の全部ではない。自由と平康とのみが彼の内的消息ではない。彼にはまた他面において特別なる哀しみ哭なげき痛みがある。贖われたる者のこの世における生活は実に極端なる矛盾不調和の生活である。彼の自由にして永遠に生くべき霊魂は、極めて不自由なるかつやがて朽つべき身体に包まれて、言うべからざる苦痛を感ずる。願わくはこの身も共に救われて、自由の霊に相応すべき完全なるものと化せられんとは、贖われし者の衷心ちゅうしんよりの切望である。「聖霊の初めて結べる実を有もてる我等も、自ら心の中に歎きて、我等の身体の救われんことを俟まつ」。これ矛盾の第一である。また彼が内心は独ひとり限りなき平康を湛たたえるも、彼を囲繞いじょうする世は永とこしえに擾乱じょうらんの巷ちまたより脱れない。福音宣伝二千年に垂なんなんとして、かえって全地に未曾有みぞうの戦禍は漲みなぎる。目ある者は見よ、この世は全体として昔より少しも向上せざるのみならず、かえって益々悪化しつつある。しかして遠からず全社会の大混乱を来たさんとするの徴候顕著なるものがある。「これみな禍わざわいの始めなり……その時大いなる患難なやみあり。このごとき患難は世の始めより今に至るまであらざりき」。これ矛盾の第二である。さらにまた贖われし者の天地は光明に充みつるといえども、万物に大いなる欠陥あり、造化当初の完全なる面影は全く毀こぼたれて、野の鳥と海の魚とは恐怖を抱き、山と森とは荒廃に曝さらさる。しかも彼等は皆その中心に尽きざる恨みを蔵するのである。耳ある者はかの宇宙にどよめく万物の呻吟しんぎんを聴くべし。


  　「万よろずの受造者つくられしものは今に至るまで共に歎き共に苦しむを我等は知る」。これ矛盾の第三である。


  　身体の復活、社会の完成、しかして万物の復興、これありて人類の救贖きゅうしょくは初めて完まったし。しかして霊において贖われたる者の希望はこれより以下たる事が出来ないのである。神は彼の心より小なる肉的自然的要求を駆逐したもうと共に、この偉大なる客観的大自然的希望を賦与したもう。しからばこの希望はいかにして充みたさるるのであるか。神は先に人の霊の痛みを医いやさんがために、その独子ひとりごを降くだしたもうた。しかしてすべての害悪の本源は一に霊においてあったのである。救贖きゅうしょくの聖手みては人の堕落の跡を追う。霊の叛逆をもって始まり、体と世と物との敗壊をもって終りし堕落を救わんがために、神もまた霊の新生をもって始め、最後に体の復活と世の審判と物の復興とに及ぼしたもうのである。神の子キリスト再び来たりて、この最後の大業を完成したもうのである。されば彼の初臨はやがてその再臨の予約であった。第一の預言の実現その事がやがて第二の預言であった。旧約は実に新約の母であった。神の子は必ず再臨する！何となれば彼は一度ひとたび来臨したからである。「汝等が彼の天に昇るを見たるそのごとくまた来たらん」（行伝一の一一）。しかり、千九百年の昔、東の空に異常なる星輝き、ベツレヘムの野に天使と天軍現われて、しかしてキリストこの世に生まれたまいしごとく、いつかまた「権威と大いなる栄光をもって」彼の再び来たりたもうその時が必ず到来するのである。しかしてその時信者は栄光の体を被きせられて始めて霊の自由を完まっとうし、悪魔とその勢力とは全滅せしめられて全世界が贖われ、万物は新たにせられて旧ふるき天地は消え去るのである。その時「荒野と潤いなき地とは楽しみ、砂漠は喜びてサフランの花のごとくに咲き輝かん……エホバに贖い救われし者、歌うたいつつ帰りてシオンに来たり、その首こうべに永とこしえの歓喜を戴き、楽しみと悦びとを得ん。しかして悲哀かなしみと歎きとは逃げ去るべし」（イザヤ三五章）。ああ、慕うべきかな、シオン！エデンの園を逐おわれしアダムの子は、シオンの都に入りて始めて完全なる神の子と成ることが出来る。ここに至りて「婦おんなの苗裔すえは蛇の頭かしらを砕かん」との元始はじめの大預言は全く成就し、救贖きゅうしょくの聖業みわざは完結を告ぐるのである。「彼我に曰いけるはすでに成れり。我はアルハなり、オメガなり。始めなり、終わりなり」（黙示録二一の六）。かくて神は最後に再び聖なる永遠の安息に入りたもうのである。


  　元始はじめに万物の創造あり、たちまち人類の堕落ありて、ここに救贖きゅうしょくの時代は始まった。救贖きゅうしょくは前後の二大預言とその実現とによりて成る。しかして前なる預言はすでにことごとく実現せられた。今や残る所は何ぞ。ただ後なる預言の成就の近づきつつあるのみではないか。しかり、その日は近づきつつある。その大いなる日は刻々に近づきつつある。されば備えよ吾友！「夜すでにふけて日近づけり。ゆえに我等暗昧くらきの行わざを棄てて光明ひかりの甲よろいを衣きるべし」（ロマ一三の一二）。「我必ず速やかに来たらん。アメン、主イエスよ、来たりたまえ」（黙示録二二の二〇）。


  



  罪を負いたるアザゼルの山羊


  



  　英国の画家ホルマン・ハントの画に「アザゼル」と題するものがある。寂しき夕陽を浴びたる一帯の連山と、濃藍色の重き水を湛たたえたる死海の湖とを背景として、積雪かと見紛う塩の布しきつめたる曠野に、一頭の山羊の徐々として歩めるを描きしものである。その骨格は逞たくましきも、面かおには自ら悲痛の色を帯びて、わずかに首こうべをもたぐるがごとき容子ようすである。周辺一樹の影を投ずるあるなく、満目まんもくの光景落莫らくばくとしてそぞろに人に迫る。こはいかなる山羊ぞ。その指して往く目的地は何処ぞ。画家は題材をレビ記第十六章に取ったのである。


  
    かく彼れ聖所きよきところと集会の幕屋と壇のために贖罪あがないをなして、かの生ける山羊を引き来たるべし。しかる時アロンその生ける山羊の頭かしらに両手もろてを按おき、イスラエルの子孫ひとびとの諸もろもろの悪事と、その諸もろもろの悖反もとれる罪をことごとくその上に承認いいあらわしてこれを山羊の頭かしらに載せ、選び置ける人の手をもてこれを曠野に遣おくるべし。その山羊彼等の諸悪を人なき地に負い往くべきなり。すなわちその山羊を曠野に遣おくるべし。（レビ一六の二〇～二二）

  


  　事はユダヤの大贖罪日における祭事の一つであった。この日祭司長さいしのおさは自己とその家族の罪祭のために牡牛を取りて贖いをなすの外ほか、またイスラエルの全会衆の罪祭のために、二頭の牡山羊を取りて贖いをなしたのである。すなわち彼は先ず、会衆の中より取りたる二頭の山羊を集会の幕屋の門かどに置き、その各々のために籤くじを引いた。籤くじの一つはエホバのためにするもの、他は「アザゼルのために」するものである（「アザゼル」は「除去」を意味する語）。しかして籤くじの定まりし二頭の山羊のそこに立てる間に、祭司長は自己とその家族のためなる罪祭の牡牛を屠り、幕の内に入りて定められたる贖いの儀式を果たし、次に出で来たって曩さきにエホバの籤くじに当りし一頭の山羊を屠り、また幕の内に入りて全会衆のために前のごとき贖いの儀式を果たし、しかる後に生き存のこれる一頭の山羊すなわち曩さきに「アザゼル」の籤くじに当りしものを引き来たりてその処分に移った。この山羊はこれを屠らずして曠野に放逐したのである。何のゆえぞ。「イスラエルの子孫ひとびとの諸もろもろの悪事とその諸もろもろの悖反もとれる罪」をことごとく彼が頭の上に負わしめて、しかしてこれを「人なき地」に運び去らしめんがためであった。イスラエルの男女の大小一切の罪を、神と人との記憶より拭いて、その痕跡をも留とどめざらしめんために、この一頭の山羊を犠牲として、彼等の罪と共にこれを見えざる所に葬らんがためであった。かくて大いなる罪の重荷を独ひとり己が頭に負い、行方も知らずただ人なき地に向かいて飄然ひょうぜんと歩み往く一頭の山羊が、かのハントの傑作に捉えられたる画題であったのである。


  　人の罪を「山羊の頭に載せ」という。いかにしてか。殊ことにこれを「人なき地に負い往かしむ」という。曠野をさまよいて、何処にまで往きたらば足れりとするのであるか。その思想の幼稚なる、笑うべし憫あわれむべし、と賢明なる現代人は言うであろう。しかしながら彼等イスラエル人はこの種の誹謗に値すべき民ではなかった。彼等の詩人は歌うて曰うた、「我れ何処いずこに往きて汝の聖霊を離れんや。我れ何処いずこに往きて汝のみまえを逃れんや。我れ天に昇るとも汝彼処かしこに在いまし、我れわが床を陰府よみに設くるとも、見よ、汝彼処かしこに在います云々」と（詩一三九）。祭司長より放たれたる山羊の、たとえアラビヤの曠野を往き尽くし地の極はてにまで到るとも、その頭に負いたる罪を神の記憶の外に運び去らん事の不可能なるを、最もよく熟知せる者は実に彼等であった。また彼等の預言者は疾呼して曰うた、「エホバ言いたまわく、汝等が献ぐる多くの犠牲は我に何の益あらんや……空しき祭物そなえものを再び携うることなかれ……汝等己を洗い己を聖くし、わが眼前よりその悪しき業を去り云々」と（イザヤ一章）。自ら罪より離るるにあらずば、幾百の牡山羊を犠牲として野に遣おくるも何の益なき事は、現代人の注意を待たずして彼等の弁わきまえる所であった。しかり彼等は儀式の無益を十分に解しておった。しかるにも拘わらず、年々歳々、七月十日の到る毎に、彼等の祭司長はその全身を水に洗い、特に飾りなき白麻の衣を纏まといて、恭うやうやしくこの奉仕に当り、民等は深き敬虔の念と最も緊張せる心とをもって自ら「身をなやまし」つつこの祭事を迎えたのは何がゆえであるか。ユダヤ暦中その重要において大贖罪日に及ぶものなく、ラビ等は単に「その日」といいてこれを呼んだのは何がゆえであるか。他なし、儀式そのものの無益なるにも拘わらず、これをもって表現せられたる精神は、実に人の宗教的意識の最も深き所より発露したるものなるがゆえである。彼等ユダヤ人はすべて罪になやめる霊魂の切なる叫びを代表してこの奉仕に当ったのである。


  　人の霊魂のなやみは多くある。しかしながら何ものか罪の悩みにしくものがあろうか。禍わざわいなるは罪の意識に醒めたるたましいである。罪とは完全に対する不完全にあらず、強きに対する弱さにあらず、博愛に対する利己にあらずして、天地の造り主なる神に叛く事、聖なるエホバの法を踏みにじる事、神の独子ひとりごを十字架に釘つくる事、それが我等の罪なるを知ると共に、平安は我等の胸より消え失するのである。憶おもい見よ、我等が唇に上りし一語の虚偽、我等が胸に湧きし一片の不潔も、上より見たもう者の心を傷くることまさにいかばかりなるかを。「死にし蝿は和香者かおりづくりの膏あぶらを臭くし、これを腐らす」（伝道一〇の一）。罪のなやみの堪たえ難き所以ゆえんは、わが胸中の小さき死蝿しにはえによりて天地の和香者かおりづくりの聖き膏あぶらを臭くしこれを腐らすにある。これあるによりて罪人の心一度ひとたび罪の責任を覚さとるや、あたかも巍々ぎぎたる高山のその根底より動ゆるぎ出して我一人の上に倒れ懸かからんとするを見るがごとく、我が罪の存在をもって宇宙に係わる最大問題と感ずるに至るのである。「我はわが愆とがを知る。わが罪は常にわが前にあり。我は汝に向かいてただ汝に罪を犯し、聖前みまえに悪しき事を行えり」。すべての罪は神に向かいての罪である。我等は常に聖前みまえに悪しき事を行いつつある。神はことごとく我等の罪を記憶したもう。たとえ今より悔い改むるとも、すでに犯したる大小無数の罪を如何いかんせん。罪の回想は悔改者をして戦慄せしむ。ああ、堪たえがたき記憶！神わが一切の罪を忘れたもうにあらずば、平安は絶対に我心に臨まないのである。ゆえに我等もまた詩人と共に衷心ちゅうしんより叫んで曰う、「願わくは聖顔みかおをわがすべての罪よりそむけ、わがすべての不義を消したまえ」と（詩五一の九）。我等もまたアザゼルの籤くじに当りし山羊を要求する。我等の「諸もろもろの悪事と諸もろもろの悖反もとれる罪」をことごとくその頭に載せて、これを人なき地に負い往くべき犠牲の山羊を要求する。我等の一切の罪を運びて、神の目の届かざる所に葬り去るべき聖なる犠牲を要求する。


  　神は罪人のこの切なる願いに耳を傾けたまわないか。彼は何人かを我等のための「アザゼルの山羊」として遣おくりたまわなかったか。見よ十字架上の主イエスを。「誠に彼は我等の病患なやみを負い我等の悲しみを担えり……エホバは我等すべての者の不義を彼の上に置きたまえり」（イザヤ五三の四～六）。彼は我等の一切の罪を担うて、これを「人なき地」に運びたもうたのである。彼は何処にこれを運びしか。我等は知らない。ただ我等は知る、すべて彼を信ずる者の一切の罪の再び記憶に復かえらざる事を。神は彼によりて「我等の諸もろもろの罪を海の底に投げ沈め」たまいし事を。彼を信ずる我等は全く新たに造られたる、罪の責任なき者として神の前に立つを得る事を。これ誠にいかばかりの恩恵であるか。


  　アザゼルの山羊は当歳の瑕きずなき立派なる牡山羊であった。しかるに彼はイスラエル人の罪の犠牲となって曠野に放逐せられ、何処ともなく彷徨さまよいて、遂に独り寂しく野末にうち斃たおれたであろう。我等は画家の筆に描かれし彼の姿を見て転うたた同情の涙に堪たえない。しかしながら彼の姿のかくして視界より消え往くを見守りしときに、イスラエルの男女の心に大いなる歓喜があったのである。「彼は我等の愆とがのために傷つけられ、我等の不義のために砕かれ、自ら懲罰こらしめを受けて我等に平安を与う。その撃たれし痍きずによりて我等は癒されたり」。我等のための「アザゼルの山羊」もまたその罪なき身を惨いたましく十字架の上に懸けた。しかしながらこれを仰ぐ時にのみ我等の心に平安は臨むのである。彼れかくのごとくして我等の罪を忘却の野に運びたまいてこそ、我等罪人の心より堪たえがたき重荷は落ちたのである。神の聖前みまえに犯せしわが諸もろもろの罪永遠に消え果てたりと聞きて、初めて我等の心は躍り、鷲のごとく翼を張りて昇るのである。罪人に対する平安の供給者はアザゼルの籤くじに当りし山羊である。


  　附言　こはすなわちすでに充みたされたる預言である。しかしていまだ充みたされざる預言の成就はこの大いなる事実にその根拠を置く。キリストの再臨は彼の贖罪が結ぶべき当然の果みである。


  



  人の子再び王として来たらん


  



  　イスラエルはその本質において信仰の民また希望の族やからであった。彼等はひたすらにエホバに依り頼み、またエホバ必ずその聖手みてを伸べて国を一新したもう事を待ち望んだ。実げにイスラエルの復興完成はすべての預言者の題目であった。彼等は声を揃えて叫んで曰うた、「末の日に至りて、エホバの家の山、諸もろもろの山の頂に立ち、諸もろもろの嶺に超えて高く聳そびえ、万民河のごとくこれに流れ帰せん」と（ミカ四の一、イザヤ二の二）。しかしてこは決して単に政治的復興の希望のみではなかった。預言者の目は遠く末の日に向って注がれ、エホバ来たりて世を統御したもう時を望んだのである。「見よ、主エホバ能力ちからをもちて来たりたまわん。その臂かいなは統すべ治めたまわん」（イザヤ四〇の一〇）。さればそはまた独ひとりイスラエルのみの完成にあらずして、万国の救済、いな万物の復興に対する希望であった。「エホバは統御すべおさめたもう。全地は楽しみ、多くの島々は喜ぶべし」（詩九七の一）。すなわちエホバの来臨と万物の救済とは預言者等の伝えし最高の啓示にして、また真のイスラエル人の抱きし至深の要求であったのである。


  　エホバはいかにして来たりたもうか。あるいはエホバ自ら己を民の前に顕わしたもうと言いてこの問いの答えられし事もあった。さりながら見えざる神の顕現がある特別なる象かたちを取らざるべからざるは自然の必要である。ここにおいてかメシアの観念は発生した。神はメシアにおいて来たりたもう。神の現前はメシアにおいて実現し、その聖業みわざはメシアによりて実行せらる。「神我等と共に在います」者、「インマヌエル」、これすなわちメシアである。かくて預言者の預言とイスラエルの希望とはメシアに向かって集中した。彼れ現わるる時預言はことごとく成就し、民の祈求は残なく充みたさるるのである。彼によりて世は完成せられ、神は永遠に人の間に宿りたもうのである。


  　ゆえにメシアの預言は旧約の精華であり、またその真髄である。旧約時代における神の啓示と人の要求とは、メシアの観念において、これをその最も純なる形態において見ることが出来る。しかしてメシアの観念として、二個の甚はなはだしく相反せる思想が並び行われた。その一は王としてのメシアである。その二は僕としてのメシアである。


  　メシアは権威と栄光とを帯びたる王として来たるとは預言者等の均ひとしく唱えたる所であった。誤解するなかれ、こはダビデ王朝繁盛の時代の歴史的観念であると。その濫觴らんしょうは人の思想においてあらずして確かに神の啓示においてあった（後サムエル七の一二以下）。しかして神の啓示は常に人の霊の中心に訴う。王たるメシアの観念またしかり。「神よ、願わくは汝の諸もろもろの審判さばきを王に与え、汝の義を王の子に与えたまえ。彼は義をもて汝の民をさばき、公平をもて苦しむ者をさばかん。義によりて山と岡とは民に平康やすきを与うべし……彼は苅かりとれる牧まきに降る雨のごとく地を潤す白雨むらさめのごとく臨まん。彼の世に正しき者は栄え、平和は月のうするまで豊かならん。またその政治まつりごとは海より海に至り、河より地の果はてに及ぶべし」（詩七二）。神を慕う者にして誰かこの切なる祈求に共鳴を感ぜざる者があろうか。されば時移りてダビデの王朝は揺ゆるぎ、または国遂に亡ぶるに至りても、預言者の声は変わらず、民の望みは動かなかった。


  
    ひとりの嬰児みどりご我等のために生まれたり……政事まつりごとはその肩にあり。その名は奇妙、また議士、また大能の神、永遠とこしえの父、平和の君と称えられん。その政事まつりごとと平和とは増し加わりて窮かぎりなし。かつダビデの位に坐りてその国を治め、今より後永遠とこしえに公平と正義とをもてこれを立てこれを保ちたまわん。……彼は正義をもて貧しき者をさばき、公平をもて国の内の卑しき者のために断定さだめをなし、その口の杖をもて国をうち、その口唇くちびるの気息いぶきをもて悪人を殺すべし……狼は小羊と共に宿り、豹は小山羊と共に臥し云々。（イザヤ九の六、七、一一の四～一〇）。イスラエルの君となる者汝の中うちより我わがために出いづべし……彼はエホバの力によりその神エホバの名の威光によりて立ちてその群れを牧やしない、これをして安然やすらかにおらしめん。今彼は大いなる者となりて地の極はてにまで及ばん。（ミカ五の二～四）

    彼多くの民の間をさばき、強き国を戒め、遠きところにまでもしかしたもうべし。彼等はその剣つるぎを鋤すきに打ちかえその鎗やりを鎌かまに打ちかえん。国と国とは剣つるぎを挙げて相攻あいせめず、また重ねて戦争いくさを習わじ。（ミカ四の三、イザヤ二の一～四）

  


  　栄光の王は来たらん。彼れ大いなる審判を行い、また万物を復興せしめん。しかして永遠に平和の王国を建設せんと。預言者等はかく叫び、民等はかく祈ったのである。王たるメシアの出現は実にイスラエルの望みであった。


  　しかしながらメシアに関する神の啓示はこれをもって尽きなかった。民の祈求いのりにもまた他の深き半面があった。メシアは権威と栄光とを帯ぶる王として来たらん。されども彼はまた恥辱と苦難とを受くる僕として来たらんと。預言者のある者はかく高唱した。


  
    彼は侮られて人に棄てられ、悲哀かなしみの人にして病患なやみを知れり……まことに彼は我等の病患なやみを負い、我等の悲哀かなしみを担えり……彼は我等の愆とがのために傷つけられ、我等の不義のために砕かれ、自ら懲罰こらしめを受けて我等に平安を与う。その撃たれし痍きずによりて我等は癒されたり……彼は虐待しいたげと審判さばきとによりて取り去られたり。（イザヤ五三章、その他ゼカリア三章及び一二章参照）

  


  　驚くべきメシア！彼はダビデの位に坐する王にあらずして、「屠場ほふりばに引かるる羔こひつじのごとき」僕である。彼に栄光あるなく権威あるなく、「うるわしき容かたちあるなく慕うべき艶色みばえあるなし」。審判は彼の行うところにあらずして、かえってその自ら受くるところである。王国は彼によりて実現せられず、かえって「エホバ彼を砕くことを喜びたもう」。王もしメシアたらばこの彼はいかにしてメシアたり得るのであるか。


  　実まことに彼によりて王国は実現せられない。されども「彼の撃たれし痍きずによりて我等は癒さる」。彼によりて万物は復興せしめられない。されども彼の砕かるるによりて我等のたましいは内に躍るのである。しかして己が霊の甦生は万物の復興よりも切なる願いである。己が罪の救療は王国の建設よりも先なる祈りである。このゆえに僕たるメシアの観念はさらに深く真のイスラエル人の心に訴えた。彼等はそれが王たるメシアの観念といかに調和すべきかを知らなかった。しかしながら一をもって他を排せん事は不可能であった。何となれば黙示ここにあり、祈求またここにあったからである。彼等は王たるメシアを信じてこれを待った。また僕たるのメシアを疑わずしてこれを望んだ。恐らくメシアは来たりて王及び僕たるの役を兼ね勤むるならんと彼等は想像したであろう。


  　旧約の最後の代表者はバプテスマのヨハネであった。彼はヨルダン河畔にイエスを世に紹介して曰うた、「我より後に来たる者は我に勝りて力あり。我はその履くつを提とるにも足らず……手には箕みを持ちてその禾場うちばを浄きよめ、麦は収めてその倉に入れ、殻は消えざる火にて焼くべし」と。これ明らかに審判者たる王である。されど彼はまた曰うた、「世の罪を負う神の羔こひつじを見よ」と。王にしてしかも羔こひつじたる者、ヨハネのイエス観もまたこれであった。


  　しかしながらイエスは王として来たりたまわなかった。「人の子は枕する所なく」、「苦難くるしみを受け」、「祭司の長と学者等に渡され、死罪に定められ、また凌辱せられ、鞭むちうたれ、遂に十字架につけんために異邦人に渡され」た。その来たりしは「人を役つかうためにあらずして、かえって人に役つかわれまた多くの人に代わって生命を与えその贖いとならんがため」であった。彼は実まことに世の罪を負う神の羔こひつじであった。しかしながら王ではなかった。彼は審判を行わず、万物を復興せしめず、王国を実現せず、ただ折にふれてこれらの予表を示したもうに過ぎなかった。


  　僕たるメシアとして、イエスは紛まぎれもなくその人であった。さはあれ彼は何とて王たるの役を勤めたまわないか。いかなれば公平と正義とをもって全世界を治めたまわないのであるか。あるいは知らず、僕としてのメシアたる彼れイエスの他に、なお王としてのメシアたる第二の人が来るのであろうかと。マケラスの獄に繋つながれし洗者ヨハネの胸中この大いなる煩悶があった。すなわち彼は使者を遣わし問うて曰わしめた、「来たるべき者は汝なるか、また我等他に待つべきか」。言うなかれメシアの先駆者今や彼を疑うと。神より特に遣わされしヨハネの、いかにしてイエスのメシアたる事を疑い得ようか。彼は僕たるのメシアと王たるのそれとの調和に苦しんだのである。旧約時代の間久しく未解決のままに存のこされし問題が、今や彼に在りて行き詰まったのである。我等は悼いたましき彼の運命を思い合わせて、この偉大なる預言者の煩悶に篤き尊敬と同情とを寄せざるを得ない。


  　しかしてヨハネの煩悶はまたすべてのキリスト者の煩悶である。イエスによりて罪は贖われ、聖霊我が衷うちに宿り、神の子たるの自由は賦与せられた。今やわが霊に限りなき新生の悦びがある。しかるに見よ、我を包めるこの骸むくろはいかん。この世はいかん。万物はいかん。束縛と罪と死とはわが四周に充みつるではないか。悪魔の働きはかえって益々盛んではないか。救いは衷うちにありて外にあるなし。贖いは霊にありて自然にあるなし。かくて人の子の事業はすでに終ったのであるか。彼は再び来たらないのであるか。天国は遂に実現しないのであるか。もししからんには救贖きゅうしょくはむしろ堪たえがたき苦痛である。人の子再び王として来たるの約束なくんば、我等もまた洗者ヨハネの古き懐疑をそのままに繰り返さざるを得ないのである。


  　イエスは在世の間常に自己を呼びて「人の子」と称したもうた。しかるに注意すべきはマタイ伝二十五章三十一節以下である、「人の子己の栄光をもって諸もろもろの聖使みつかいを率い来たる時は、その栄光の位に坐し、万国の民をその前に集め云々、かくて王その右にいる者に言わん云々、王答えて云々」と、ここに「人の子」は突然「王」をもって呼び代えられたのである。知るべし、人の子己の栄光をもって来たる時、彼は実に王なる事を。しかり、王である。人の子として世の罪を負いたる彼は、その時王として来たりて王国を実現したもうのである。しかしてイスラエルと万民と万物との衷心ちゅうしんよりの祈求はその時ことごとく充みたさるるのである。


  　主の祈りの前半に曰う、


  
    「父よ、願わくは

    御名みなの崇められんことを、

    御国みくにの来たらんことを」

  


  と（ルカ一一の二）。御名の崇めらるるとは何ぞや。「そむける子等の神を認めてこれに帰り、その叛逆を医いやされ」て、父よと呼ぶに至る事これである（エレミヤ三の二二）。御国の来たるとは何ぞや。「聖き城なる新しきエルサレム備え整い神の許もとを出でて天より降くだり……神、人と共に住み、人、神の民となる」事これである。果たしてしからば、人の神について祈るべきところは実にこの二つをもって尽くるのである。イスラエルの祈りも畢竟ひっきょうここにあった。バプテスマのヨハネの祈りもまたそうであった。しかして御名の崇められんがために、人の子は来たりて苦難を受け、遂に十字架に釘つけられたもうた。問う、御国の来たらんがためにはいかん。栄光の王たるキリスト来たらずして人の子の苦難は徒然いたずらに帰するのである。主の再臨なかりせば、人類の最も切なる祈求いのりは空しく風に投げらるるのである。


  



  未だ充されざる旧約の預言


  



  　旧約における預言中すでに間然する所なく成就したものが少なくない。なかんずくバプテスマのヨハネの出現、主イエスの生誕及びその受難等に関するものは最も著しき例である。「視みよ、我れわが使者を遣わさん。彼れわが面かおの前に道を備えん」（マラキ三の一）といい、「見よ、処女おとめ孕はらみて子を生まん」（イザヤ七の一四）といい、「その六十二週の後にメシア絶たれん。ただしこれは自己おのれのためにあらざるなり。また一人の君の民来たりて邑まちと聖所きよきところとを毀こぼたん（紀元七十年のエルサレム滅亡）」（ダニエル九の二六）というがごとき、またイザヤ書五十三章のごとき、その他挙げ来たれば際限がない。実に今や歴史をもって預言を証明し、事実をもって旧約を解釈するは、甚はなはだ愉快にしてかつ困難ならざる事業となったのである。


  　しかしながら旧約中の主要なる預言にして未だ全く充みたされざるままに存のこしているものもまた決して少なくない。しかしてすでに充みたされたる預言が人生の希望に関する最も高貴なるものなりしがごとく、未だ充みたされざる預言もまた全人類の運命に関する極めて重大なるものである。


  　その第一はイスラエルに関する預言である。イスラエルはいわゆる選民であった。彼等の始祖アブラハムは特にその国と親族と父の家より別たれて、神の示したもう地に至らん事を命ぜられた。また彼によりて天下の諸々の宗族やからは福祉さいわいを得ん事を約束せられた。しかしてアブラハムに対する神の約束はまたイサク、ヤコブに対しても繰り返された。このごとくにして選ばれたるイスラエルが、異邦の民と異なる特別の使命を帯ぶるは実に当然である。異邦の歴史は人の生活を前景とし、神の摂理を背景とするに対し、イスラエルの歴史は神を前景に、人を背景に立たしむるものである。歴史は偉人の伝記なりとの真理もイスラエルについては必ずしも妥当でない。彼等にありては歴史は神の計画の直接なる発表であった。世界何の邦にかイエス・キリスト出現以前に神の意思について明白なる啓示を受けたるの民があるか。およそ全地の表面に散らされたる叛逆の民等（創世一一の八）が再び神を憶おもうの機会は、わずかにこれを天然と良心とに委ねらるるに過ぎなかった（ロマ一章参照）。しかるに独ひとりカナンの地を与えられしアブラハムとその子孫とは、常に親しく神の声を聴くことを許された。神は先ず限りなき恩恵の約束をもって彼等を導きたもうた。次に峻厳なる律法をもって、人に対する神の要求の何たるかを示したもうた。従ってまた人その罪のゆえにいかばかり神の要求に副そうの難かたきかを明らかならしめたもうた。しかしながらかく律法をもって人を罪の下に閉じ籠めたまいしは、これを信仰に導かんがためであった（ガラテヤ三の二二）。ゆえに神はまた同時に幕屋の儀式と祭司の職分と献供の祭事とを制定して、もって救贖きゅうしょくの途みちの那辺なへんに開かるべきかを予あらかじめ悟らしめたもうた。しかるにイスラエルのこれを悟らず、かえって罪を重ぬるを見たもうや、神はさらに幾多の預言者を送りて、切々にその悔い改めを促したもうた。


  　約束あり、律法あり、預言あり、イスラエルの歴史を織り成す経糸たていとはかくも鮮やかなるものであった。これ皆他のいずれの民族も有せざる所の特権である。イスラエルは実に選民の名をもって自ら誇るに足る。彼等は救い主出現の暁あかつきに、躊躇ちゅうちょする所なくこれを迎えて、その福音を万邦に宣伝せんがために選ばれたのである。彼等もまた「燈ともしびを執とりて新郎はなむこを迎えんがために選ばれたる十人の童女むすめ」であった。しかしながら彼等は果たしてその備えをなしたか。新郎はなむこ初めて来たりし時にも、燈ともしびと共に油を携えたる賢き童女むすめはいと少数であった。イスラエルは全体として愚かなる童女むすめであった。油を買わんとて往きし間に、婚筵の門は閉ざされて、選ばれたる彼等はかえって外に残さるるに至った。見よ千三百万のユダヤ人今いかにしてありや。国なく地なく、かつ福音のために何の勤むべき役目もなくして、空しく諸方に散らされているのである。キリストは異邦人に迎えられ、選民今はかえって斥けられたるの民である。かくて「イスラエルの子等は、多くの日、王なく君なく犠牲いけにえなく表柱しるしのはしらなくエポデなくテラピムなくしておらん」（ホセア三の四）、「我すなわち命めいを下し、篩ふるいにて物を篩ふるうがごとくイスラエルの家を万国の中うちにて篩ふるわん。一粒も地に落ちざるべし」（アモス九の九）、との旧ふるき預言はそのままに成就したのである。


  　しかしながらイスラエルはかくしてついに滅ぶべきであろうか。彼等は果たして亡国の民であるか。否、史家は言う、ユダヤ人の保存は聖書の保存と共に最も驚くべき事実であると。イスラエルの使命は今なお決して廃滅に帰さないのである。彼等の未来はその過去のごとくに、否むしろさらに光輝あるものである。神は再び彼等を集め、彼等の心に大いなる信仰を起こし、しかして末の日に彼等を中心として万民に恩恵を施さんと欲したもうのである。見よ、未だ充みたされざる左のごとき預言を。


  
    汝の目を挙げて、汝のおる所より西東北南を瞻望のぞめ。およそ汝が見る所の地は我これを永ながく汝の裔すえに与うべし。（創世一三の一四、一五）

    汝たとえ天涯てんがいに逐おいやらるるとも、汝の神エホバそこより汝を携え帰りたまわん……しかして汝の神エホバ汝の心と汝の子等の心に割礼を施し、汝をして心を尽くし精神を尽くして汝の神エホバを愛せしめ、かくして汝に生命いのちを得させたもうべし。（申命三〇の一～六）

    見よ、我れわが震怒いかりと憤恨いきどおりと大いなる怒りをもて彼等を逐おいやりし諸もろもろの国より彼等を集め、この処ところに導き帰りて、安然やすらかにおらしめん。彼等は我民わがたみとなり、我は彼等の神とならん。（エレミヤ三二の三七、三八）

    我彼等に唯一ひとつの心を与え、新しき霊を汝等の衷うちに授けん。（エゼキエル一一の一九）

    末の日にエホバの家の山は諸もろもろの山の頂に堅く立ち、諸もろもろの嶺よりも高く挙がりて、すべての国は流れのごとくこれにつかん。多くの民往きて相語り曰わん、いざ我等エホバの山に登り、ヤコブの神の家に行かん、神我等にその道を教えたまわん、我等その路みちを歩むべし云々。（イザヤ二の二～三）

  


  　誠に「幾分のイスラエルの頑梗にぶきは異邦人の数満つるに至らん時まで」である（ロマ一一章）。アブラムの聖別に始まりしイスラエルの使命は、末の日に至りてついに成就するのである。遠大なるかな、ユダヤ人の希望！未だ充みたされざる旧約の預言の第二は異邦人に関するものである。アブラム神に召されて以来、イスラエルが選民として神の子の来臨に備えつつありし間、異邦人は暫しばらく救贖きゅうしょくに関する神の計画の矢面やおもてに立つ事を許されなかった。しかしながら彼等は決して神の目より斥けられたのではない。曰う、「至高者いとたかきもの人の子を四方に散らして万よろずの民にその産業もちものを分かち、イスラエルの子孫ひとびとの数に照らして諸もろもろの民の界さかいを定めたまえり」と（申命三二の八）。彼等の産業もちものと地の界さかいとはまたエホバの定めたまいし所にして、しかもその選民との関係を最も適当に顧慮してこれをなしたまえりとの義である。ゆえに異邦人は救贖きゅうしょくの器として選ばれざりしも、その目的物として均ひとしく摂理の聖手みての下に在あったのである。イスラエルの選ばれたるはすなわち異邦人のためであった。しかるに選民一度ひとたび躓つまづくや、その使命は暫しばらく移されて異邦人に渡った。「オリブの幾許いくばくの枝折られて、野のオリブこれに接つがれ」たのである。ここにおいてか異邦人の責任はその名誉と共にまた甚はなはだ重しと言わざるを得ない。


  　しかるに異邦人もまた全体として躓つまづきつつある。千九百年間のキリスト教歴史は明らかにこの事を証明するのである。その使徒時代末期における異端との結合、その四乃至七世紀における国家との抱擁、その長き中世時代における法王制度の腐敗、その近世における批評主義の跋扈ばっこ、殊ことに現代におけるキリスト教国の堕落のごとき、決して「嘉よきオリブの根によりその汁漿うるおいを受くる」所の接枝つぎえの状態ではない。殊ことに異邦人の大多数は今に至るまでユダヤ人と均ひとしく福音の敵である。このごとくにして彼等自身もまた早晩切り棄てられんとするの危険においてあるのである。


  　しかしながら異邦人の最後もまた滅亡ではない。


  
    天下の諸もろもろの宗族やから汝によりて福祉さいわいを得ん。（創世一二の三）

    諸もろもろの国は汝の光に行き、諸もろもろの王は照り出いづる汝が光輝かがやきに行かん。（イザヤ六〇の三）

    時来たらば諸もろもろの国民くにびとと諸もろもろの族やからとを集めん。彼等来たりてわが栄光を見るべし。（イザヤ六六の一八）

    我れ彼等（イスラエル）及びわが山の周囲まわりの諸もろもろの処に福祉さいわいを下し、時に従いて雨を降らしめん。これすなわち福祉さいわいの雨なるべし。（エゼキエル三四の二六）

  


  　その他類似の預言は一々挙げて数えることが出来ない。しかしてこれらの預言の成就は何の日においてあるか。過去においてあらず、現在においてあらず、もし神の預言にして失うする事なく必ず充みたさるべきならば、異邦人の前途また極めて多望である。イスラエルと異邦人との間に超ゆべからざる墻壁しょうへきを樹たつるものは旧約聖書である。されども末の日において彼等が均ひとしく福祉さいわいの雨に浴すべきを預言するものもまた旧約聖書である。


  　イスラエルの完成と異邦人の救済とに次いで、旧約聖書はまた万物の改造を預言する。万物はその創造の初めに当りてことごとく神の善よしと見たまいし所であった。しかるに人の堕落は延ひいて天然の敗壊やぶれを招くに至った。アダムその妻の言を聴き神の禁じたまいし樹の果みを食らいしによりて、「土は彼のために誼のろわれ」たのである（創世三の一七）。爾来じらい万物に元始はじめの調和は失われて、天然界もまた人と共に争闘荒敗の奴しもべとなった。狼は小羊を噛み、獅子は小牛を襲い、蛇と蝮とは毒気を貯たくわえ、荒野と砂漠とは死の蔭に蔽われ、山と岡とは憂色を帯びて黙もくし、野にある木はしばしば悲調を奏かなでている。人よ、万物に同情せよ。その日夜絶えざる無声の呻吟しんぎんに耳を傾けよ。しかして祈るべき所を知らざる彼等のために自ら言いがたきの歎なげきをもって祈れよ。彼等の受けつつある呪誼のろいの責任は実に汝人類に在あるではないか。


  　しかして人類の完成を約束する旧約聖書は、同時に万物の完成をも預言するのである。すなわち神の救済は人類より天然にまで及ぶべしという。すべての受造物つくられしものは敗壊やぶれの奴しもべより脱のがれて神の子の自由に参与すべしという。かくて預言者の目に映じたる新しき世界の姿はいと鮮やかなるものであった。


  
    狼は小羊と共に宿り、豹は小山羊こやぎと共に臥ふし、犢こうし小獅子おじし肥えたる家畜けだもの共にいて小さき童子わらべに導かれ、乳子ちのみごは毒蛇どくじゃの洞ほらに戯たわむれ、乳離ちばなれの児こは手を蝮まむしの穴に入れん。かくてわが聖きよき山の何処いずこにても害そこなう事なく傷やぶる事なからん。そは水の海を蔽えるごとくエホバを知るの知識地に充みつべければなり。（イザヤ一一の六～九）

    荒野あれのと湿うるおいなき地とは楽しみ、砂漠は喜びてサフランの花のごとくに咲き輝かん、盛んに咲き輝きて喜びかつ喜びかつ歌い、レバノンの栄えを得カルメル及びシャロンの美わしきを得ん。彼等はエホバの栄えを見、我等の神の美わしきを見るべし。（同三五の一～二）

    山と岡とは声を放ちてみまえに歌い、野にある木は皆手を拍うたん。（同五五の一二）

    見よ我れ新しき天と新しき地とを創造す。（同六五の一七）

    エホバ統御すべおさめたもう。全地は楽しみ多くの島々は喜ぶべし。（詩九七の一）

  


  　美わしきかな平和と歓喜と生命とをもって充みつるの天地。しかしてこれ未だ充みたされざる預言の第三である。


  　イスラエルと異邦人と万物、彼等は現在においてあるいは棄てられ、あるいは躓つまづき、あるいは呪われている。しかしながら神は完全なる自由と栄光とをもって彼等の将来に備えたもう。神はいかにしてこの限りなき恩恵を実現したもうのであるか。全人類とすべての受造物つくられしものとの完全なる救済のために神の取りたもうべき最後の方法はいかん。旧約の預言は自らここに及ばざるを得ない。しかしてこの点に関するエホバの黙示はまた極めて光輝あるものである。すなわち栄光の王の出現及びその政治まつりごとに関する預言はその一である。主の日に関する預言はその二である。


  　栄光の王とは誰ぞ。一度ひとたび来たりて苦難を受けたるメシアすなわちキリストである。苦難と栄光とは預言者がキリストについて伝えたる二大証明であった。「イエス曰いけるは、預言者のすべて言いたる事を信ずる心の遅き愚かなる者よ。キリストはこれらの苦難を受けてその栄光に入るべきにあらずや」（ルカ二四の二五、二六）。「汝等が受くる所の恩めぐみを預言せし預言者等はこの救いに係わる事を探索さぐりもとめかつ推究おしたずねたり。すなわち彼等その衷うちに居るキリストの霊、キリストの受けんとする苦難くるしみとその後得んとする栄光とを預あらかじめ証あかししたる、こはいずれの日いかなる時を示せると推究おしたずねたり」（前ペテロ一の一〇、一一）。彼等は遂にキリストの栄光がいずれの日において実現すべきかを明白に知る事が出来なかった。しかしながらそのいずれの日なるにもせよ、キリストは必ず栄光を帯びて来たりたもう。しかして全人類と万物とに完全なる救いを施し、とこしえに平和の政治まつりごとを行いたもうとは、彼等の受けたる至高の黙示にして、またその動かすべからざる確信であった。


  
    杖ユダを離れず、法のりを立つる者その足の間を離るる事なくして、シロ（平和の人）の来たる時にまで及ばん。彼に諸もろもろの民従うべし。（創世四九の一〇）

    門かどよ、汝等の首こうべを挙げよ。永久とこしえの戸よ、上あがれ。栄光の王到りたまわん。（詩二四の七）

    政事まつりごとはその肩にあり。その名は奇妙また議士また大能の神、永遠とこしえの父、平和の君と称えられん。その政事まつりごとと平和とは増し加わりて窮かぎりなし。（イザヤ九の六、七）

    正義をもて貧しき者を審判さばき、公平をもて国の中の卑いやしき者のために断定さだめをなし云々。（同一の四）

    万軍のエホバ……この山にて諸もろもろの民の被かぶれる面かお覆いと諸もろもろの国の蔽える外衣おおいぎぬとを取り除き、永久とこしえまで死を呑みたまわん。主エホバはすべての面かおより涙を拭い、全地の上よりその民の凌辱はずかしめを除きたまわん。（同二五の六～八）

    汝の死ぬる者は生き、わが民の屍かばねは起きん。塵に伏す者よ、醒めて歌うたうべし。汝の露は草木くさきを湿うるおす露つゆのごとく、地は亡なき魂たまを出いださん。（同二六の一九）

    シオンの女むすめよ、大いに喜べ。エルサレムの女むすめよ、呼ばわれ。見よ、汝の王汝に来たる……我れエフライムより車を絶ち、エルサレムより馬を絶たん。戦争弓いくさゆみも絶たるべし。彼れ国々の民に平和を諭さとさん。その政治まつりごとは海より海に及び、河より地の極はてに及ぶべし。（ゼカリア九の九、一〇）

    我また夜の異象まぼろしの中うちに見てありけるに、人の子のごとき者雲に乗りて来たり、日の老いたる者の許もとに到りたれば、すなわちその前に導きけるに、これに権けんと栄さかえと国とを賜いて、諸民しょみん諸族しょぞく諸音しょいんをしてこれに仕えしむ。その権けんは永遠えいえんの権けんにして移り去らず。またその国は亡ぶる事なし。（ダニエル七の一三、一四）

  


  　人の子のごとき者雲に乗りて来たる。彼は栄光の王すなわち「諸もろもろの主の主王の王」である。彼は死者を復活せしめ、大いなる審判さばきを行い、万物をその権威の下に服せしめ、全世界に平和を諭さとし、しかして永遠に亡びざる聖きよき福さいわいなる国を実現すべしと。実に壮大窮かぎりなき預言である。しかしてこの預言の未だ全く充みたされずして存する事は言うまでもない。メシアはすでに一度ひとたび来たりしといえども、彼によりて充みたされしものはその苦難に関する預言のみであった。受難者として、彼はいみじくも旧約の貴き半面を完成した。しかしながら均ひとしく貴き他の半面は今なお約束のままである。キリスト甦りて天に昇り父の右に坐したるは、すなわち栄光たるに相違なしといえども、これ彼のやがて受くべき大栄光の発端たるに過ぎなかった。後彼れ再び地に来たりて「諸もろもろの政及び諸もろもろの権威と能ちからとを滅ぼし、国を父の神に付わたさん」その時に至り、キリストの栄光は初めて完成するのである（前コリント一五の二四）。彼の復活と昇天とは実は再臨の準備である。再臨を信ぜずしてキリストの栄光を解することは出来ない。しかしてキリストの栄光を解せずして復活昇天は全く無意義に終る。その事は前掲のルカ伝二十五章二十六節に記されたるエマオ途上における復活の主自身の解説と、ペテロ前書一章十、十一節におけるペテロの証明とに照らして疑いの余地がない。何となれば預言者の明白に預言したる栄光は、メシアの復活または昇天にあらずして、その王としての出現及び治政（すなわち再臨）であった。しかして主自身も使徒ペテロも、主の復活を説明せんとして、この預言者の証明すなわち再臨の栄光を持ち出したからである。再臨の光をもってする復活の説明、これイエス及びペテロの下したる解釈であった。何のための復活ぞ、再臨せんがためである。復活体とは何ぞ、再臨の時の状態である。復活に基づくペンテコステの日の出来事すなわち聖霊の降臨と、それ以来の臨在とは何ぞ、信者をして再臨の主を迎えその恩恵に与あずからしめんがための質かたである（後コリント五の五、エペソ二の一三）。キリストとの霊的交通によりて享うくる歓喜と平安と自由とは何ぞ、信者もまた復活体を賦与せられ面かおを合わせて主と相見あいまみゆべきその時の経験の前味ではないか。嘲者あざけるものあるいはいう、再臨信者は聖霊の内在と霊的交通とによる喜ばしき実験を味わわざる者であると。何ぞ知らん、この言げんかえって嘲者あざけるもの自身の信仰状態を裏切るものなる事を。


  　栄光のメシアの出現及び神の国の設置がいずれの日において成るべきかは預言者の知らざる所であった。しかしながら彼等はこの最後の恩恵の実現せんとするや、必ず大いなる特徴のこれに伴うべきを啓示しめされた。そは全く他の時と区別せらるべき特別の時期である。ここにおいてか旧約聖書の一大偉観たるいわゆる「主の日」に関する多くの預言は発生したのである。


  　主の日とは主の完まったき顕現及びその前後の著るしき時をいう。ゆえにそは最大歓喜の日なると共にまた最大恐怖の時である。何人のために歓喜の日なるか、彼を待ち望む者のためにである。何人のために恐怖の時なるか、彼にそむきし者のためにである。新婦はなよめの新郎はなむこを慕うがごとく真実にキリストを慕いその来たるを待ち焦こがるる者に取りて、いずれの日かこれよりも喜ばしかろう。


  
    シオンの子等は己が王のゆえによりて喜ぶべし、彼等躍りつつその聖名みなをたたえ琴鼓ことづつみにてエホバをほめ歌うべし。（詩一四九の二、三）

    天は喜び、地は楽しみ、海とその中に盈みつる者とは鳴りどよみ、田畑とその中のすべてのものとは喜ぶべし……エホバ来たりたもう。地を審判さばかんとて来たりたもう。（詩九六の一一～一三）

  


  　しかしながら主の日の顕著なる特徴はむしろその異常なる畏ろしさにおいてある。けだしこれ叛逆者に対する最後にして最大なる警告と審判さばきとの時であるからである。Ｆ・Ｃ・オットマン氏曰う、「およそ世界の文学中人の恐怖心に訴えるものにして、かのヘブル預言者が主の日の到来を描く言のごときはない」と。


  
    エホバ立ちて地を震動せしめたもう時、人々はその恐るべき容貌かたちとその稜威みいつの光輝かがやきとを避けて、巌いわの洞ほらと地の穴とに入らん……汝等鼻より息の出入いでいりする人に倚よる事をやめよ。かかる者は何ぞ数えるに足らん。（イザヤ二の一九、二二）

    地に住む者よ、恐怖おそれと陥穴おとしあなと罠とは汝に臨めり。恐怖おそれの声を脱のがるる者は陥穴おとしあなに陥り、陥穴おとしあなの中より出づる者は罠にかかるべし。そは高き所の窓開け、地の基もとい震動すればなり。地は砕けに砕け、地は破れに破れ、地は揺れに揺れ、地は酔える者のごとくよろめきによろめき、仮庵かりやのごとくふり動く。その罪はその上に重く、遂に倒れて再び起くる事なし。（イザヤ二四の一七～二〇）

    見よ、災わざわい出いでて国より国に至らん。大いなる暴風あらし地の極はてより起こるべし。その日エホバの殺したもう者は地の此この極はてより地の彼かの極はてに及ばん。彼等は悲しまれず集められず葬られずして地の面おもてに糞土ふんどとならん。（エレミヤ二五の三二、三三）

    エホバの大いなる日畏るべき日の来たらん前さきに、日は暗く月は血に変わらん。（ヨエル二の三一）

    その日は忿怒いかりの日、患難なやみ及び痛苦くるしみの日、荒れかつ亡ぶるの日、黒暗くらやみまた小暗おぐらき日云々。（ゼパニア一の一五）

  


  　誠実をもて預言者の言を聴くべし。さらば誰か主の日を思うて戦慄しないであろうか。これ実に「国ありてより以来このかたその時に至るまで未だかつてあらざりし艱難なやみの時」である（ダニエル一二の一）。しかり大いなる艱難なやみの時である。しかしながらそは全世界の産みの苦しみである。この時イスラエルは信仰を回復し、異邦人は新しき恩恵に入らんとし、しかして天地もまた改造の準備をなすのである、主の日なくして救済はその終局に達しない。


  　主の日の到来と栄光の王の出現、終末時代の艱難と神の国の建設、イスラエルの完成と異邦人の救済、信者の復活と万物の改造、最後の審判と永遠の平和、数え来たればいずれも宇宙人類の最大問題ならざるはない。しかしてこれをすでに充みたされたる預言と対照するに及んで、我等は救済に関する神の智と識との富の深きに驚歎し、その無限の愛を憶おもうてさらに感謝と讃美とを繰り返さざるを得ない。「願わくは世々栄ほまれ神にあれ、アーメン」。


  



  ヨベルの年


  



  
    汝安息の年を七次ななつ数うべし。これすなわち七年を七回数えるなり。安息の年七次ななつの間はすなわち四十九年なり。七月の十日に汝ラッパの声おとを鳴り渡らしむべし。すなわち贖罪あがないの日に汝ら国の中うちにあまねくラッパを吹き鳴らさしめ、かくしてその第五十年を聖きよめ、国中の一切すべての人民たみに自由を宣ふれ示すべし。この年は汝らにはヨベルの年なり。汝ら各々その産業さんぎょうに帰り、各々その家に帰るべし。その五十年は汝らにはヨベルなり。汝ら種播まくべからず。また自おのずから生えたる物を穫かるべからず。修理ていれなしに成りたる葡萄を集むべからず云々。（レビ二五の八～一一）

  


  　安息の年七次ななつを過ぎて、第五十年はまさに到らんとす。聴け、贖罪あがないの日の夕、聖所より嚠喨りゅうりょうとして鳴り響く銀のラッパの声を。その告ぐる所は何ぞ。曰く、ヨベルの年は来たれり。一切すべての民に自由は与えらるべしと。こは誠に喜ばしき音信おとづれであった。イスラエルの男女の心はこの響きを聞いて躍った。この年来たりてすべての束縛の鎖は断たれ、すべての失われし物は再び原もとの所に帰るのである。すなわち負債は免除せられ、証書は破棄せられ、奴隷は解放せられ、囚徒は放免せられ、財産はその本来の所有者に復し、不在者は彼を愛する者の家に帰り来たる。土地もまた第七次の安息年に引き続きここに重ねて休養をあたえらるるのである。かくてすべての貧しき者と心の傷める者、また囚人めしうどと圧制おさえらるる者に大いなる歓喜が臨んだ。宜うべなり、この年の「ヨベル」と称となえられて特に聖別せられし事。


  　これを一箇の社会制度として観察せんか、驚くべきはヨベルの年である。思うに古来人の案出したる何の制度かこれよりも大胆にしてかつ無謀なるものがあったであろうか。試しに今日いずれかの国家をして五十年に一回づつヨベルの年を実施せしめよ。その年には契約上の債務はすべて無効に帰せしめらるという。しからば社会の経済組織は根底より破壊せられて、あらゆる企業は瓦解がかいし、恐るべき大恐慌は社会生活をして名状すべからざる混乱に陥らしむるであろう。その年には煉瓦塀厳いかめしく繞めぐらされたる都鄙とひの監獄の鉄門は開放せられて、強盗殺人その他軽重様々の囚徒は皆己が好む所に向かわしめらるという。しからば人心の不安その極に達し、何人も枕を高くして眠ることが出来ないであろう。その年には播種はしゅせず、収穫せず、全国の地一粒の穀をも産せず、しかも前年における第七次安息年の後を承うけて引き続き二年間の無収穫であると云う。しからば激烈なる飢饉はすべての階級を襲うて、街上に野外に殿中に炉辺に、到るところ餓がひょうの横たわるを見るであろう。その他概おおむねこの類たぐいである。三千五百年前のユダヤ律法を今日の文明国に適用して、ヨベルすなわち喜びの年、実は凄惨見るに忍びざる悲しみの年と変ぜざるを得ない。世に主張せられたるいかなる社会主義または過激主義もこの極端には及ばないであろう。独ひとりイスラエルの場合に在りて、ヨベルの年が実にその名にふさわしき歓喜の年たりしは、他なし、神の奇跡の常にこれに伴うありて、人の制度としての欠陥を補うたからである（レビ二五の二一参照）。ゆえにこれを単純なる社会制度の一つとして見て、我等はヨベルの年の深き意義を探ることが出来ない。


  　「律法は来たらんとする美事よきことの影」であるという（へブル一〇の一）。ヨベルの年もまたしかり。そのいかなる美事よきことの影なりしやは暫しばらく措おき、この年の目的とする所が社会制度その者にあらざりし事は疑うべくもない。ヨベルの年は必ずしも土地の休耕を目的としたる農業経済上の政策ではない。また牢獄の開放を目的としたる刑事政策の一種ではない。また弱者の保護または不動産の世襲を目的としたる社会政策ではない。ヨベルの年の目的は現実の社会生活そのものにあらずして、そはある来たらんとする美よき事の影であったのである。ある来たらんとする美事よきことの、予あらかじめその影を現実の社会生活の上に投写したるものが、いわゆるヨベルの年であったのである。ゆえにその精神は個々の制度の上にあらずして、これらの制度をもって代表せられたる主義または原則においてあった。何ぞ。曰く神の造化を人の蹂躙より回復せん事これである。ヨベルの年すなわち万物回復の年である。


  　神の造化は人の蹂躙に委ねられて、年々歳々荒廃しつつある。人彼自身の霊魂を始めとして、その身体、その社会、また全地と万物とが彼の手に在りて穢され、傷つけられ、毀こぼたれつつある。人の支配の及ぶものにして、神の創造のままに保存せらるるもの果たして何処にあるか。我等は実にその唯一をだに想い浮かぶることが出来ない。万物は破壊せられつつある。自然は枉屈おうくつせられつつある。欠陥は随所に生じつつある。独占は到る処に行われつつある。人は文明の美名をもってこの乱脈を蔽わんと欲する。しかしながら文明何ものぞ。そは果たして神の造化に近きものであるか。疑う、そは社会生活の分化（differentiation）によって、巧みに人の醜態を隠匿する技術の謂いいならざるかを。最大の圧制、最大の独占、最大の偽善は文明の中にある。ゆえに文明をしてその進む所に任ぜしめんか。神の造化は聖き権衡けんこうを失いて、遂に大いなる革命を促さずんばやまないであろう。我等は時に文明の逆行または撤退を要求する。人の設けし一切の束縛を断絶し、造化をしてその原始的自由に復せしめん事を要求する。殊ことに我等自身のすべての境遇、すべての関係、すべての習慣、すべての遺伝より脱却して、全く新なるものと改造せられん事を要求する。しかしてこの天真の深き要求に対し最も痛快なる発言を許されしものが、かの古きヨベルの年である。


  　人の子イエス野の試誘に勝ちて、その故郷ナザレに帰りし頃、ある安息日の朝、彼は会堂に入りて、預言者イザヤの書を展ひらき、かく録しるされたる所を朗読した。曰く「主の霊みたま我に在います。ゆえに貧しき者に福音を宣べ伝えん事を我に油を注ぎて任じ、心の傷める者を医いやし、また囚人めしうどに釈さん事と盲目めしいに見させん事を示し、また圧制おさえらるる者を放ち、主の喜ばしき年を宣播のべひろめんがために我を遣わせり」と。しかして書ふみを捲まきて役員に渡したる後、衆人に告げて曰く「この録しるされたる事は今日汝等の前に成れり！」と。イザヤの預言が、ヨベルの年によりて代表せられし理想のある態かたちにおける実現を意味したるものなるは、その語勢よりして明瞭である。しかしてイエス自らその伝道の始めに当たり特にこの語を引きて事ここに成就せりと宣言したのである。社会制度としてのヨベルの年はすでに廃すたれて顧みられなかった。イスラエルは久しく銀のラッパの声を聞かなかった。しかしながらこの時世界のヨベルを宣ふれ示すべき天よりの声が全人類に向かって響き渡ったのである。この偉大なる宣告を聞きてこれを信ぜしすべての霊魂はいみじくもその完まったき自由を回復した。彼等は過去においてみな罪の奴隷であった。暗黒の囚徒であった。その負債おいめは甚はなはだ重く、その束縛は極めて繁くあった。もしこの世の秩序と人の権利とを重んずる法則をもってせんか、これら囚とらわれたる霊魂の解放せらるべき時機は永遠に来たらずして、その前途はただ恐るべき破滅あるのみであった。しかるに福さいわいなるかな、ヨベルの年は来たりて一切の束縛は断絶せられ、傷つきたる霊魂は直ちに神の前に飛躍して全く新たなるものと改造せられたのである。しかして今の時はなおこの霊的ヨベルの時代に属する。ここに霊魂の解放とその自由の回復、すなわち新生の恩恵相続きて、全地の民みな歓呼を挙げつつある。


  　しかしながらヨベルの年の理想はこれによりて未だ完全に実現しない。この年の上に反映したる「来たらんとする美事よきこと」は独ひとり霊の新生のみではなかった。そは神の一切の造化の新生であった。すなわち万物の回復であった。我等の霊と共に我等の体もまた回復せられんことを待ちつつある。地とその上に溢るる物、海とその中に盈みつる物、天とその下に蔽わるる物、すべてが回復を待ちつつある。ああ、束縛の断絶、圧制の撤廃、負債の免除、俘囚ふしゅうの解放、喪失物の復帰、別離者の再会、労苦の休止、土地の休耕、その他すべて造化に対する人為の侵害と自然に対する偽善の圧迫との根本的に絶滅して、永遠の自由の回復する喜ばしき年が遂に来るであろう。しかり、来たらなければならない。すでに実現したる霊的新生がその保証である。しかして旧ふるきヨベルの年がその明白なる預言である、その影である。


  　憶おもう、来たらんとするヨベルの年における我等の歓喜のいかばかりなるべきかを。この時我等の身体は疾病または死の束縛のみならず、重力その他の物質的制限より解放せられて、無限の宇宙を自由に飛翔し得るであろう。すでに我等を遺のこして逝きし者が我等の面前に送り帰されて、また永遠に別れないであろう。すべて神の力は如実に発現して、愛より出でし造化はその理想に達するであろう。


  



  イスラエル歴史と人類の救済


  



  　四千年の昔の頃、アラビアの曠野あれのに牧者らの団体があった。彼等は砂の上に天幕を張りて家とし、水ある所を追うて漂泊さすろうた。彼等の日々の業は己が群れを牧しこれを集めこれに飲みづかう事に過ぎなかった。従ってその生活は甚はなはだ単調であった。種を携え涙を流して出いで往けど禾束たばを携え喜びて帰り来たらんというがごときは彼等の味わい知らざるところであった。彼等はしばしば餓渇に耐え、窮乏を常の事として忍ばなければならなかった。ゆえに忍耐は自ら彼等の習性となった。また乏しくして寂しき曠野の生活に慣れし彼等の心は、多くこの世の物に繋つながれなかった。彼等の目は晴朗なる砂漠の空気を通して天に向かった。「黄昏ゆうぐれには野に出いでて黙想おもいはかりをなし」（創世二四の六三）、夜には「天を望みて星を数え」し者は実に彼等であった（創世一五の五）。かくて忍耐の民なりし彼等はまた夢想の民であった。忍びかつ夢みる事は彼等の最も優れたる特性であった。


  　しかしてこの著しき特性を遺憾なく代表したる者は、彼等の中より出いでしアブラハムの孫なるヤコブであった。彼は稀なる夢想家にしてまた忍耐家であった。かつて己が家を出いで母の故国に赴おもむかんとする旅中、「あるところに到れる時日暮れたればすなわちそこに宿り、そこの石を取り枕となしそこに臥して寝いねたり。時に彼れ夢みて、梯はしだての地に立ち居いてその頂いただきの天に達いたれるを見、また神の使者つかいのそれに昇り降りするを見たり。エホバその上に立ちて言いたまわく云々」（創世二八の一一以下）。貴き夢！これ人のかつて見たる夢の中最も意義深きものであった。されば主イエスは後にこれを引いて宣べたもうた、「誠に誠に汝らに告ぐ、天開けて人の子の上に神の使つかいたちの昇り降りするを汝ら見るべし」と（ヨハネ一の五一）。彼（ヤコブ）はまた二十年の後再び父の国に帰らんとしてヤボクの渡わたしの辺ほとりに来たり、夜己おのれ一人そこに「遣のこりしが、人ありて夜の明くるまでこれと角力ちからくらべす。その人己のヤコブに勝たざるを見て、ヤコブの腿ももの枢骨つがいに触れしかば、ヤコブの腿ももの枢骨つがいその人と角力ちからくらべする時挫離はずれたり。その人、夜明けんとすれば我を去らしめよと言いければ、ヤコブいう、汝我を祝しゅくせずば去らしめずと。ここにおいてその人彼にいう云々」（創世三二の二四以下）。夢想家ヤコブはここに再び常人の獲え難き経験を有もったのである。彼と角力ちからくらべしたる怪しき人の何者なりしかは唯ただ彼のみぞ知る。しかして彼はそこの名をペニエル（神の面かお）と名づけて「我れ面かおと面かおとを合わせて神と相見てわが生命いのちなお存いくるなり」と言うた。ヤコブもし夢想家ならざりせば、すなわち彼にしてもし一椀の羮あつもののために家督の権を売りしその兄エサウのごとくに、ただ現在のみを愛し地の事のみを思いしならば、彼は決して神と相見る機おりなくして過ぎたであろう。


  　夢想家ヤコブはまた忍耐家であった。彼は母の兄の女むすめなるラケルを愛し、その父と約束して、彼女のため父に仕えること七年であった。「ヤコブ七年の間ラケルのために勤めたりしが、彼を愛するがためにこれを数日のごとく見なせり」。しかるに期満つるも、父彼を欺きてラケルを与えざるや、すなわちヤコブさらに七年の勤労を繰り返して、遂に約束の妻を得て、その忘れがたき初めの愛を完まっとうしたのである。七年また七年、黙々として待ち続けたるヤコブは確かに忍耐の人であった。


  　誰か夢想をもって閑人の空しき遊戯と做なすものぞ。誰か忍耐をもって薄幸児の強しいられたる運命と做なす者ぞ。イスラエルの祖先らは曠野にありて夢みかつ忍んだ。しかしながらこれ決して無意義なる境遇上の習慣ではなかった。そもそも彼等の特にかかる境遇に置かれしその事が、宇宙の造り主の大いなる経綸に出いでたのである。イスラエルと称えられて同じ名の民族の始祖となりしヤコブがかかる経験を嘗なめさせられしその事が、人類の救い主の深き聖旨みむねに基づいたのである。


  　「我が僕ヤコブ（民族）よ、わが選びたるイスラエルよ、今聴け、汝を創造し汝を胎内に造りまた汝を助くるエホバかく言いたもう云々」（イザヤ四四の一、二）。エホバは誠に胎の内よりすでにイスラエルを造りたもうた。彼等の胎とは他のものではない、曠野に夢想と忍耐とを続けたる牧者の団体がそれである。またこれが代表者たるヤコブ――ベテルに梯はしだてを夢み、ハランに十四年を忍びしヤコブがそれである。彼等は多分自ら何のゆえたるを知らずして夢みかつ忍んだであろう。寂しき曠野の夕まぐれ、羊の群れを追いつつ黙想に耽りし若き牧者ら、彼等はよく己が使命を覚さとらなかった。されども神は陶人すえものしの土塊つちくれを扱うがごとくに彼等を捉えて、ある大切なる器うつわを造りつつあったのである。彼等は自ら知らずして、偉大なる理想の民待望の族やからイスラエルを産出すべき準備をなしつつあったのである。彼等の夢想はメシア待望の卵であった。彼等の忍耐はユダヤ民族四千年の忍耐の型かたであった。彼等は実に選民の母であった。


  　かくイスラエルは胎の内に在りてすでに神の造りたもうところであった。次に彼等が一箇の民族として生まれ出いづるに至りし跡を尋ぬるに、また均ひとしく神の創造を認めざるを得ない。「汝を創造したるエホバ云々」と。彼等は他の諸民族のごとく己が郷国に土着し安住し適易なる気候風物に包まれて成長しなかった。ヤコブの子らは思わざる事情に促され、一族すべて七十人相率いて異国エジプトに下った。しかしてかの地に留とどまること四百年、子孫繁殖して国に満つるに至りしも、その生活は決して無事でなかった。王の命により苛重なる力役は彼等に課せられ、また彼等より出いづる男児は生誕と共に殺戮さつりくせられんとした。しかしながら「イスラエルの子孫は苦しむに従いて増し殖ふえたれば皆これを懼おそれたり」（出エジプト一の一二）。産婆さんばらは王を畏れずして神を畏れしため、イスラエルの男児は安然に呱々ここの声を挙ぐることが出来た。しかしてこれら男児中の一人は、奇しき経験を重ねたる後、遂に彼等の救済者として立った。この救済者もまたその祖ヤコブに似てさらに遥かに偉大なる夢想家かつ忍耐家であった。彼はホレブ山中燃えつきざる棘しばを見、その中より神の声を聞きし以来、幾度いくたびか大いなる夢を見た。ある時は「エホバの鼻の息によりて紅海の水積み重なり、岸堅く立ちて浪のごとくに成り、大水海中に凝こる」を夢みた。またある時は不毛の曠野に幾十万の男女を養うべきパンの朝毎に天より降るを夢みた。彼の夢は人々の嗤笑ししょういな憤怒を買うた。これがため彼は石にて撃たれんとした事もあった。しかしながら偉大なる夢想家は常に彼等に答えて言うたのである。曰く「汝等は静まりて居おるべし」と（出エジプト一四の一四）。しかして見よ、彼の忍耐は決して徒然いたずらではなかった。彼の狂妄なる夢は必ず事実となって現われた。イスラエルは彼に導かれてエジプトを出いで、シナイの野に屯たむろして、遂に優秀なる一箇の国民となった。驚くべきイスラエル建国史！事は自然と人とに対してみな逆であった。イスラエルはただ神の創造によって生まれたのである。


  　すでにこれをその胎内に造り、またこれを創造したまいしエホバは、さらにまたこれを助けたもうた。「また汝を助くるエホバ云々」と。世の民等みな多神教と偶像崇拝とに迷える間にありて、独ひとりイスラエルのみは明白なる唯一神の啓示を受け、また神の人類救済に関する永遠的計画について貴き黙示を受けた。しかしてこの黙示に基づき彼等は久しき間ただ一つの夢想を続けた。イスラエルの夢想とは何ぞ。曰く約束の王とその国である。王や来たる？国や近づきし？と彼等は項うなじを伸ばしてひたすらに待ち望んだ。しかるに来たりし者は王にあらずして敵であった。近づきしものは国にあらずして亡命であった。憐むべし栄光と平和とに恋々れんれんたりしイスラエルの男女等、かえって鎖に繋がれて遠き異境に流鼠るざんの客となる。彼等にしてもし他の民族ならんか、必ずや失望喪心、また起たつあたわざるに至ったであろう。しかしながら神の助けたもう民は倒さるれども亡びなかった。イスラエルはすべての患難を忍び耐えた。ヤコブの子等はバビロンの辺ほとりに石を枕にして相変わらず昔の夢を繰り返した。


  　そもそもイスラエルのこの特別なる歴史は何を意味するのであるか。彼等のみ胎内にある時よりして神に造られ、神の創造によりて民族を成し、神の助けによりてその存続を保ちしは、果たして何のためであるか。彼等のみエホバを識しり、メシアを待ち、神の国を望む事を許されしは、果たして何故であるか。一言すれば「わが選びたるイスラエルよ、わが心喜ぶわが選人えらびびとよ」と言いて、彼等のみ神の選民たるの名誉を恣ほしいままにしたるはそもそも何故であるか。


  　こはユダヤ人の特権を認むると同時に自ら起こり来る疑問であって、しかしてまた独ひとりユダヤ人問題のみならず、すべて神の選択に対して繰り返さるる所の疑問である。悪者の上にも善者の上にもその日を昇らしめたもう神が、何故にある特別の人または民族を選びて、他に勝まさるの恩恵を施したもうのであるか。この疑問の原因は、選択の性質の半面のみを見て、他の半面を見ざるの謬にある。神の選択はもちろんその半面において恩恵である、特権である、名誉である。されども同時に他の半面においてそは必ず犠牲である、義務である、奉仕である。換言すれば神の選択の目的は選ばれし者自身においてのみあるにあらずして、同時に必ず他の者においてある。選択そのものが目的ではなくして手段に過ぎない。選ばれたる者は神の宝として愛玩せらるるにあらずして、神の器うつわとして使用せらるるに過ぎない。神はその大いなる計画を実行せんがために適当なる器を選び、これを通してその恩恵を遍あまねく施さんと欲したもうのである。イスラエルの選ばれたる所以ゆえんもまた実にこれより外ほかにはなかった。


  　しからば神の器としてのイスラエルの使命はいかん。「わが扶たすくる我僕わがしもべ、わが心喜ぶわが選人えらびびとを見よ。我れわが霊みたまを彼に与えたり。彼れ異邦人ことくにびとに道を示すべし……彼は衰えず喪胆きおちせずして道を地に立て終らん」と（イザヤ四二の一～四）。道を――福音を――神の国の福音を――異邦人に――全人類に示し、しかして遂に必ずこれを世界中に宣伝し終らんと。偉大なるかなイスラエルの使命！彼等の選択の目的は全人類の救済にあったのである。彼等は神の救済が世界万民に及ばんがための器として選ばれたのである。しかして彼等の享受したるすべての特権は皆これがためであった。これあるがゆえに神は四千年の昔アラビヤの牧者等を捕えて彼等をして野に夢み山に忍ばしめたもうた。これあるがゆえに神は彼等の子孫を導いてエジプトを出いで乳と蜜との流るる地に到らしめたもうた。これあるがゆえに神は律法と預言者とを彼等に遣おくりまた幾多の患難の中に彼等を支えたもうた。神は二千年の間かくのごとくに彼等を選びまた育はぐくみて、彼等をして福音のために天下に向かって証をなすの準備をなさしめ、しかして時満つると共に聖子みこイエス・キリストを彼等の間に降くだしたもうたのである。神の民は今や己が主を迎うべくあった。イスラエルは今やその選ばれたる所以ゆえんの使命を果たすべくあった。人類の救済は今や彼等より出いづべくあった。（ヨハネ四の二二）


  　しかるにいかん、彼等はいかにその使命を果たしたか。「彼は己の国に来たりしに、己の民はこれを受けざりき！」（ヨハネ一の一一）。使徒ヨハネの一言千秋の恨事こんじを伝う。二千年間の神の選民とその前に遣わされし神の独子ひとりご、彼は此を受けんがために選ばれた、此は彼に迎えられんがために遣わされた。「我はイスラエルの家の失うせたる羊のほかに遣わされず」（マタイ一五の二四）。イスラエルとイエス、羊とその牧主かいぬし、しかして彼等は遂に彼を受けず、かえって十字架につけてしまった。ああ、選民はその使命を辱かしめた。彼等は神の二千年の撫育に背き、人類の永遠の救済を空しくせんとした。十字架はこれをイスラエル歴史の背景に照らし見てその意義特に深長である。神の久しき努力と人類の永とこしえの希望とが二つながらここに失せんとしたのである。


  　ここにおいてか神はさらに新たなる計画を立て直したもうた。彼は翻って異邦人を顧みたもうた。葡萄園を託あずけられし農夫等果期みのりどきに至りて遣わされし主人の子を受けずしてかえってこれを殺したれば、葡萄園は他の農夫等に貸し与えられたのである（マタイ二一の三三以下）。神は今や世界の異邦人中より「御名を負うべき民を取りたまい」つつある（行伝一五の一四）。しかしてこれら選ばれたる少数の異邦人は旧もとの選民イスラエルに代わりて神の国の福音を宣べ伝えつつある。今やイザヤ、エレミヤ等の子孫は黙して語らず、約束の王の来臨はかえって東京またはヒラデルヒヤにおいて叫ばれつつある。神は野のオリブの枝を取りてこれを善きオリブに接つぎたもうたのである。


  　しからばイスラエルはいかにしたか。彼等はその貴き使命を異邦人に奪われて自ら滅亡してしまったか。あるいは気息奄々きそくえんえんとして漸ようやくその生存を維持しつつあるか。げに彼等の国は瓦解し、その他は掠奪せられて、民は四方に散乱した。しかして世界到るところにおいて彼等は言うべからざる侮辱と迫害とに悩みつつある。およそ民族としてユダヤ人のごとくに数多あまたの患難を荷にないしものはない。しかるに見よこの比たぐいなき患難の下における彼等の驚くべき持続力を。「彼等は塵のごとくに四方に吹き散らさるといえども、なお巌いわのごとくに堅くして密なる民族的結合を維持した」。かつて彼等のさかえたる土地の上には爾来じらいいずれの国民のこれに代わるも繁栄するあたわざるに反し、彼等自身は気候と風土とのいかんに拘わらず往く所として成功せざるはない。いずれの国にありても政治上または法律上の弱者たるの地位に置かるるに拘わらず、経済と科学と美術と哲学とにおいては、彼等は常に世界の優者たるの実力を握りつつある。実に彼等は今もなおヤコブの末である。その強烈なる忍耐力はいずれの民族もこれに企及ききゅうすることが出来ない。


  　しかり、彼等は今もなおヤコブの末である。今もなお彼等は忍びかつ夢みつつある。ああ偉大なる夢想家！彼等は四千年の久しき間暫しばらくも醒むる事なくして夢み続けた。不幸にして彼等は己が主イエス・キリストを認むるあたわざりしといえども、しかも彼等は決して神の約束を忘れたのではない。約束の王とその国とは今も彼等の慕い求むる所である。散らされたる彼等が旧ふるき預言に従いて地の四方より再びパレスチナに復帰せん事は、今も彼等の待ち焦こがるる所である。


  　「エジプトの獅身像スフィンクス何かあらん。ゴルヂウスの結び目何かあらん。最大の謎――万世に亙わたりて解くべからざる唯一の秘密はユダヤ人である。その存在その持続その事が理智の説明をもって応ずべからざる、人心に対する一大挑戦である」とある優れたる記者は叫んだ。しかして実に彼の言う通りである。世界歴史はユダヤ人の存続という大いなる謎を提供して、心ある者の説明を挑みつつある。この一大事実を無視する者は歴史を見るの目なき者である。イスラエルは何がゆえにかくして今なお存続しつつあるか。神は何がゆえに今なお彼等を支えつつあるか。理智はこれを説明するあたわず。ただ神の言のみこれが明白なる解答を供するのである。


  
    この後のち我帰りて、倒れたるダビデの幕屋を再び造り、その頽くずれし所を再び造り、しかしてこれを立てん。これ残余のこりの人々主を尋ね求め、すべて我が名をもて称えらるる異邦人もまた然しかせんためなり。（行伝一五の一六、一七）

    兄弟よ、我れ汝が……この奥義を知らざるを欲せず。すなわち幾許いくばくのイスラエルの鈍くなれるは、異邦人の入いり来たりて数満つるに及ぶ時までなり。かくしてイスラエルはことごとく救われん。（ロマ一一の二五、二六）

    もし彼等の落度おちど世の富となり、その衰微おとろえ異邦人の富となりたらんには、まして彼等の数満つるにおいてをや。（ロマ一一の一二）

  


  　神はその選びたまいし旧ふるき民を決して棄てたまわない。彼等は一度ひとたび己が使命について躓きしといえども、神は彼等を支えてこれをさらに遠大なる計画の中に追い込みたもうたのである。イスラエルをして福音を万民に伝えしめ、彼等を介して全人類を救わんとの神の旧ふるき計画は今もなお変わらない。理智をもって解すべからざるユダヤ人の存続その事が何よりの証明である。彼等の亡びざるはその使命の失せざるがためである。彼等は奉仕せんがために存続しつつある。


  　今や神の民は異邦人の中より取られ、イスラエルは暫しばらく黙せしめられている。されども時到らんか、イスラエルは遂にその罪を悔いて栄光のキリストの前にひれ伏すであろう。しかる後彼等はことごとく猛然として起たち、陸を越え海を渡り、国々島々地の極はてに至るまで隈くまなく往き巡り、しかして貴き神の福音をもって蒼穹を鳴り響かしむるであろう。しかして「多くの民強き国民エルサレムに来たりて万軍のエホバを求めエホバに祈らん。その日には諸もろもろの国語の民十人にてユダヤ人一箇の裾を拉とらえん。すなわちこれを拉とらえて言わん、我ら汝らと共に往くべし、そは我ら神の汝らと共に在いますを聞きたればなり」と（ゼカリア八の二二、二三）。ああその日人類の福祉さいわいは果たしていかばかりぞ。かくてイスラエルの救済は実に人類の救済のために必要である。


  　されば健在なれイスラエル！夢みよ忍べよヤコブの子ら！重ねて汝等の使命を辱かしむるなかれ。一度ひとたびは汝等が選民たるの実を十分に挙げよ。我等は神のためまた全人類のためにこれを祈る。


  



  失敗の夜と希望の朝


  



  　聖書が人の書と異なる最も著しき特徴は、その人の真相を明白ならしむる点にある。人の書はみな曰う、「人は進化す」と。されども聖書は曰う、「人は失敗す」と。しかして聖書はこれを個人の経験に訴え、これを人類の歴史によりて証明し、またこれを神の預言によりて主張する。実に聖書は一面よりこれを見れば人類の失敗史に外ほかならない。失敗また失敗、その創造の初めより天地の失うする時に至るまで、人類は神の前に根本的失敗を繰り返すのみとは、聖書が大胆に明言する所の一大事実である。


  　人の失敗はアダムの堕落以来絶えず行われつつある。しかしながら人自らはその失敗たる事を覚さとらずして、かえって自ら進化しつつありと妄想するのである。これゆえに神は人の失敗の絶頂に達する毎に、必ずある特殊なる審判を下して、その全然失敗たる事を明らかにし、もって人をして言い逃るべき途みちなからしめたもう。しかして同時にまた神は新たなる恩恵を下して、失敗を善導せんと欲したもう。しかるに人のなす所はさらにまた失敗の繰り返しに過ぎない。かくて審判あり恩恵あり、希望ありまた失敗がある。「斥候ものみよ、夜は何の時ぞ。斥候ものみ答えていう、朝あした来たり夜よまた来たる」（イザヤ二一の一二）。夜は人の失敗である、またこれに伴う神の審判である。朝は神の恩恵である、またこれに伴う人の希望である。朝来たり夜また来たる。かくのごときものを繰り返す事過去においてすでに幾度いくたび、現に今なおこれを繰り返しつつある。しかして未来にもまたこれを繰り返すべしと聖書は預言するのである。


  　失敗の濫觴らんしょうは言うまでもなくエデンの園においてあった。アダムは何故にエホバの審判を招いたか。彼は自ら「神のごとくならん」と欲したからである（創世三の五）。これ実に人の失敗の真因である。アダムは自己の進化を信じた。彼は善悪の樹の果みを食らいてその目開けし時、私ひそかに自己の成功を祝したであろう。しかしながら何ぞ知らん、進化はかえって最大の失敗であったのである。アダムはこれがためにエデンの園より放逐せらるるに至った。


  　しかしながらエホバの審判はまた彼の恩恵を伴うた。すなわち「婦おんなの裔すえは蛇の頭かしらを砕かん」との大いなる約束はこの時与えられたのである。しかしてエホバは後にこの約束を堅かとうせんがため、貴き実例をもってその典型を示したもうた。「エノク神と共に歩みしが、神彼を取りたまいければ居おらずなりき」。見よ短かき一語いかに深き真理を蔵するかを。人常に神と共に歩みて、死は遂に彼を見舞うことが出来ないのである。彼は神の取り去りたもう所となりて、永久に神と共にあるのである。神がその子キリストをもって我等人類に施さんと欲したもう救贖きゅうしょくは畢竟ひっきょうするにこれである。しかしてかの「蛇の頭かしらを砕かん」との預言もまたこの救贖きゅうしょくの完成を指すものに外ほかならない。


  　ここにおいてか堕落者アダムの子等にもまた新たなる希望があった。そのある者は「エホバの名を呼ぶことを始め」た（創世四の二六）。しかしながら多数者は依然として罪の中に歩んだ。殺戮は独ひとりカインのみの行為ではなかった。Ｗ．Ｇ．スクロッギー氏嘆じて曰う、「吾人の手に存する人類最初の詩の断篇は実に殺戮の讃美である」と（創世四の二三、二四参照）。しかして彼等はあるいは邑まちを建て、あるいは工芸を興し、あるいは音楽を習った（創世四の一七～二二）。人口は著るしく増加し、幾多の勇士と名声ある人々とが輩出した（創世六の一、四）。かくて彼等は自らその進化を誇り文明を謳うたったであろう。されども神の目より見て彼等のなす所は全然失敗であった。「エホバ人の悪の地に大いなると、その心の思いのすべて図はかる所の常に唯ただ悪のみなるを見たまえり。ここにおいてエホバ地の上に人を造りし事を悔いて心に憂えたまえり」（創世六の五、六）。朝来たり、夜また来たる。神の大いなる審判は彼等を襲うた。洪水は彼等をことごとく地より拭い去りて、ただノア及び彼と共に方舟はこぶねにありし者のみ残った。


  　洪水の後に来たりしものはまた新たなる恩恵の契約であった（創世九の一～一七）。神はこの契約を永遠に覚えんがため、雲の中に虹を起こしてその徴しるしとなさん事をさえ誓いたもうた。しかして方舟はこぶねより出でたるノアは直ちに神のために壇を築きて燔祭をその上に献げた。これ神の嘉よみしたもう所であった。しかしながら彼はやがて農夫となりて葡萄園を作るや「葡萄酒を飲みて酔い、天幕の中にありて裸になれり」という。この頃よりして彼の一族の罪は漸ようやく顕然あらわになった。しかして遂に彼等の子孫東方に移住し、邑まちと塔とを建ててその塔の頂を天に達せしめんと企くわだつるに及び、人の旧ふるき罪はまた彼等によりて遺憾なく代表せられたのである。果然ここに再び大いなる審判の聖手みてが動いた。彼等は彼処かしこより全地の表面に散らされ、その言語はことごとく淆乱こうらんせしめられた。希望をもって始まりし新時代は、再び根本的失敗をもって終った。


  　バベルに次ぐものはアブラムの召命である。イスラエルの聖別である。歴史はここに全く新たなる経路に入った。諸もろもろの恩恵はイスラエルの上に集中した。契約あり、律法あり、預言あり。選民の特権はいとも貴きものであった。神は暫しばらく異邦人を打ち棄て、偏ひとえにイスラエルを顧みたもうたのである。これすなわち彼等をして神の独子ひとりごイエス・キリストを受けしめんがためであった。


  　しかしてイスラエルは流石さすがに神のために熱心なる民であった（ロマ一〇の二）。彼等はひたすらに義を追い求めた。しかしながら彼等もまた信仰によりてこれを求めず、行為によりてこれを求めた。神の前に自ら義たらんと彼等は力つとめた。ああ執拗なる人の高ぶり！アダムの罪はイスラエルの血の中にも流れた。これゆえに彼等もまた旧ふるき失敗を繰り返した。己が主キリストをかえって十字架につけて、彼等は何よりも先ず自己の罪を証明したのである。ゆえに十字架そのものが彼等に対する神の大いなる審判である。しかしてこの大いなる審判の後にエルサレムの破滅と彼等の散乱とが続いて起こった。


  　最大の闇黒は十字架である。されども最大の光明もまた十字架である。人類はイスラエルをその指導者として救い主を彼処かしこにつけ、もって自ら生命の途みちを絶ってしまった。しかしながら神はこの十字架をもって人類の罪を除却したもうた。「キリストは……いま代の終わりに至り己を犠牲いけにえとなして罪を除かんために一たび現われたまえり」（ヘブル九の二六）。十字架はイスラエルの代の終わりにおける神の審判なると共に、また新らしき代の希望たるべき絶大の恩恵であった。しかして十字架の結果として、キリストの復活あり、昇天あり、昇天の結果として聖霊の降臨あり、新時代の晨あしたの光は燦然さんぜんとして眩まばゆきばかりであった。ユダヤ人ギリシャ人奴隷自主の別なく、キリストを信ずる者はみな一つ霊みたまにてバプテスマを受けて一体を形作った。これすなわち神の教会である。しかして教会は万国の民に福音を伝えつつある。教会は地の塩である、世の光である。


  　アダムの堕落に始まりし人類の失敗は代々相続いた。神の審判は幾度いくたびか地に下った。しかしながら今や聖霊は教会を動かしつつある、ゆえに教会によりて世界は終ついに神の国となるであろう、人類の失敗は十字架をもって終ったのである、神の審判は再び我等を見舞わないと。かくのごときは今日最も普通に行わるる所の思想である。キリスト者これを信じ、神学者これを信じ、不信者またこれを信じている。しかして実に教会は自ら世界を改善せんと力つとめつつある。その伝道そのものが改信者の予定数を根拠として行わるる社会事業の一種である。その他教会は多くの事業を営みて各方面よりこの世の改良を図っている。従って世と提携する事は彼等の辞せざるところ、否むしろその望む所である。世が彼等を認容し尊敬する事はすなわちその事業の成功の徴しるしとして彼等の喜びかつ誇る所である。かくのごとくにして教会は確かに世の勢力と成りつつある。しからば人類は遂に教会において成功するのであるか。世界は遂に教会によりて理想国と進化するのであるか。ああ果たして然しかるか。


  　この問題に対する聖書の解答は余りに明白である。その許多あまたの本文テクストをここに一々引用することは出来ない。しかしながら一事は確実である。すなわち新約聖書はその始めより終わりに至るまでかつて一回の例外もなくして、理想国が教会の努力によりて来たらざる事、この時代の終局もまた人類の失敗に外ほかならざる事を繰り返せる事これである。聖書は曰う、「人の子来たる時信を世に見んや」と（ルカ一八の八）。すなわち人類の多数は代の終わりに至るまで不信者であると。また曰う、「毒麦と麦と両ふたつながら収穫かりいれまで育つに任まかせよ」と（マタイ一三の三〇）。すなわち教会その者の中に偽信者は絶えないと。また曰う、「その時多くの人躓き、かつ互いに渡し互いに憎まん。多くの偽預言者起こりて多くの人を惑わさん」と（マタイ二四の一〇、一一）。すなわち代の終わりに近づきて人類の失敗は益々甚はなはだしと。しかしてまた曰う、「その時大いなる患難なやみあらん、世の創はじめより今に至るまでかかる患難なやみはなくまた後にもなからん」と（マタイ二四の二一）。すなわちキリスト再び来たりたもう時、少数の真信者は携え挙げらるといえども、多数の偽信者と不信者とは地に遺のこされて、ここに未曾有の大患難は彼等すべてに臨むのであると。


  　すなわち知る、真正なる教会は最後まで小さき群れに過ぎない。彼等を除きし人類の大部分は依然として失敗に終わるのである。世と提携して社会を改善せんとする偽教会は全然失敗に終わる。キリストに敵して人類の進化を図る多数の不信者もまたもちろん失敗である。教会は失敗し、全人類は失敗する。理想国は彼等の努力によりて決して実現せざるのみならず、代の終わりに至りて彼等に臨むものは恐るべき神の審判である。すなわち全地に亙わたる未曾有の患難である。朝来たり、夜また来たる。人は終ついに失敗の子たるを免れない。


  　しかり、人は終ついに失敗の子である。彼は自ら進化せんと欲して永久に進化することが出来ない。かえって大いなる審判をその身に招くのみである。しかしながら最後に彼の時代は去って、神の時代は来るのである。大患難の杯さかずきの飲み干ほされし後、栄光のキリストは諸もろもろの聖徒を率いて下りたもう。彼は「すべての敵をその足の下に置くまで」王として権威を振ふるいたもう。しかして「諸もろもろの権能けんのう権威けんい権力けんりょくを亡ぼして、国を父なる神に渡したもう」。ここにおいて新天地は実現し、人類は始めて理想の国に入るのである。その時までは朝来たり夜また来たる。されどもその時に至りては「今より後夜ある事なし」である（黙示録二二の五）。失敗の夜は義の太陽なるキリストを迎えて始めて永遠に明け渡るのである。


  　人よ、聖書が明示する所のこの大事実を見逃すことなかれ。「進化」「文明」「合同」「民主」等の近代的術語に欺かるることなかれ。人の努力は全然失敗である。人は正直にこの事実を自覚してただ主キリストを迎うるの準備をなすべきである。


  



  大いなる欲求


  



  
    （１）我等は知る、すべて造られたる者の今に至るまで共に嘆き共に苦しむことを。

    （２）しかのみならず、御霊みたまの初めの実をもつ我等も自ら心の中に嘆きて云々。

    （３）かくのごとく御霊もまた我等の弱きを助く……御霊自ら言い難き嘆きをもて云々。（ロマ八の二二、二三、二六）

  


  　すべて造られたる者すなわち天然に嘆きあり、御霊の初めの実をもつ我等すなわちキリスト者に嘆きあり、御霊みたま彼自身にもまた嘆きがある。何のための嘆きぞ。失望の嘆きか、否欲求の嘆きである。欲求の最も切なるものは嘆きとして現わる。天然に切なる欲求あり、キリスト者に切なる欲求あり、聖霊にもまた切なる欲求がある。


  　しからば何ぞ、天然の切なる欲求とは何ぞ。「それ造られたる者は切に慕いて神の子たちの現われん事を待つ」。すなわち神の子等の顕現である。そはこの時天然自身もまた滅亡ほろびの僕たる状さまより解放せられて、神の子等の光栄の自由に与あずかり得るからである。キリスト者の切なる欲求とは何ぞ。「我等は……子とせられん事すなわち己が体の贖われん事を待つ」。すなわち身体の救贖きゅうしょくである。そはこの時我等は完全に神の子とせられて、キリストと共に限りなき栄光を受け得るからである。聖霊の切なる欲求とは何ぞ。「我等はいかに祈るべきかを知らざれども御霊自ら……執り成したもう」。すなわちキリスト者の欲求をさらに明白ならしめたるものである。そは聖霊は自己のために欲求するものにあらずして、聖徒のためにその弱きを助けて執り成す者であるからである。


  　よって知る、三者の切なる欲求は畢竟ひっきょう同一のものなる事を。神の子等の顕現はキリストの顕現と同時である（コロサイ三の四）。聖徒の身体の救贖きゅうしょくはキリスト天より降りていわゆる携挙を行いたもう時である（前テサロニケ四の一七）。しかして携挙と顕現とはキリスト再臨の二階段に過ぎない。均ひとしく再臨である。すべての被造物つくられしものも切にキリストの再臨を欲求し、聖徒も切にこれを欲求し、聖霊もまた切にこれを欲求す。物界と霊界とに遍満する切なる欲求である。何の欲求かまたかくのごとく壮大にして至深なるものがあるであろうか。


  　ここにおいてか疑う、かかる壮大にして至深なる欲求の存在する所以ゆえん如何いかん。何故に天然も聖徒も聖霊も声を揃えてキリストの再臨を欲求するのであるか。何故に彼等は未来の栄光を待ち望むのであるか。何故に不完全なる現状をもって満足する事が出来ないのであるか。誰がかかる切なる欲求を彼等に賦与したのであるか。この問題に対しては、少しく注意して聖書を読む時は、その明白なる解答を発見する事が出来る。


  　先ず天然の欲求について聖書は曰う。（ロマ八の二〇～二二、不幸にして邦訳聖書においては旧訳改訳共この関係を辿ることが出来ない。よってやむを得ず私訳による。）


  
    （２０）造られたる者の虚無むなしきに服せしは己が願いによるにあらず、望みをもってこれに服せしめたる者による。

    （２１）そは造られたる者自ら滅亡ほろびの僕たる状さまより解かれて、神の子等の光栄の自由に入るべければなり。

    （２２）何となれば我等は知る、すべて造られたる者の今に至るまで共に嘆き共に苦しむことを。

  


  　天然はある他の者の所為によりて虚無むなしきに服すといえども、これをもって終わるにあらず、虚無むなしきの中になお未来の望みがある（二〇節）。何故に天然に望みがあるか。その望みの理由または根拠は何処にあるか。曰く神必ず天然を滅亡ほろびの僕たる状さまより解放し神の子等の光栄の自由に入れんと定めたまえるがゆえである（二一節）。しからば神必ずかく定めたまえりとの証拠は何処にあるか。曰く天然に切なる欲求の嘆きを与えられたることその事が何よりの証明である（二二節）。望みの根拠は神の計画にある。ゆえにそは最も確実なる望みである。しかして神の計画の証明は天然の嘆きそのものにある。神もし天然の救済を計画したまわなかったならば、天然に嘆きの心をも与えたまわなかったであろう。しかしながら神は福さいわいなる万物の復興を備えたもうのである。しかしてこれあるがゆえに万物に切なる欲求を賦与したもうたのである。天然は嘆く。何のゆえぞ、その前途に確実なる望みの横たわるがゆえである。これを慕いこれを求めて造られし者みな嘆き苦しむのである。


  　次に聖徒の嘆きについて聖書は曰う。（後コリント五の一、二）


  
    （１）我等は知る、我等の幕屋なる地上の家壊やぶるれば、神の賜う建造物たてものすなわち天にある手にて造らぬ永遠とこしえの家ある事を。

    （２）これによりて我等は嘆き、天より賜う住所すみかをこの上に着ん事を切に望む。（ここに「これによりて」と訳したる原語の en touto を邦訳聖書に「その幕屋にありて」と意訳したるは誤訳と信ず。ヨハネ一六の三〇、行伝二四の一六、前コリント四の四、ヨハネ一書三の一九参照）

  


  　聖徒の幕屋なる地上の家すなわち現在の肉体壊やぶれなば、神は必ず天にある手にて造らぬ永遠の家すなわち栄光の霊体をこれに賦与したもう。これ神の永遠の計画にして、最も確実なる望みである。「これによりて」、この神の計画あるによりて、この確実なる望みあるによりて、聖徒は心の中に嘆きて切にこれを欲求するのである。もし我等にこの確実なる望みなかりせば、またこの切なる欲求をも抱かなかったであろう。しかるに神は我等のために栄光の霊体を備えたもう。しかして時にこれが一瞥を許したもう。ここにおいて我等の心は躍るのである。先ず目的物の実在ありて、しかる後にこれに対する欲求がある。欲求は実在する目的物の反映である。我等の嘆きそのものが、未来において我等を待つ所の栄光の証明である。


  　第三に聖霊の嘆きについて聖書の言う所いかん。（ロマ八の二七、二八）


  
    （２７）また人の心を極めたもう者は御霊の念おもいをも知りたもう。

    （２８）御霊は神の御意みこころに適かないて聖徒のために執り成したまえばなり。

  


  　人の心を極めたもう者すなわち神は、聖霊の嘆きをもことごとく知りたもう。何となれば聖霊の切なる欲求の目的物は、神自らこれを我等のために備えたまいしものなるがゆえである。


  　「御霊は神の御意みこころに適かないて聖徒のために執り成す」という。しかり聖霊は神の永遠の計画に従いて、我等の求むべきものを我等のために求むるのである。我等は神の計画をことごとく究むることが出来ない。ゆえに時として我等はいかに祈るべきかを知らない。しかしながら「御霊はすべての事を究め神の深き所まで究む」（前コリント二の一〇）。神は我等のためにいかなる栄光を備えて待ちたもうか、これ聖霊のことごとく究め知る所である。しかして我等が漸ようやくその一瞥を許されて切に嘆き求むる時に当たり、聖霊はその完全なる知識をもって、来たりて我等の弱きを助け、共に嘆き求むるのである。されば聖徒よ、臆するなかれ、汝等の衷うちにありて汝等を助くる聖霊の嘆きそのものが、汝等の希望の実現すべき最大証明である。


  　Ｊ・デンニー曰く「霊的欲求は預言の一種なり」と。誠にしかりである。神は失望せしめんがために、人の霊魂に欲求を植え付けたまわない。先ず与えんとするもの在るがゆえに、これを待ち望ましめたもうのである。すべての造られし者もし切に慕いて神の子等の顕現を待たんか、これ神の子等は時に到りて必ず栄光の中に現わるべきがゆえである。御霊の初めの実をもつ我等もし心の中に嘆きて身体の救贖きゅうしょくを待たんか、これ我等の身体は時に到りて必ず復活または栄化せしめらるべきがゆえである。御霊もし自ら言い難き嘆きをもって聖徒のために執り成しをなさんか、これ御霊の求むる所そのままに必ず実現すべきがゆえたるや言うまでもない。もし天然と聖徒と聖霊とその深き嘆きを一つにしその切なる欲求を共にせんか、これ必ず彼等すべてを包容すべき絶大の恩恵の未来に実在するがゆえである。


  　翻ひるがえって問う、天然に果たして嘆きがあるか。天然を知る者はこれを愛する者である。しかしてかかる者の眼は美わしき天然の外装の下に籠こもれる言いがたき嘆きを看取せざるを得ない。幾多の詩人は天然のために代言して歌った。シェリング曰く「麗うららかなる春の日、天然はその美の限りを現わして人の心を酔わしむといえども、なお喰い入るばかりの悲哀の杯をも飲ましむるにあらずや」と。また曰く「天然は新郎を失いし新婦に似たり。妙たえなる美服を纏まとえども、その眼には涙溢る」と。ゲーテ曰く「余はしばしば天然の堪たえがたき哀しみをもって何物かを求むるを見たり」と。しかしてこれ独ひとり彼等の経験のみならんやである。次に問う、聖徒に果たして嘆きがあるか。ああ、いずれの聖徒にか復活の切なる欲求が無いであろうか。最後に、聖霊に果たして嘆きがあるか。乞うこれを論ずるなかれ。密室に入りて、または山嶺に上りて独ひとり静かに父と語れ。父の細き声に応じて、我等の小さき胸の中に洪水のごとくに動くものは果たして何であるか。


  



  新しき天地


  



  新約聖書における来世の観念


  



  　来世とは墓の彼方かなたの謂いいであるか。すなわち我等は死と共に来世に移り永遠の生活に入るのであるか。あるいはまた来世とは世界がある大いなる異変によりてその現在の実質をことごとく滅失したる後を言うのであるか。多くの人の来世観は前者にあらずんば後者に属するもののごとく見ゆる。そのいずれにせよ幽玄なる思想たるを失わない。しかしながら来世をかくのごとくに解釈して、自ら人の欲求の最も深きものに副そわざる所あるの感を禁じない。死をもって来世の必然的要件となし、来世の生活と言えば必ず墓の向側むこうがわを想像せざるべからざるがごときは、たとえ死そのものをいかに説明し去るといえども、なお生の充実を希ねごうてやまざる人の心に一味の物暗さを附与せずしては済まない。また世界の存続する限りを現世と做なし、その消滅の後を後世と見るは、来世を全然我等の想察の区域外に撤去する事であって、従ってそは人の希望たるべく余りに朦朧である。かくのごとき来世観をもって我等の生活の基調キーノートたらしめんとするは至難事である。我等の希望は陰鬱ならずして晴朗なるを要する、空漠ならずして明確なるを要する。しかして福さいわいなるかな、神はすべて我等の必要を知りたもう。神が新約聖書を通して我等に提供したもう所の来世はこれよりも遥かに優れたるものである。


  　新約聖書における来世はこれを原語にて、「来たらんとする時代」（マタイ一二の三二、エペソ一の二一）「来たりつつある時代」（マルコ一〇の三〇、ルカ一八の三〇）または「かの時代」（ルカ二〇の三五）と称する。すなわち「時代」である、歴史的観念である。まずこの一事を明らかにするによりて、その通俗の思想との間における二三の重要なる相違を解することが出来る。第一に来世は個人的観念ではない。個人各自の死をもって始まる生活ではない。世界に臨むべき歴史的紀元である。ゆえにその到来以前は生者死者を問わず、何人も未だ来世の生活に入らない。第二に来世は死との間になんら必然的関係を有しない。そは世界に通ずる新時代なるがゆえに、その到来するや、生ける者は生けるがままにこれに移るであろう。来世は決して死の親族ではない。来世と現世とを隔つるものは、墓にあらずして、ある光輝ある他の者である。第三に来世は世界の消滅を予想しない。そは来たらんとする、あるいは来たりつつある時代である。ゆえにその到来はもちろん現在の時代の終末または退去を意味する。しかしながら時代は過ぎ去るも世界は消滅しない。来世は存続せる世界の上に実現する。来世の観念を世界消滅の思想より引き離すは、これを死より引き離すと同じく、キリスト教の救贖きゅうしょく観を明確ならしめ、信者の希望を晴朗ならしむる上において、最も必要の事であると信ずる。


  　来世は時代である。ゆえにこれを正解せんがためには先ず新約聖書における時代の観念を明らかにするを要する。聖書はしばしば「諸もろもろの時代」を言う。「これは我等の主キリスト・イエスの中に神の定めたまいし諸もろもろの時代の目的によるなり」（エペソ三の一一）。「神は……御子によりて諸もろもろの時代を造りたまえり」（へブル一の二、改正英訳脚注参照）。よって知る、神はある目的をもって御子キリストにより諸もろもろの時代を制定したまいし事を。目的とは何ぞ。言うまでもなく人類の救贖きゅうしょくを完全ならしめんとする目的である。神は逆そむける子等の頑かたくななる心を熟知したもうがゆえに、一挙にして彼等を駆り立てんとしたまわない。その罪の発動に応ぜんがため、諸もろもろの時代を制定し、一の時代には一の方法をもって、他の時代には他の方法をもって、あるいは導きあるいは懲らしめ、かくして最後にその聖旨みこころを完全に実行せんと欲したもうのである。すなわち時代とはこれを一言すれば、神が永遠の計画に基き、特殊の顕現をもって、その聖旨みこころを実行したもうところの時の区分である。


  　ゆえに時代は単に一二にして尽きない。聖書はあるいは「歴世よよ（諸もろもろの時代）歴代よよ隠れて今神の聖徒に顕われたる奥義」（コロサイ一の二六）と言いて、今の時代に先だち過去においてすでに幾多の時代を経過したる事を表わしている。また前に掲げたるがごとく「来たらんとする時代」あるいは「来たりつつある時代」と言いて、未来における新しき時代の到来を預言している。かくのごとく過去の時代あり、現在の時代あり、また未来の時代がある。いずれも人類救蹟きゅうしょくの途上における一階梯である。世界完成の過程における一紀元である。しかして現世といい来世という、畢竟ひっきょうその現在及び未来の時代を指して言うに過ぎない。現世には現世に特殊なる神の顕現あり、来世には来世に特殊なる聖旨みこころの実行がある。しかしながら二者は全く相容いれざる別個の世界ではない。同一の野に落莫たる冬枯は消えて生命の萌ゆる春の臨むがごとく、現世は去りて来世これに代わるも、また世界の歴史的紀元の更替たるに外ほかならない。


  　来世はいかにして来たるか。個人の死によってではない、世界の消滅によってではない、来世はキリストの再臨によって来たる。旭日東に上りて晨あしたは世に遍あまねきがごとく、栄光の主天より顕われて来世は地を蔽うのである。かつて弟子等彼に問うて「汝の来たりたもうと、世（現在の時代）の終わりとには、何の兆しるしあるか」と言いしに対し、イエスは先ず世の終わりの兆しるしについて答えたる後に曰いたもうた、「その時人の子の兆しるし天に現われん。その時地上の諸族皆嘆き、かつ人の子の能力ちからと大いなる栄光とをもて天の雲に乗り来たるを見ん」と（マタイ二四の三〇）。すなわち現世の終末に続いて直ちに人の子の顕現がある。知るべし、現世の終末と来世の開始との間に立つものは、墓にあらずして、再臨のキリストなるを。再臨によりて現世は去り、再臨によりて来世は来たる。来世とはキリスト再臨以降の時代の謂いいである。（再臨の二段の間に横たわる審判時代はこれを過渡の時期と見る。）


  　来世はキリストと共に来たる。しかしてキリストの来臨によりて世界は消滅しない。またすべての人がその生存状態を一変しない。彼かの忠なる僕たるキリスト者は復活または栄化せしめられて天的生活に入るといえども（彼等も決して地と絶縁しない）、ユダヤ人及び異邦人は依然として現在の世界に現在の身をもって存続するのである。かくのごとくにして永遠の来世は始まる。知らず、神はかかる状態における来世をもっていかなる聖旨みこころを実行せんと欲したもうのであるか。


  　来世はもちろん先ず第一にキリスト者のために必要である。彼等は特に「かの世に入るに応ふさわしき者」と称せられ（ルカ二〇の三五）、「この世の子ら」と全く区別せらる（ルカ一六の八）。来世は実に彼等の時代である。彼等柔和なる者はこの時に地を嗣ぐであろう。彼等義に飢え渇く者はこの時に飽き足るであろう。


  　第二に来世はまたユダヤ人のために必要である。パウロは曰う、神はユダヤ人をその不信によって躓く石に躓かせ、これを鈍にぶくしたまえりと（ロマ九の三三、一一の七）。すなわち信ずる者のためには「恵みの時、救いの日」なる現世は、彼等不信のユダヤ人のためには大いなる審判の時代であるのである。しかしながら神は決して選民を棄てたまわない。「幾許いくばくのイスラエルの鈍にぶくなれるは、異邦人の入り来たりて数満つるに及ぶときまでなり。かくしてイスラエルはことごとく救われん」（ロマ一一の二五）。イスラエルに未来の希望がある。全イスラエルの救わるべき大いなる希望がある。その充みたさるべき時は何時いつぞ。現世か、否「異邦人の数満ちたる」後である。現世において救わるべき異邦人のことごとく救われたる後、すなわち「救いの日」の閉鎖の後である。神がその選民に対する約束を実行せんがために、来世は必ず無くてはならない。


  　第三に来世は異邦人のためにも必要である。来世において救われたるユダヤ人は、次にまた異邦人を救いに至らしむべき恩恵とならんという。「ユダの家及びイスラエルの家よ、汝等が国々の中うちに呪誼のろいとなりしごとく、このたびは我汝等を救うて祝言はぎごととならしめん」（ゼカリア八の一三）。「もし彼等（イスラエル）の衰微おとろえ異邦人の富となりたらんには、まして彼等の数満つるにおいてをや」（ロマ一一の一二）。神の約束にして充みたされずんばすなわちやむ。しからざる限り、来世はまた異邦人の恵まるべき時代たらざるを得ない。


  　かくのごとく神は来世において果たすべき幾多の目的を有したもう。しかしながら以上は実にその一端に過ぎない。ユダヤ人と異邦人との救済のごときは来世の首途かどでにおいてすでにこれを果たしたもうであろう。次ついで彼は万物を復興せしめ、新しき天地を造りたもうであろう。来世において世界は唯ただに消滅せざるのみならず、現在よりも遥かに堅実にして壮美にして完全なるものである。死は全く人の記憶より忘却せられてその蔭をだにとどめない。しかのみならず神は「その恩恵めぐみの極めて大いなる富を来たらんとする後の世々よよに顕わさんと」欲したもうという（エペソ二の七）。神は永遠の来世の中さらに無数の時代を画して、限りなく新たなる恩恵を顕わしたもうのである。新約聖書の来世は実に驚くべき永遠的恩恵の時代である。


  



  キリスト再臨の二階梯


  



  　人類の救い主の出現は、アブラハム以来数千年の久しき間、イスラエルの民の理想であった。彼等はその預言者と共に歌い続けた。曰く


  
    朝あしたの光、上より臨み、

    暗黒くらきと死の蔭とに坐する者を照らし、

    我等の足を平和の路みちに導かん。

  


  と（ルカ一の七八、七九）。美わしくもまた偉大なる理想である。人は皆暗黒くらきを歩み死の蔭の地に住むといえども、やがて朝あしたの光上より臨まんか、新しき生命いのちはこれと共に賦与せられ、平和は我等の霊魂に充みち満つるに至らんと。救い主の出現は実に人生の革命である。従ってそは歴史上の最大事件として期待せられた。


  　時満ちて朝あしたの光は上より臨んだ。人類の救い主は終ついに出現した。しかしながら期待に反そむきて、そは極めて静粛なる出来事であった。ベツレヘムの里に馬槽うまぶねの中に臥させられし小さき嬰児みどりご、それが主キリストであった。何人もこの事に気付かなかった。イスラエルの民は平日のごとく飲み食い、シオンの女むすめ等は相変わらず虚飾と遊楽との中に驕おごり暮らした（エデルシャイム『イエス伝』参照）。神の子の降臨は世の人の眼より全く隠れたる秘事ひめごとであった。


  　世はこれを知らず、選民イスラエルさえこれを知らなかった。しかしながらその間に最も少数なる真まことの主の民があった。彼等の曇りなき眼に朝あしたの光はいと鮮やかに映じた。すなわち東の博士たちは、ある特別なる星の現わるるを見たのである。ベツレヘムの野に宿りて群れを守り居たる牧者等は、主の栄光に照らされかつ天使の告知と天軍の讃歌とを聴いたのである。「義かつ敬虔にしてイスラエルの慰められんことを待ち望みし」シメオンは、聖霊に感じて事を知ったのである。博士と牧者とシメオンと、彼等は皆歓喜よろこびに溢れ、あるいは東よりまた野よりベツレヘムに往き、あるいはエルサレムの宮に入りて主キリストに見まみえ、これを拝し神を讃美した。世の人の心付かざりしイエスの生誕は、ただ彼等にのみ限りなき恩恵であった。


  　後およそ三十年にして、イエスは卒然大いなる権威を帯びて世に現われた。ガリラヤにエルサレムにサマリアに、彼の姿の動くところ、人は皆驚き怖れた。平民も貴族も、為政家も宗教家も、学者も病者も、婦人も小児も、何人も彼の強き影響より脱のがるることは出来なかった。彼が驢馬ろばに乗りてエルサレムに上りし時は、群衆あるいはその衣をあるいは樹の枝を途みちに敷き、かつ叫んで曰うた。「ダビデの子にホサナ、讃ほむべきかな、主の御名によりて来たる者、いと高き処にてホサナ」と。しかして遂にエルサレムに入れば、都挙こぞりて騒ぎ立ちしという。僅かに三年の馳駆ちくによりて一世を震憾したるその驚くべき勢力は、実に救い主の出現に適ふさわしきものであった。


  　すなわち知る、キリストの初臨に明白なる二箇の階梯ありし事を。彼は先ず世の人の眼に見えざる態かたちにて私ひそかに来臨したもうた。その時彼を認めし者は特別に彼の有ものなる少数者のみであった。次に彼は万民の前に顕著なる態かたちをもって出現したもうた。世は挙こぞりて彼を認め彼のために動かされた。前後三十有余年、これを通じてキリストの来臨という。預言者ミカが「イスラエルの君となる者ベツレヘムの中より出いづべし」と言い、マラキが「汝等の求むる主たちまちその殿みやに来たらん」と言いしは、共にキリストの来臨（初臨）を預言するものなるも、前者はその初めの階梯について、後者は後の階梯について語ったのである。


  　キリストの再臨は、その初臨によりて初まりし事業の完成である。救贖きゅうしょくに関する神の事業の成就である。否、神の造化の目的の完全なる遂行である。ゆえにそは人生の革命であるばかりでない、また天地万物の革新である。


  
    見よ、主エホバ能力ちからを有もちて来たりたまわん。

    その臂かいなは統すべ治めたまわん。（イザヤ四〇の一〇）

  


  　しかり、彼は「万物を己に従わせ得る能力ちから」を有もちて来たりたもう（ピリピ三の二一）。イスラエルも異邦人も、天も地も、みなその臂かいなの統治に従うのである。キリストの再臨は人生と宇宙とに関わる出来事である。


  　しかしながらこの大いなる出来事もまた一時に成就するのではない。キリストの初臨に二箇の階梯ありしがごとく、彼の再臨にもまた二個の階梯がある。初めは秘密に、後は顕著に。この順序によりて救い主は出現したるごとく、またこの順序によりて彼は再臨するのである。二階梯を区別せずして、再臨の真相を明らかにすることは出来ない。


  　「汝等腰に帯し、燈火ともしびを点ともして居おれ。主人婚筵こんえんより帰り来たりて戸を叩かば、直ちに開くために待つ人のごとくなれ。主人の来たる時、目を覚まし居おるを見らるる僕どもは幸福さいわいなるかな。我れ誠に汝等に告ぐ、主人帯してその僕どもを食事の席につかせ、進みて給事すべし。主人、夜よの半なかば頃もしくは夜よの明あくる頃に来たるとも、かくのごとくなるを見らるる僕どもは幸福さいわいなり。汝等これを知れ、家主いえあるじもし盗人いずれの時来たるかを知らば、その家を穿うがたすまじ。汝等も備え居おれ。人の子は思わぬ時に来たればなり」（ルカ一二の三五～四〇）。主人はあたかも盗人のごとくに、思わぬ時私ひそかに帰り来たりて戸を叩かんと言う。しかして腰に帯し燈火ともしびを点ともして目を覚まし居おる僕、主人の帰来を今か今かと待ち侘わび居る僕にあらざれば、その音を聴きて直ちに彼を迎え、しかして彼より大いなる恩恵を受くることが出来ないと言う。またかく備え居おらざる者は、不用意なる家主が盗人のためにその家を穿うがたるごとくならんと言う。いかに意味深き譬喩よ。キリストの来たりたもう時また実に是のごとしである。彼はいずれの時とも知らず、号令と天使みつかいの長おさの声と神のラッパと共に自ら天より降くだりたもう（前テサロニケ四の一六）。もちろんその声は地の極はてにまで響き渡るであろう。しかるにも拘わらず、これはかの婚筵こんえんより帰りし主人が戸を叩くの音である。すべての僕がこれを聴くことは出来ない。否、ただ目を覚ましてひたすらに彼を待ち望める少数の僕のみこれを聴いて起たたしめらるるのである。しかしてかかる僕のみがこの時キリストを迎えて彼と共に居おりかつ彼より大いなる恩恵を受くることが出来るのである。その他の者は惰眠の中にありて何事をも知らず、恥づべき不覚を招くであろう。かつてベツレヘムの野に天使の声と数多あまたの天軍の歌との響きし時もまた同様であった。その万民に関わる大いなる歓喜の音信おとずれも、その天の栄光と地の平和とに関わる荘厳無比の讃美の調べも、ただ心貧しき三四の牧者の耳に響きしのみであって、多数者は今己が郷に起こりつつあるこの驚くべき出来事を夢にも知らず、日常のごとく小なる世の煩労に没頭しておったのである。しかして最初に主と見まみえて心より神を讃美するの特権は、彼等少数の牧者等にのみ帰したのである。主降誕の夜におけるベツレヘムの光景は、彼が再臨の晨あしたにおける全世界の光景の予表であり、模型であった。


  　また言う「我（キリスト）は輝く曙あけの明星なり」と（黙示録二二の一六）。夜将まさに明け初そめんとして東天すでに燦然たる明星の懸かるを見る。その光は強くその形は鮮やかなりといえども、これを望み得る者は果たして誰であるか。「眠る者は夜眠り、酒に酔う者は夜酔うなり」（前テサロニケ五の七）。彼等は明星の何時いつ上るかを知らない。しかして世の多数者は皆この「夜に属する者」である。この間にありて唯ただ少数の「光の子供、昼の子供」がある。「我等は夜に属つく者にあらず。暗やみに属つく者にあらず。されば他の人のごとく眠るべからず。目を覚まして慎むべし」とパウロは言うた。夜央ふけて他の人の眠りに耽ふける時、独ひとり目を覚まして慎み、衛士えじの晨あしたを待つがごとくに東を仰いで待ち望める光の子供、昼の子供――彼等のためにこそ曙あけの明星は夜の暗やみ未だ消えざる間に、光り輝きつつ上るのである。福さいわいなるかな、再臨の晨あしたにおける明星の望見者！彼等は降誕の夜における東の博士たちのごとく、世の人の未だ何事をも知らざる時、歓喜に溢れつつ主と相見まみゆることが出来るのである。千九百年の昔東の空にて現われし奇くすしき星は、いつかまた天より現わるべき「輝く曙あけの明星」の先駆者であった。


  　主人は何時いつ婚筵こんえんより帰り来たるか。曙あけの明星は何時いつ輝き上るか。何人もこれを知らない、何者もこれを妨ぐることは出来ない、いかなる条件もその前に充みたさるるを要しない。ただ父の御心のままである。千年の後か、百年の後か、あるいは明年か、もしくは今年か、しかりあるいは今日であるかも知れない。今日にも終わりのラッパ鳴らんには、「キリストにある死人まず甦り、後に生きて存のこれる我等は彼等と共に雲の中に取り去られん」（前テサロニケ四の一七）。昔より今に至るまで我等と共に彼の十字架に鎚すがり、また彼の再び来たらん事を待ち望みつつ眠りにつきし兄弟姉妹等は、皆一斉いっせいに朽ちざる体に甦らされ、各々その墓を破って出いで来たるであろう。しかる後に生きて存のこれる我等もまた彼等と共に取り去らるるであろう。しかしながら多数の者は現在のままに地に遺のこさるるであろう。主の来たりたもう時もし昼ならんには、「二人の男畑に居おらんに、一人は取られ、一人は遺のこされん」。もし薄明はくめいの頃ならんには、「二人の女碾ひき居おらんに、一人は取られ、一人は遺のこされん」。もし夜ならんには、「二人の男一つ寝台に居おらんに、一人は取られ、一人は遺のこされん」（全地の中ある所は昼、ある所は薄明はくめい、ある所は夜であろう）。人は平常の通りに勤労いそしみつつある、戯たわむれつつある、飲食または睡眠に耽ふけりつつある、遠き計画を巡らしつつある、思い煩いつつある、罪を犯しつつある。すべてが平常の通りである。しかるに見よ、何の前兆もなく、何の予報もなく、此処ここに一人、彼処かしこに一人、地の塩たる敬虔にして正直なる男女が、突然彼等の間より姿を隠すであろう。憶おもうその時遺のこされし多数者の驚愕やいかに！その日まで首こうべを高うして「主の来たりたもう約束は何処いずこにありや、先祖たちの眠りし後、万よろずのもの開闢かいびゃくの初めと等しくして変わらざるなり」と声高く嘲り居おりし彼等は、この無言の大事実、秘密の奇蹟の前に、いかに顔色を失うことであろう。彼等は取られし者のいかにして何処に往きしかを知らない。しかしながら取られし者はもちろん消え失せたのではない。彼等はエノクのごとく、死を見ぬように移されたのである（へブル一一の五）。すなわち暫しばらくこの地より携え挙げられて、今や主キリストと共に在るのである。「……空中にて主を迎え、かくていつまでも主と共に居おるべし」（前テサロニケ四の一七）。かくのごとくキリストの再臨はその第一の階梯において、世の人には奇しき秘密である。ただ彼の有ものなる少数者に取りてのみ限りなき恩恵である。


  　しかしながら宇宙的出来事たる再臨はもちろん秘密事として終わるはずがない。再臨は顕現である、キリストの世界的顕現である。人の子かつて驢馬に乗り、前後に従う群集の歓呼の中うちに、堂々としてエルサレムに上りしがごとく、彼はまた「能力ちからと大いなる栄光とをもて、天の雲に乗り来たる」であろう（マタイ二四の三〇）。その能力ちからは「利とき剣つるぎをもって諸国の民を撃ち、鉄の杖をもってこれを治む」るの能力ちからである（黙示録一九の一五）、「万物を己に服したがわせ得るの能力ちから」である。その栄光は「烈はげしく照る日のごとく」、これを見る者をして「その足下に倒れて死にたる者のごとくならしむる」栄光である（黙示録一の一七）。「雲を己の車となし」「風を使者となす」の能力ちからと、「光を衣のごとくに纏まとい」「焔の出いづる火を僕となす」の栄光である（詩一〇四）。何者の能力ちからかこれに当らん、何人の栄光かこれに比たぐえん。彼はこの異常なる能力ちからと栄光とをもって、全地をその手に収めんがために天より現われたもうのである。「我また天の開けたるを見しに、視みよ白き馬あり、これに乗りたもう者は『忠実また真まこと』と称えられ、義をもて審さばきかつ戦いたもう。彼の目は焔ほのおのごとくその頭こうべには多くの冠冕かんむりあり」（黙示録一九の一一、一二）。かくて彼はかつてその弟子等がオリーブ山上彼の「天に昇り往くを見たるそのごとく復また来たりたも」うであろう。再臨はここに至ってもはや秘密の奇蹟ではない、神の子の宇宙的顕現である。彼は今や薄明はくめいの中に輝く「曙あけの明星」にあらずして、宇宙を照らす「義の太陽」（マラキ四の二）である。ゆえに独ひとり少数の「光の子供、昼の子供」のみならず、先に遺のこされしすべての「夜に属つく者、暗やみに属つく者」もまた仰いでその燦爛さんらんたる光明に撃たれざるを得ない。世界の夜はすでに明あけたのである。主の日はすでに来たのである。久しき間夜の暗やみの裡うちに隠されし一切の罪悪は、今やことごとく彼の前に暴露せられて、その当然の処分を受けなければならない。彼を斥けし者、彼を裏切りし者、彼のいと小さき者を躓かしめし者、彼を待ち望む者を嘲りし者、ああ彼等はこの時いかにするであろうか。大いなる能力ちからと栄光とをもって天の雲に乗り来たる彼を見て、彼等はその心にいかなる思いを懐くであろうか。彼等は多分彼を見ざらんと欲して逃げ避くるであろう。「人々その恐るべき容貌みかたちとその稜威みいつの光輝かがやきとを避けて巌いわの洞ほらと地の穴とに入らん」（イザヤ二の一九）。されども禍わざわいなるかな、その日何人も彼を避くることは出来ないのである。「見よ、彼は雲の中にありて来たりたもう。諸衆もろもろの目、殊ことに彼を刺したる者これを見ん。かつ地上の諸族みな彼のゆえに歎かん。しかり、アーメン」（黙示録一の七）。「彼等はその刺したりし我を仰ぎ観み、独子ひとりごのために哭なげくごとくこれがために哭なげき、長子ういごのために悲しむがごとくこれがために痛く悲しまん」（ゼカリア一二の一〇）。


  　しからば先に地より取り去られしかの忠実なる僕等はこの時いかにして在るか。彼等はすでに栄光の体を与えられてキリストの許もとに集まりかつ「いつまでも彼と共に居おる」と云う。ゆえに彼の在る所に彼等もまた在る。彼もし大いなる能力ちからと栄光とをもって天より来たらんか、彼等もまた彼に従い来たらざるを得ない。すなわち曰う、「我神エホバ来たりたまわん、諸もろもろの聖者汝と共なるべし」（ゼカリア一四の五）。「見よ、主はその聖なる千万ちよろずの衆を率いて来たりたまえり」（ユダ一四）。「我等の主イエス、すべての聖徒と共に来たりたもう」（前テサロニケ三の一三）。「天に在る軍勢は白く潔き細布を着、馬に乗りて彼に従う」（黙示録一九の一四）と。彼等もまた天的栄光を帯び大いなる軍勢を成して、神の子キリストに従い来たるのである。その中には使徒あり預言者あり、殉教者あり宗教改革者あり、また隠れたる無数の聖徒等がある。アブラハムもモーセもエリアも、パウロもヨハネもルーテルも、皆その中にあるであろう。彼等はそのかつて斥けられ迫おいつめられ虐しいたげられしこの地に、今や永遠の勝利者として、王の王主の主なる屠ほふられし羔こひつじと共に来たり臨むのである。かくてキリストの栄光の顕現は単独ではない。「我等の生命いのちなるキリストの現われたもう時、汝等もこれと共に栄光の中に現われん」（コロサイ三の四）。ああ、その荘厳なる光景よ！誰かよくこれを想像することが出来ようか。天地の創造せられし以来、何処にかかかる偉観を望みし事があるか。誠にこれ「眼未だ見ず、耳未だ聞かず、人の心未だ思わざりし」神の大いなる奥義である。


  　かくのごとくにしてキリストの再臨に前後の二階梯がある。初めに彼は世の人の知らざる時、ただ「己を望む者に再び現われて、救いを得させたもう」（ヘブル九の二八）。次に彼は大いなる権威と栄光とをもって、来たりて「全地の王となりたもう」（ゼカリア一四の九）。第一段の目的は信者の個人的救贖きゅうしょくの完成である。第二段の目的は社会と万物との根本的改造である。しかして社会の改造はその準備として大いなる審判を必要とする。審判なくして罪の社会の根本的改造を実行することは出来ない。ゆえにキリストの第二段の顕現に先だち、数年に亙わたる審判の時代がある。社会はその間に甚大なる難難によって専もっぱら改造の準備をなすであろう。天地もまた稀有けうなる異変によって、同じく復興に備えるであろう。


  　社会の改造と万物の復興！絶大なるかなその事業。これ天地の創造よりもさらに困難なる事業である。何となればここに罪の根本的原因の絶滅の必要がある。またその普遍的結果の除却の必要がある。サタンとその幕僚との討滅、呪われし地の解放、罪人の最終審判、これら数多あまたの大事件を成就せずして、新天新地は出現しない。実まことに「その時キリストは諸もろもろの権能、権威、権力を亡」ぼさざるを得ないのである。ゆえに彼が第二段の顕現の後、改造の事業の完結までには、数多あまたの年月を要するであろう。されども改造は必ず成る。万物は必ず彼に服する。新しき天地は必ず創造せらる。罪と死とを知らざる社会は必ず実現する。神は必ず「すべてにおいてすべてとなりたもう」。宇宙は必ず完全に達する。人類の祈求は必ず充みたさる。（ああ、遠大なるかな、我等の希望！）ただこれがためにキリストの再臨は絶対的必要である。人生及び宇宙の完成は、神の子自身の事業としてにあらざるよりは、実現すべく余りに遠大である。再臨なくんば人生と宇宙とは絶望である。再臨を嘲る者よ、汝等の希望は何処に在るか。彼れ再び来たらずしては、神の造化も我等の生涯もことごとく失敗に終わるのである。ゆえに「御霊みたまも新婦はなよめ（キリスト者）もいう『来たりたまえ』と。聞く者も言え『来たりたまえ』と」（黙示録二二の一七）。しかり、イスラエルも異邦人も、野の獣も山の鳥も、海も陸も、天も地も、みな声を合わせて言え「来たりたまえ」と。重ねて言う「主イエスよ来たりたまえ」。


  



  死は果たして必然の運命なるか


  



  　「一度ひとたび死ぬる事と、死にて後審判さばきを受くる事とは人に定まりたる」事である（ヘブル九の二七）。誰かこれを免るることが出来よう。しかしながら「わが父の御意みこころはすべて子を見て信ずる者の永遠とこしえの生命いのちを得るこれなり。我れ終わりの日にこれを甦らすべし」とイエスは約束したもうた（ヨハネ六の四〇）。我等はただこの一言を信じてその日を待ちつつ墓に下るのであると。これ多くの良きキリスト者の信仰であって、しかしてもちろん恵まれたる信仰である。復活の希望は実にキリスト者の最も貴き特権である。この希望あるがゆえに、万人の運命として定まれる死も、彼等キリスト者の心を脅かすに足りない。世の人のすべての傲語ごうごを粉砕し一切の希望を剥奪する恐るべき死に際し、独ひとり復活の歌をうたいつつ感謝して逝り往く者はただ彼等キリスト者あるのみ。復活を信じて、死はすでに彼等の最大悲痛ではなくなったのである。


  　しかしながらキリスト者の死観はここにとどまるべきであろうか。遠き日の復活のみが我等の抱くべき希望であるか。聖書は死についてさらに福さいわいなる何事かを教えないか。イエスは彼を信ずる者に対して復活の他になお約束したもう処ところがなかったか。ラザロの姉妹マルタが「終わりの日復活の時に甦るべきを知る」と言いしに対して「我は復活なり生命なり。我を信ずる者は死ぬとも生きん。およそ生きて我を信ずる者は永遠とこしえに死なざるべし。汝これを信ずるか」と答えたまいしイエスの言はいかにこれを解釈すべきであろうか。もし聖書の言が特別の理由なき限り文字通りに解すべきであるならば、イエスはここに明白に死者の復活の外ほかなお生者の不死を教えたもうたのではないか。しかしてそはこの答を促したるマルタの言に徴ちょうして一層明らかである。マルタは単純に終わりの日の復活を信じた。これもちろん誤りではなかった。しかしながら彼女の誤りは復活のみを唯一の希望とせる処にあった。イエス・キリストは「復活」である、ゆえに彼を信ずる者は「死ぬとも生きん」。すなわち終わりの日復活の時に甦るであろう。されどもイエス・キリストは唯ただに「復活」であるのみならず、また「生命」である。死は彼に在て全然無きものである。ゆえに独ひとり死者の彼に在て甦るのみならず、「およそ生きて彼を信ずる者は永遠とこしえに死なざる」べきである。生命そのものなる彼を宿して、我等もまた全然死より脱離すべき希望を抱くは、極めて至当の事と言わねばならぬ。イエスは確かに死者の復活と共に生ける信者の不死に関する約束を与えたもうたのである。しかしてこの約束の下に行われたるラザロの復活は、唯ただに終わりの日における死者の復活の型であったばかりではない、同時にまた生ける信者の不死の型であったに相違ない。何となればもししからずば、この出来事の中心的教訓たる上記の会話は全く無意義に終わるからである。


  　「およそ生きて我を信ずる者は永遠とこしえに死なざるべし。汝これを信ずるか」と。しかしながらイエスのこの語を発したまいし以来、数え尽くすことあたわざる多くの信者相続ついでことごとく墓に下りしをいかん。教会史上いまだ一人の不死の記録あるを知らない。イエスの約束はこれを打ち消す事実の下に反故ほごに帰してしまったかのごとく見ゆる。しかし決してそうではない。我等は先ずこの問題に関するイエスの約束の全部を探らなければならぬ。


  　信者の不死を約束したまいしイエスは、またある時は明白にある信者の――しかも聖徒の首かしらたる一人の――必ず死すべきを預言したもうた。彼れ復活の後、テベリヤ湖畔にて己を弟子等の前に現わしたまいし時の事であった。彼は三度みたびシモン・ペテロに向かい「ヨナの子シモンよ、我を愛するか」と問いし後「我が羊を牧かえ。誠に誠に汝に告ぐ、汝若かりし時は自ら帯して欲する処を歩めり。されど老いては手を伸べて他の人に帯せられ、汝の欲せぬ処に連れ往かれん」と預言したもうた。しかしてこは「ペテロがいかなる死にて神の栄光を顕わすかを示して言いたまいしなり」とは使徒ヨハネの自ら下したる註釈である（ヨハネ二一の一八、一九）。しからば信者の中に死すべき者のある事もまた明白にイエスの教えたまいし所である。ここにおいてか問題は、いかなる信者の死して、いかなる信者の死せざるかにある。しかしてこの問いに対する答もまた以上の復活のイエス対ペテロの問答においてこれを見ることが出来る。


  
    かく言いて後彼に言いたもう「我に従え」。ペテロ振り返りて、イエスの愛したまいし弟子の従うを見る……ペテロこの人を見てイエスに言う「主よ、この人はいかに」。イエス言いたもう「よしや我れ彼が我の来たるまで留まるを欲すとも汝に何の関係あらんや。汝は我に従え」。ここに兄弟たちの中にこの弟子死なずという話伝わりたり。されどイエスは死なずと言いたまいしにあらず、「よしや我れ彼が我の来たるまで留まるを欲すとも汝に何の関係あらんや」と言いたまいしなり。（ヨハネ二一の二〇～二三）

  


  　ペテロに対して殉教の死を預言したまいしイエスは、ヨハネについては「よしや我れ彼が我の来たるまで留まるを欲すとも云々」と言いたもうた。これ言うまでもなく、前者の最後に対照して後者の運命を仮定したまいしものであった、しかしてその意味する処は不死であった事は明白である。そはこの時より兄弟等の間に「ヨハネは死なず」との伝説の行われしに徴ちょうしても疑うことが出来ない（伝説の誤謬はこの不死の解釈にあったのではない。イエスの仮定をもって直ちに断定と見なしたる点にあった）。すなわち知る、不死とは「彼の来たるまで留まる」の謂いいなる事を。換言すれば、人の子その国をもて来たる日に生きてこれを見る所の信者の運命なる事を。信者の不死の特権もまた復活と同じくキリスト再臨の日において初めて実現すべき恩恵である。その日キリストに在る死人は福さいわいなるかな。彼等は「起きよ」との主の一声に醒めてラザロのごとく墓より出いで来たるであろう。しかしながらさらに福さいわいなるはその日生きて存のこれる信者である。彼等は遂に死の苦きを味わわずして生けるがままに父の許もとに移さるるのである。四日を経てすでに臭くさかりしラザロが手と足とは布にて巻かれ顔も手拭いにて包まれたるまま生ける体に化せしめられしがごとく、彼等の穢れし体もまたそのままに栄光の体と化せしめらるるのである。


  　キリスト再臨の日に死せる信者の復活と共に生ける信者の栄化ある事はパウロもまた明白にこれを教える。


  
    見よ、我れ汝等に奥義を告げん。我等はことごとく眠るにはあらず。終わりのラッパの鳴らん時、みなたちまち瞬間またたくまに化せん。ラッパ鳴りて死人は朽ちぬ者に甦り、我等は化するなり。そはこの朽つる者は朽ちぬ者を着、この死ぬる者は死なぬ者を着るべければなり。（前コリント一五の五一～五三）

    それ主は号令と御使いの長おさの声と神のラッパと共に自ら天より降くだりたまわん。その時キリストにある死人先ず甦り、後に生きて存のこれる我等は彼等と共に雲のうちに取り去られ、空中にて主を迎え、かくていつまでも主と共に居おるべし。（前テサロニケ四の一六、一七）

  


  　この生ける信者の栄化の希望は、およそキリスト者の希望中、最も美わしきものの一つである。主我等のために処を備えて再び来たりたもう時、出いでて彼を迎え生けるがままに彼の許もとに携えらるるはいかに福さいわいなるかな。その時死は地の上より辛辣の刺はりを伸ばして追わんとするも遂に及ばないのである。陰府よみはその常勝の口を開いて呑まんとするもあたわずして大いなる恥辱を招くのである。しかして携え挙げられたる我等は上より歌って言うであろう、「死よ汝の刺はりは何処いずこにかある、陰府よみよ汝の勝かちは何処いずこにかある」と。これ死と陰府よみとのかつて一度ひとたびも触れし事なくまた永遠に触るるあたわざる栄化の信者に最もふさわしき凱歌である。


  　信者の希望は復活のみではない、不死もまた彼等に許されし希望である。しかしてこれさらに勝まされる恩恵である。しかしながらこの特別の恩恵に与あずかる者は、僅かに終わりの日に生存すべき少数の信者に限られ、我等はペテロと共にこれと何の関係なき者であるか。果たしてしからばそは毫ごうも我等のための福音ではない。我等は依然として強敵「死」の来襲に備えつつただ復活の希望のみをもって自ら慰めねばならぬ。しかして現に多くの良きキリスト者の態度はまさしくこれである。しかしながら注意すべきは、主イエスのその弟子等に教えたもうや、ペテロの場合のごときを除く外ほか決して死の準備をもってしたまわざりし事である。彼は言いたもうた、「汝等も備え居おれ、人の子は思わぬ時に来たればなり」と（マタイ二四の四四）。また「備え居おりし者共は彼と共に婚筵こんえんに入りしかして門は閉ざされたり……されば目を覚まし居おれ。汝等はその日その時を知らざるなり」と（同二五の一〇、一三）。また「誠に汝等に告ぐ、ここに立つ者の中に人の子のその国をもて来たるを見るまでは死を味わわぬ者どもあり」と（同一六の二八）。また「汝等自ら心せよ。恐らくは飲食に耽り世の煩労わずらいに纏まとわれて心鈍り思いがけぬ時、かの日罠のごとく来たらん……この起こるべきすべての事を逃れ、人の子の前に立ち得るよう、常に祈りつつ目を覚まし居おれ」と（ルカ二一の三四、三六）。これらの言の教える主旨は極めて明白である。すなわち信者は再臨の日の何時いつ来たるべきかを知らざるがゆえに、刻々目を覚まし注意し祈祷しつつキリストを迎えるの準備をせよというにある。しかしてキリストを迎えるの準備とは何ぞ。もちろん生けるがままに彼を迎えるの準備ではないか。我がこの目この耳をもって彼の栄光を見彼のラッパを聞くの準備ではないか。しかり、再臨の希望は信者をして死の存在を忘却せしむるのである。新郎の到来を待つ新婦の心中また死を憶おもうの余裕あらんや。主は今にも来たりたまわん。その日その時を我等は知らず。ただ彼の言に従い常に目を覚まし居るのみである。かくしてあるいは我等の生涯中主は遂に来たりたまわないかも知れない。しかして死が矢張り我等を襲うのであるかも知れない。しかしながらそは我等の全然予期すべからざる事である。備うべきは死にあらずして主の来臨である、我等の栄化である、すなわち不死である。信者に取っては不死こそその常態ノルマルステートであって、死はかえって予期すべからざる変事にすぎない。彼の望むべき所は墓ではない、天である。「我等は主イエス・キリストの救い主としてその所より来たりたもうを侍つ。彼は万物を己に服したがわせ得る能力ちからによりて、我等の卑しき状かたちの体を化かえて、己が栄光の体に象かたどらせたまわん」（ピリピ三の二〇、二一）。しかしてこの栄化――不死――の待望はすべてのキリスト者の特権である。我等は皆いま現にこの待望をもって心躍るべきである。死者をして死者を葬らしめよ。死者をして復活を待たしめよ。我等生きて主を信ずる者をして死について憶おもわしむるなかれ。死をもって我等が必然の運命となすことなかれ。我等はすでにキリスト・イエスにある生命いのちの御霊みたまの法のりにより罪と死との法のりより解き放たれたる者である（ロマ八の二）。されば我等をしてひたすらに主の到来に備えしめよ。しかして我等の身体の栄化を待ち望ましめよ。復活は死者の希望である。されども栄化は生ける信者の希望である。


  　死は決して万人の避くべからざる運命にあらずと言わば、生物学者はその迷妄を笑うであろう。否学者のみならず、多くのキリスト者までが聖書の言を引いてこれを斥くるであろう。実まことに聖書の中に死の必然性を説ける言は必ずしも少なくない。そのあるものはあたかも生物学者の主張を是認するがごとき語調をもって言うのである、曰く「死人の復活もまたかくのごとし。朽つる物にて播かれ朽ちぬものに甦らせられ云々」（前コリント一五の四二）。「第一の人は地より出いでて土に属し……この土に属する者にすべて土に属する者は似云々」（同一五の四七、四八）。「汝は……終ついに土に帰らん、そはその中より汝は取られたればなり。汝は塵なれば塵に帰るべきなり」（創世三の一九）。これらの言の意味するところは、人の死をもって有機体共有の必然的運命と做なすにあるかのように見ゆる、しかしながらその決してしからざる事は、以上の言を発せし両記者のいずれも死の起源に関して最も明確なる道徳的理由の主張者なる事によりて十分に証明せられる。「それ一人の人によりて罪は世に入り、また罪によりて死は世に入り、すべての人罪を犯ししゆえに死はすべての人に及べり」とはコリント前書の記者なるパウロの論断であった（ロマ五の一二）。「エホバ神その人（アダム）に命じて言いたまいけるは……されど善悪を知るの樹は汝その果みを食らうべからず。汝これを食らう日には必ず死ぬべければなり」。「またアダムに言いたまいけるは、汝その妻の言を聴きて、我が汝に命じて食らうべからずと言いたる樹の果みを食らいしによりて……汝は面かおに汗して食物を食らい終ついに土に帰らん」と。これ創世記の明言する所である。しかして死は罪の価なりとは実に聖書全体が教える所の大真理の一つである。この点において人の死はすべての他の生物の死とその意義を異にする。ただしこれが原因は人体の構造の特別なるがゆえではない。人の意思の自由なるがゆえである。人体は他の生物体と均ひとしく自然の法則の下にある。ゆえにそは早晩解消すべき傾向を有する。されども人には他の生物に見るべからざる自由の意思を賦与せられたのである。しかして彼はこの意思をもって生命の本源たる神に順従しこれと結合して、もって自然の傾向たる死の運命を避け得べくあったのである。アダムは土の中より取りて造られた。されども彼は生命の樹と善悪を知るの樹の生ぜる園の中に置かれた。彼にしてもし神の命に従い善悪を知るの樹の果みを食らわずして生命の樹の果みを食らいしならば、彼は必ず限りなく生くることが出来たのである（創世三の二二）。自然的傾向たる死と、道徳的特権たる不死と、この二途が人の前に備えられた。しかして彼は自由の意思をもってその一つを選択すべきであった。禍わざわいなるかな特権を棄てて自然を選びし人、禍わざわいなるかなエホバの命に叛きて善悪を知るの樹を選びしアダム。そのゆえに彼は再び塵に帰るべく命ぜられたのである。そのゆえに彼は生命の樹のある園より逐おい出されたのである。かくて本来人の必然的運命たらざりし死は、彼の選択によりて、かえって道徳的にその必然性を帯ぶるに至った。「一度ひとたび死ぬる事と死にて後審判さばきを受くる事とは人に定まれり」とはすなわちこれがためである。


  　しかしながら讃ほむべきは神である。神はアダムの罪のゆえに生命の樹を枯らしたまわなかった。「かく神その人を逐おい出し、エデンの園の東にケルビムと自ら旋転まわる焔の剣つるぎを置きて生命の樹の途みちを守りたもう」（創世三の二四）。しかしてその途みちはイエス・キリストに在りて再び我等のために開かれたのである。生命の樹は今もキリストの許もとにありて栄えつつある。その果みは豊かに実りて我等のこれを食らうを待ちつつある。我等何の日にこれを食らうことを得るか。曰くキリスト再び来たりたもう日である。その時我等は聖なる都新しきエルサレムに入りて、都の大路おおじの真中まなかを流るる河の左右に旧ふるき生命の樹の生おい繁れるを見るであろう（黙示録二二の二）。しかしてその果みを食らいて我等は全然死より解き放たれ、このままにして永遠の生命に移さるるであろう。アダムの失いたる特権は再臨の日に生くる信者によって完全に恢復せらるるのである。


  　主イエスある夜人を避け親しき三人の弟子のみを率いて高き山に登りし時、彼等の前にはその状かたち一変し、顔は日のごとくに輝き衣は光のごとく白くなったという。貴きかな栄光の変貌。三人の中の一人後に語りて曰く「我等は親しくその稜威みいつを見し者なり」と（後ぺテロ一の一六）。これ実まことに神の子の稜威みいつであった。しかしながら変貌は信者の栄化の模範である。イエスにこの事ありしは彼の身体の特別なる構造のしからしめたるにあらずして、彼の父に対する全き順従のしからしめたのである。我等もまた彼に在りて父に対する順従の生活を続けんか、我等の卑しき体もまた遂に彼が栄光の変貌に象かたどらるる日が来るであろう。死は本来避くべからざる運命にあらずして、道徳的理由により暫しばらく必然性を獲えたにすぎない。ゆえにまた道徳的理由によりてこれを超脱し得べきである。我等を義とし聖とするイエス・キリストはまた我等の身体を贖いたもう。すなわち彼れ再び来たりたもう日にこの事を実現したもうのである。望ましきはその日なるかな。その日「塵に伏す者（死者）は醒めて歌うたわん」（イザヤ二六の一九）。されども「エホバを俟まち望む者（生者）は新たなる力を獲えん。また鷲のごとく翼を張りて昇らん。走れども疲れず、歩めども倦うまざるべし」（イザヤ四〇の三一）。


  



  義しき者のつどい


  



  　「悪しき者は審判さばきに堪たえず、罪人は義しき者の会つどいに立つことを得ざるなり」と詩人は歌った（詩一の五）。悪しき者と義しき者、罪人と聖徒とは「期ときに至りて」判然と相分たれ、その運命に天地の差を生ずるに至る。すなわち悪しき者は地に遺のこされて堪たえ難き審判に苦しみ、義しき者は天に取られて福さいわいなる会つどいに入るのである。「もし往きて汝等のために処を備えば、復また来たりて汝等を我が許もとに迎えん。わが居る処に汝等も居らんためなり」（ヨハネ一四の三）。「我等（生存せる信者）は彼等（復活せる信者）と共に雲の中に取り去られ、空中にて主を迎え、かくていつまでも主と共におるべし」（前テサロニケ四の一七）。義しき者の会つどいはかくのごとくにして成る、しかして罪人の最大不幸はこのつどいに立つを得ざることである。これに立つを得ざるがゆえに、彼等は「偏あまねく地の面おもてに住めるすべての人に臨むべき」大いなる患難を脱のがるることが出来ない。ゆえに主は戒めて曰いたもうた、「この起こるべきすべての事を脱のがれ人の子の前に立ち得るよう常に祈りつつ目を覚ましおれ」と。（ルカ二一の三六）


  　上には義しき者の会つどい、下には悪しき者の審判さばき、これ主の再臨によりて生ずべき人類の二大運命である。しかして前者は後者に先だちて実現する。主は初めただ聖徒のために密ひそかに来たりて、復活または栄化を行い、これを携えてその許もとに集つどわしめたもう。かくてまず天上に義者の聖会は成立し、しかる後に大いなる患難は全地を襲うのである。その間における聖会の光景はいかん。携挙につづく信者の状態はいかん。黙示録第四章は「見よ、天に開けたる門あり」と言いてこれに答える。


  　二十四人の長老白き衣を纏まとい首こうべに金の冠冕かんむりを戴きてその座位くらいに坐せり」（黙示録四の四）。長老といい二十四という、こは共に聖書の中にありて代表的の意を有する語である（二十四とはあるいはユダヤの十二の支派と十二使徒に関するか、あるいは歴代志略上二四、二五章等に表われたる祭司または伶人れいじんの班列に関するか、いずれにせよ多数を代表するの意は失わない）。しかしてこの場合において長老とは先んじて天上の生活に入りたる者を言う。彼等の後にまた「大いなる患難より出いで来たる」者あるがゆえである（同七の一四）。すなわち知る、二十四人の長老とは大いなる患難の開始に先だちて復活または栄化せられたる総てのキリスト者を表わす事を。換言すれば、彼等は世の終わるまで信仰を失わず忠実なる主の僕として彼に在りて世に勝ちまた彼の来臨を待ち望みたる真まことの信者の全体である。主は約束して曰いたもうた、「勝かちを得る者は白き衣を着せられん」と（同三の五）。また「汝死に至るまで忠実なれ。さらば我汝に生命の冠冕かんむりを与えん」と（同二の一〇）。また「勝かちを得る者には我と共にわが座位くらいに坐する事を許さん」と（同三の二一）。しかして今彼等は「白き衣を纏まとうて」霊も体も全く聖化せられたる者である。また「首こうべに金の冠冕かんむり（すなわち生命の冠冕かんむり）を戴きて」光栄ある不朽の生命に入りたる者である。また「その座位くらいに坐して」主と共に王となり世界の審判に参与せんとする者である。完全なる聖潔と永遠の生命と絶大なる権威、これみなすでに彼等の所得となった。ああかつては罪に泣きし者、今はただ聖霊みたまによりて聖めらるるのみならず、父の完まったきがごとくに完まったくなったのである。かつては死の懼おそれに繋つながれし者、今はただ望みにおいて解き放たれしのみならず、主の栄光の体に象かたどられたのである。かつては世の塵芥あくたのごとくせられし者、今はただ信仰によりて世に勝つのみならず、万国の民の王たるべき実力を与えられたのである。しかして愛する者皆この光栄ある状態において再び相見まみゆ。何の福さいわいかこれにしかん。この大いなる恩恵に比しては、彼等の地上において嘗なめし主のための苦難のごとき殆ほとんど言うに足りない。


  　しかして義しき者の会つどいと言うも、ここに立つ者は独ひとり彼等のみではない。彼等の座位くらいは「御座みくらの周囲まわりに」あり、「その御座みくらに坐したもう者」がある。また「御座みくらの中央と御座みくらの周囲まわりとに四つの活物いきもの」がある（同四の六）。また「御座みくら及び四つの活物いきものと長老等との間に屠られたるごとき羔羊こひつじの立てる」を見るという。よって聖会の位地は略々明瞭である。すなわち中心に御座みくらあり、羔羊こひつじあり、これを取り囲みて二十四人の長老と四つの活物いきものとが在るのである。罪人は義しき者の会つどいに立つことを得ず、されども聖なる者は皆来たりてこれに加わる。光栄の至りである。


  　「御座みくらに坐したもう者の状さまは、碧玉へきぎょく赤瑪瑙あかめのうのごとくかつ御座みくらの周囲まわりには緑玉りょくぎょくのごとき虹ありき」（同四の三）。純清透明、燦爛熾烈なる者、しかして限りなき恩恵の契約（虹）を保てる者（創世五の一三）、この御座みくらに坐せる者を表わさんと欲して使徒ヨハネの選び得たる語はただこれにすぎない。しかしながらすでに足れりである。彼はた何者ならんや。「鹿の渓水たにみずを慕い喘ぐがごとく」我等の霊魂の夜昼よるひる慕い喘ぎし彼者かのもの、「何いずれの時にか我往きて汝の前に出いでん」と歎きし彼者かのものである。しかして今やその御座みくらを囲みて彼に近づき彼を仰ぐ。これいかばかりの福さいわいぞ。


  　「屠られたるがごとき羔羊こひつじ」、彼はもちろん聖徒と共に在る。彼は自ら来たりて彼等を呼び集めたもうたのである。彼等のためにこそ屠られたまいし羔羊こひつじは、今彼等の面前にその釘の痕あとありし手とその脅わきとを示して立ちたもう。聖徒の感慨果たして如何いかん。再臨の歓喜は贖罪の感謝によりて完まっとうせらる。何となれば前者は後者の果みなるがゆえである。宜うべなるかな彼等は各々立琴たてことと香こうの鉢とを持ちて羔羊こひつじの前に平伏ひれふし、しかして新しき歌を謳うたいて曰う、「汝は屠られその血をもて諸種もろもろの族やから、国語、民、国の中より人々を神のために買い、これを我等の神のために国民となし祭司となしたまえばなり。彼等は地の上に王となるべし」と（黙示録五の九、一〇）。贖罪と再臨とを合わせ感謝したる歌である。誠にその日まで天地のいまだ聞くを得ざりし新しき歌である。


  　四つの活物いきものとは何ぞ、「第一の活物いきものは獅子のごとく、第二の活物いきものは牛のごとく、第三の活物いきものは面かおのかたち人のごとく、第四しの活物いきものは飛ぶ鷲のごとし。この四よつの活物いきもの各々六むつの翼あり……日も夜も絶え間なく言う、聖なるかな、聖なるかな、聖なるかな、昔在いまし今在いまし後来たりたもう主なる全能の神」と（同四の七、八）。これが註釈を聖書の中に探りて、エゼキエル書一章及びイザヤ書六章に求めざるを得ない。彼等は天使中にありて最も高貴なるケルビム及びセラピムである。しかして栄光の体に化せられたる聖徒は今やその生活の状態においてまたその職能において彼等と相伍するに至るのである（ルカ二〇の三五）。聖徒と天使、二者は今や讃美を共にし、感謝を共にす（黙示録四の九～一一、五の八）。実に壮大である、厳粛である、至福である。


  



  エホバの大いなる日


  



  　平和は恢復しつつある。社会改造は企てられつつある。民主主義は普及しつつある。婦人と労働者とは解放せられつつある。科学は進歩しつつある。伝道資金は増加しつつある。今や四面聞こゆる所は革新の声にして、見ゆる所は勃興の勢いである。人々相慶して曰う、新時代は来たれり。新文明は成らんとす。人類の痛苦はやがてことごとく癒されん。我等が理想の社会は遠からずして実現すべしと。かくて人類の過去幾千年の努力は遂に名誉ある月桂冠をもって酬むくいられんとするもののごとく見ゆる。誠に慶祝すべき徴候と謂いうべしである。


  　しかしながらかくのごときは果たして正しき観察であるか。もし人生の診断を誤りてその致命的疾患を忘れ、「康やすからざるに康やすし康やすしと言い」て空しき希望を楽しまんには、不幸これよりも大なるはない。我等の航海は果たして爾しかく祝福せられたるものであるか。前途に大いなる暗礁の、我等が船を粉砕せんとて待つものなきを何人が確かめたか。恐る、現代人の歓喜は往年の悲惨なる処女航当初におけるタイタニックのそれならん事を。我等は根拠なき楽観よりもむしろ危険についての確実なる警告を欲する。しかして聖書がこの世の終末につき預言する所は全然現代人の期待を裏切るものである。


  
    兄弟よ、時ときと期きとにつきては汝らに書き遣おくるに及ばず。汝等は主の日の盗人の夜来たるがごとくに来たる事を自ら詳細つまびらかに知ればなり。人々の平和無事なりと言うほどに、滅亡ほろび俄にわかに彼等の上に来たらん。妊はらめる婦おんなに産みの苦痛くるしみの臨むがごとし。必ず遁のがるることを得じ。（前テサロニケ五の一～三）

  


  　滅亡ほろび！世界の人々の平和を祝い無事を誇りつつある時、俄然として滅亡ほろび彼等の上に臨み来たらんと言う。現代人の大いなる期待を懸けつつあるこの世の終局は滅亡ほろびであると言う。何ぞその語調の唐突にして、その思想の粗野なる。かくのごときは余りに文明の雰囲気と調和しない。労働問題と社会主義と国際連盟と応用科学と教育と芸術と宗教とをもって日々に改造せられつつあるこの世の将来を呪うて「滅亡ほろび」を云々するとはそもそもいかなる痴漢の悪戯であるか。現代人はかく言いてこの声を一笑の中に葬り去るであろう。まことにこは文明の趨勢と背馳はいちし、進化の原理と抵触し、人類の要求と相容いれず、近代の思想と相触れざる、信ずるに難き提言である。しかるにも拘わらず聖書は明白に大胆にこの世の滅亡ほろびを予言して憚はばからない。


  　曰う、「人々の平和無事なりと言うほどに、滅亡ほろび俄にわかに彼等の上に来たらん。妊はらめる婦おんなに産みの苦痛くるしみの臨むがごとし」と。すなわち急遽なる滅亡ほろびである。何人も予想せざる時俄然として瞬間的に殺到すべき滅亡ほろびである。殊ことに平和または無事（原語「安全」）の声の高き時である。世界平和、国際連盟、安全第一等の謳うたわるる時である。イエスもまたこの俄然的滅亡ほろびについて戒めて言いたもうた、「汝等自ら心せよ、恐らくは飲食に耽り、世の煩労わずらいに纏まとわれて心鈍り、思いがけぬ時、かの日罠のごとく来たらん」と（ルカ二一の三四）。また「ノアの日にありしごとく、人の子の日にもしかあるべし。ノア方舟はこぶねに入る日までは人々飲み食い娶めとり嫁とつぎなどしたりしが、洪水来たりて彼等をことごとく滅ぼせり。ロトの日にもかくのごとく人々飲み食い売り買い植え付け家造りなどしたりしが、ロトのソドムを出いでし日に、天より火と硫黄と降くだりて彼等をことごとく滅ぼせり。人の子の顕わるる日にもそのごとくなるべし」と（ルカ一七の二六～三〇）。「飲食に耽り」と言い、「人々飲み食い」と言う。生活問題である。物価調節、増給運動等に没頭しつつある時である。「娶めとり嫁とつぎ」と言う。家庭問題または社会的問題である。児女の教育、婦人の解放等を高唱しつつある時である。「売り買い、植え付け、家造りなど」と言う。近世経済学のいわゆる交易、生産、消費である。その他すべて「世の煩労わずらいに纏まとわれて」純信仰の衰えたる時である。かくのごとき時に当たり、あたかもノアの日に俄然として「大淵おおわだの源皆潰やぶれ」洪水地に瀰漫びまんして万有をその表面より拭い去りたるがごとく、またロトの日に倏忽しゅっこつとして天より火と硫黄を降らしソドム、ゴモラの邑まちと低地との諸生物を尽ことごとく滅ぼしたるごとく、この世の滅亡ほろびもまた「罠のごとく」突如として襲い来たるであろう。


  　また曰う、「必ず遁のがるることを得じ」と。すなわち急遽なるのみならず、普遍的なる滅亡ほろびである。何人もその日に及びて遁のがれんと欲して遁のがるるあたわざる世界的滅亡ほろびである。イエスもまた言いたもうた、「これは遍あまねく地の面おもてに住めるすべての人に臨むべきなり」と（ルカ二一の三五）。「地の王たち、大臣、将校、富める者、強き者、奴隷、自主の人」（黙示録六の一五）、その他何人も何処に在る者も一人としてこれを避くることは出来ない。学者はその最後の蘊蓄うんちくを傾けて、富者はその一切の財産を尽して、権者はその最大の威権を揮ふるいて、いかにもしてこれを遁のがれん事を企つるであろう。しかしながら彼等はその日無学者、貧民、弱者と何の差別なく、均ひとしく罠の捉える所となりて、惨いたましき絶望の叫びを揚げざるを得ないであろう。


  　急遽にして普遍的なるこの世の滅亡ほろびはまた最も激甚げきじんなる滅亡ほろびである。「世の創はじめより今に至るまでかかる患難なやみはなく、また後にも無からん」（マタイ二四の二一）。「国ありてより以来このかたその時に至るまでかかる艱難なやみありし事なかるべし」（ダニエル一二の一）。これ実に空前にして絶後なる最大の患難である。かつて歴史上に現われたるいかなる戦争または革命の悲劇もこの最後の滅亡ほろびの激甚げきじんなるには及ばない。往昔おうせきカーセージの滅亡ほろびは稀有けうなる惨事なりしと伝えらる。ローマ軍の強襲数旬にして、その城壁は粉砕せられし後、なお九日に亙わたる砲火剣戟けんげきの集中によりて一切の生物は屠り尽くされ、当年地中海の華と謳うたわれし古都も全くその痕跡を留めざるに至った。また有名なるエルサレム滅亡のごときはこれが記事を読む者をして転うたた戦慄を禁ぜざらしむる。その時慈母も飢餓に堪たえずして己が乳児を噛むに至りしという。その他大革命当時におけるフランス、一九一四年におけるベルギー等も恐るべき患難の中にあった。しかしながら過去におけるいずれの患難も到底これを来たるべき滅亡ほろびに比ぶることが出来ない。その範囲についてはもちろん、その程度においてまたそうである。およそ人類の経験し得べき一切の苦痛は相誘うて上下四方よりこの世を襲撃し来たるのである。人の体と心と霊とにおいて堪たえるに難き異常の患難が容赦なく彼等を翻弄するのである。預言者等は皆その日の光景を予示せられ、彼等特有の溌刺たる言語をもってこれを描写した。いわゆる「主の日」または「エホバの大いなる日」の預言はすなわちこれである。


  
    諸もろもろの国よ、近づきて聴け。諸もろもろの民よ耳を傾けよ。地と地に充みつるもの、世界と世界より出いづるすべての者聴け。エホバは万よろずの国に向かいて怒り、その万よろずの軍いくさに向かいて憤り、彼等をことごとく滅ぼし、彼等を屠らしめたもう。彼等は殺されて投げ棄てられ、その屍かばねの臭気くさきか立ち昇り、山はその血にて融とかされん。天の万象は消え失せ、諸もろもろの天は書巻まきもののごとくに巻かれん。その万象の落つるは葡萄の葉の落つるがごとく、無花果いちじくの枯れたる葉の落つるがごとくならん。わが剣つるぎは天にて湿うるおいたり。（イザヤ三四の一～五）

    我れ万軍のエホバの憤りの時、烈しき怒りの日に、天を震わせ地を撼うごかしてその処を失わしむべし。彼等は逐おわるる鹿のごとく、集むるものなき羊のごとくなりて、各々己の民に帰り、己の国に逃れ往かん。すべてそこに在る者見出みいださるれば刺され、拘ひき留めらるる者は剣つるぎに斃たおされ、彼等の嬰児みどりごはその目の前にて投げ砕かれ、その家財いえのものは掠かすめ奪われ、その妻は汚さるべし。（同一三の一三～一六）

    エホバの日を望む者は禍わざわいなるかな。汝等何とてエホバの日を望むや。これは昏くらくして光なし。人獅子の前を逃れて熊に遇あい、また家に入いりてその手を壁に附けて蛇に咬まるるにさも似たり。エホバの日は昏くらくして光なく、暗やみにして輝きなきにあらずや。（アモス五の一八～二〇）

    地の王たち、大臣、将校、富める者、強き者、奴隷、自主の人みな洞ほらと山の巌間いわまとに匿かくれ、山と巌いわとに対むかいて言う、「請う、我等の上に墜おちて、御座みくらに坐したもう者の御顔みかおより、羔羊こひつじの怒りより、我等を隠せ。そは御怒りの大いなる日すでに来たればなり。誰か立つことを得ん」。（黙示録六の一五～一七）

    かくて底なき坑あなを開きたれば、大いなる炉の煙のごとき煙、坑あなより立ち昇り……煙の中うちより蝗いなご地上に出いでて地の蠍さそりのもてる力のごとき力を与えられ……ただ額ひたいに神の印いんなき人をのみ害そこなうことを命ぜられたり……この時人々死を求むとも見い出さず、死なんと欲すとも死は逃げ去るべし。（同九の二～六）

  


  　その他この日に関する無数の預言を一々掲ぐることは出来ない。これを要するに、世の滅亡時代における患難の第一は恐るべき流血である。国と国、階級と階級、個人と個人との間における友誼ゆうぎ、愛心、同情はことごとく廃すたれ、憎悪の念は奔馬ほんばのごとくに荒れ狂いて、争闘また争闘、殺戮また殺戮、暫しばらくも止む事なく、人は棄てられし屍を葬むるに遑いとまなく、地は流されたる血を吸うに暇なくして、山は血にて融とかされ「屍は地の面おもてにて糞土とならん」という（エレミヤ二五の三三）。かくのごときもの全世界を蔽う所の現象たらば、その凄惨荒寥果たしていかばかりぞ。その第二は天然界における未曾有の異変である。天の動揺、地の激震、日光月光の陰滅変色、山野島嶼とうしょの埋没移転等一時に続発して、人をして限りなき不安に堪たえざらしめ、恐怖戦慄しつつ逃げ惑わしむるであろう。平常沈毅豪勇ちんきごうゆうまたは熟慮機智をもって聞こえたる将帥学者等も、哀れその日は狼狽の余りなす所を知らず、山と巌いわとに向かいて声を限りに救いを乞うの醜態を演ずるであろう（黙示録六の一五～一七）。その第三は悪霊の跳梁ちょうりょうである。底なき坑あななる霊界の門は暫しばらくの間開かれて、暗黒の霊は奇異なる形を取りて出いで来たり、言うべからざる苦痛を人に与えるであろう（黙示録九の二～六）。その時人の恨みは死を求めて獲えざる事にある。彼等はヨブのごとく「いかなれば患難なやみにおる者に生命いのちを賜いしや。もし墳墓はかを尋ねて獲えば大いに喜び楽しむなり」と言いて自ら死を希ねがうも、死はかえって彼等を逃げ去るのである。かくて地上また平和の片影へんえいを留めず、全世界は混乱の渦中に投ぜらるるであろう。歓喜と感謝との声は絶えて、到る処に怨恨と呪誼との響きのみが聞こゆるであろう。ああ、恐るべき日！禍わざわいなるかなエホバの大いなる日！この世は何故にかくのごとき滅亡ほろびの日に遭遇しなければならぬのであるか。「エホバの大いなる日」の意義はそもそも何処に在るか。


  預言者イザヤ曰く


  
    そは万軍のエホバの一つの日あり。すべて高ぶる者、驕おごる者、自らを崇あがむる者の上に臨みてこれを低くすべし……この日には高ぶる者は屈かがめられ、驕おごる人は卑ひくくせられ、ただエホバのみ高く揚げられたまわん。（イザヤ二の一二、一七）

  


  　エホバは素もとよりいずれの日においても高く揚げられたもう。天地の造り主にして限りなき愛の父なる彼れエホバが、その子等より至上の崇拝を受けたまわざる日は一日も無い。しかしながら彼のみ高く揚げられたもうて、すべての人が彼の前に伏し屈かがみし日がかつてあったであろうか。政治家も実業家も学者も労働者も皆自ら「愚かなる者、弱き者、卑しき者」と成りて、ただエホバの聖名みなをのみ崇めたる日がいつかあったであろうか。否、世の多数者は古いにしえより今に至るまで常に高ぶる者、驕る者、自らを崇むる者である。彼等は明白なる恩恵の福音を提供せられて悔い改めを促さるといえども、かえってこれを斥けてエホバの聖名みなを涜けがしつつあるのである。彼等はエホバに代えて文明を拝しつつある。聖名みなに代えて己が名を揚げんとしつつある。キリストに代えてこの世の快楽に憧れつつある。彼等は神を慢あなどり神の能力を蔑さげすみ、憚はばからずして己が欲するままを行いつつある。ああ、かくて幾何いくその時を経んとするのであるか。彼等にして皆その深き罪を悔い改め、キリストの十字架の下にひれ伏して神の赦しを乞うに至らば可よし。もししからざらんには世はいつまでもこのままにして在るべきではない。神の権威はいつかは如実ありのままに発揚せざるを得ない。大いなる審判はいつかはこの世に臨まざるを得ない。神はすでに完全なる贖いを我等のために成就したもうた。我等これを受けんか将はた斥けんか。受くる者はそのすべての罪を赦されて彼の子たるの恩恵にあずかるといえども、これを斥くる者は遂に神の憐憫を得るに由よしなしである。何となれば救贖きゅうしょくの途みちは一つのみ。十字架を斥くる者のために開かれし第二の恩恵の途みちは絶対に無いからである。ゆえに十字架か、しからずんば滅亡である。贖いか、しからずんば審判である。事はいつか一度ひとたび決定しなければならない。神はもちろん一人の滅ぶるをも望みたまわない。ゆえに彼は忍耐をもって最も適当の時を待ちたもう。しかしながら晩おそかれ早かれ万軍のエホバに一つの日がある。その日には彼の権威は如実ありのままに発揚せられて、大いなる審判が世に臨むであろう。その日にはすべて高ぶる者は屈かがめられ、驕る人は卑ひくくせられて、ただエホバのみ高く揚げられたもうであろう。従ってその日には彼等高ぶる者、驕る者、自らを崇むる者によりて組織せられたるこの世全体が、その自ら誇る所の燦然たる文明と共に、大能の手によりて撃倒せられて惨いたましき滅亡を遂ぐるであろう。「またすべての高き櫓やぐら、すべての堅固なる石垣、及びタルシシのすべての舟、すべての慕うべき美わしきものに臨むべし」とイザヤは歌うた（イザヤ二の一五、一六）。彼をしてもし今日あらしめば、彼は必ずすべての連盟すべての主義すべての社会政策すべての文化運動を指してその滅亡を預言したであろう。いやしくも神を慢あなどる者のことごとく撃滅せられて神のみ崇めらるべき日、罪の世が神の前にその最後の総勘定をなすべき日、これすなわち「主の日」である。これすなわち「エホバの大いなる日」である。


  　これゆえにエホバの大いなる日は万物顕明の日である。「かの日これを明らかにせん」と言う（前コリント三の一三）。この日神は神として顕われ、キリストはキリストとして顕われ、神の子は神の子として、悪魔の子は悪魔の子として、善は善として、悪は悪として判然顕明するのである。この日もはや今日におけるがごとき「麦と毒麦」との混淆こんこうはない。何となれば「収穫」の期すでに到り、麦も毒麦もその発育の絶頂に達して、何人も謬あやまるべからざるように顕著なる外観を呈するに至りしがゆえである。まことに万物顕明の日はすなわち万物の発育一先ひとまずその絶頂に達したる日でなくてはならない。今や万物は進歩の途中においてある。善はますます善に向かって進みつつある。悪はますます悪に向かって進みつつある。神の子は「力より力に進み」「恩恵に恩恵を加えられ」「栄光より栄光に進み」つつある。悪魔の子は「ますます悪に進み」「ますます不敬虔に進み、その言は脱疽だっそのごとく腐れ広がり」つつある。かくて一切のものが早晩その絶頂に達しなければならない。すなわち神の子の生命とすべての善とはその絶頂に達して一人の聖なる者に集中し、彼をその理想として天より顕現せしむるであろう。同様に悪魔の子の勢力とすべての罪とはまたその絶頂に達して「一人の不法の人すなわち滅亡の子」（後テサロニケ二の三）に集中し、彼をその代表者として地より出現せしむるであろう。いわゆる「偽キリスト」の出現は、この世がその歴史の終局に達せんとするに当たり必然避くるを得ざる出来事である。カイン、ニムロデを始めすべて神を慢あなどりし世々の権者政治家等がその途みちを備えて往ったのである。また現に備えつつあるのである。偽キリストは必ず出現する。呪うべき不法の人滅亡の子は必ず出現する。実にやむを得ない。彼は神と人との前に悪のいかに恐るべくして罪のいかに誼のろうべきものなるかを明らかにし、もって神の審判の正しきを顕わさんがために、必ず一度ひとたび歴史上の人物と成って出現するのである。彼は実にサタンの化身である。ゆえに彼の行い得ざる悪は無い。あたかも神の独子ひとりごイエスがその短かき三年半の公生涯においていみじくもすべての善をなしつくしたるがごとく、彼もまた同じ期間の中うちに驚くべき力を揮ふるいて一切の悪を成就するであろう。なかんずく神の目に悪しき彼の罪はその極端なる高ぶりにある。


  
    汝さきに心の中うちに思えらく、我れ天に上り、我位くらいを神の星の上に揚げ、北の極はてなる集会つどいの山に坐し、高き雲漢くもいに上り、至上者いとたかきもののごとくなるべしと。（イザヤ一四の一三、一四）

    この王その意こころのままに事を行い万よろずの神に超えて自己おのれを高くし、自己おのれを大いにし、神々の神たる者に向かいて大言を吐きなどし云々。（ダニエル一一の三六）

    獣また大言と涜言けがしごとを語る口を与えられ、四十二しじゅうにヶ月のあいだ働く権威を与えらる。彼は口を開きて神を涜けがし、またその御名みなとその幕屋すなわち天に住む者どもとを涜けがし云々。（黙示録一三の五、六）

  


  　「この日には目を上げて高ぶる者卑ひくくせられ、驕る人屈かがめられ、ただエホバのみ高く上げられたまわん」と言う。しかしてこの日この限りなき驕傲者きょうごうしゃ現わる。知るべし彼と彼を中心とする世とに向かってこの日天より顕わるべき審判のいかに激甚げきじんなるべきかを。世はすでに彼の蹂躙じゅうりんに委ねられて大いなる患難を嘗なめたる後、さらにこの激甚げきじんなる審判に触れて、まさにその患難の絶頂に達するであろう。まことに恐るべきは「神の正しき審判の顕わるる怒りの日」である。呪うべきはこの世の最後の滅亡の日である。


  　かくのごとくにして人の謳歌しつつあるこの世とその文明との未来は甚はなはだ呪われたるものである。恐るべき滅亡はその必然の運命である。しかしながら神は罪の世と共に己が子等を滅ぼしたまわない。彼等はすでに「今の悪しき世より救い出され」たる者である（ガラテヤ一の四）。ゆえにもはや世の運命に与かるべからざる者である。パウロ曰う、「かく今その血によりて我等義とせられたらんには、まして彼によりて怒りより救われざらんや。我等もし敵たりし時、御子の死によりて神と和やわらぐことを得たらんには、まして和やわらぎて後、その生命いのちによりて救われざらんや」と（ロマ五の九、一〇）。しかり、神の子等には「和やわらぎての後の救い」がある。すなわち「怒りよりの救い」である。神は洪水の日にノアのために方舟はこぶねを備えて彼とその同志とを怒りより救いたまいしがごとく、また最後の滅亡の日にも贖われし少数者のためにある避所さけどころを設けて、彼等を大いなる怒りより救いたもうのである。「エホバは患難なやみの日にその行宮かりいおの中に我を潜ひそませ、その幕屋の奥に我を隠し、巌いわおの上に我を高く置きたもうべければなり」（詩二七の五）。「彼等の恐るる所を汝等恐るるなかれ、おののくなかれ。汝等はただ万軍のエホバを聖としてこれを畏かしこみこれを恐るべし。しからばエホバは聖き避所さけどころとなりたまわん」（イザヤ八の一二～一四）。「我民よ往け。汝の室いえに入り汝の後の戸を閉じて、憤りの過ぎゆくまで暫しばし隠るべし」（同二六の五）。エホバの行宮かりいお、エホバの幕屋、これ患難の日における我等の聖き避所さけどころである。これ我等の戸を閉じて隠るべき室いえである。神はその大いなる審判を始むるに先だち、我等を携え挙げて御許みもとに集わしめたもう。かくて恐るべき罪の世の滅亡より我等を完全に救い出したもうのみならず、限りなく豊かなる恩恵をもって我等を待あしらいたもうのである。「讃ほむべきかな、エホバは堅固なる城の中にて怪しまるるばかりの仁義いつくしみを我に顕わしたまえり」（詩三一の二一）。讃ほむべきかな、エホバはキリストの血の贖いをしてここにまで及ばしめたもうのである。この世は遂に滅亡するであろう。しかしながら我等は恐れない。「すべてエホバを俟まち望む者よ、雄々しかれ、汝の心を堅うせよ」とある。


  



  万物の賜与と天地の解放


  



  　神もし我等の味方ならば、


  
    （１）誰か我に敵せんや。

    　己の御子を惜しまずして我等すべてのために付わたしたまいし者は、などかこれにそえて万物を我等に賜わざらんや。

    （２）誰か神の選びたまえる者を訴えん。

    　神はこれを義としたもう。

    （３）誰かこれを罪に定めん。

    　死にて甦りたまいキリスト・イエスは神の右に坐して我等のために執り成したもうなり。（ロマ八の三一～三四）

  


  　救贖きゅうしょくの第一段にして我等の過去の恩恵たるものは義である。キリストの十字架の贖いに基づきて与えらる。救贖きゅうしょくの第二段にして我等の現在の恩恵たるものは執り成しである。復活のキリスト今父の右に坐して聖霊と共にこれを我等に与えたもう。救贖きゅうしょくの第三段にして我等の未来の恩恵たるべきものは何であるか。復活か、栄化か。しかり、これまさに現われんとする驚くべき恩恵である。しかも神の施したもう救贖きゅうしょくはこれをもっていまだ完成しない。復活または栄化はさらに大いなる恩恵を伴う。


  　神は始めにその像かたちのごとくに人を創造すると共に、地を彼に与えて「これを従わせよ、また海の魚と天空そらの鳥と地に動く所のすべての生物いきものを治めよ」と言いたもうた（創世一の二八）。人は万物を与えられこれを治むるによりて初めてその生活を完まっとうすることが出来る。しかるに今や万物は人の支配の下にあるなし。我等が経験する人生の少なからざる欠陥はこの事実より来たる。ゆえに神もし人生を完成せんと欲したまわば、彼は死者を復活し生者を栄化せしめたもうと共に、必ずや再び万物をその手に与えたもうであろう。キリストの栄光の体に象かたどらしめられたる信者が、彼の有したもう所の「万物を己に従わせ得る能力ちからに」あずかることを得て、人の救贖きゅうしょくは初めて完まっとうせらるるのである。復活その事が物的事実である。しからば復活体はその生活の完成のために万物の支配を要求せざるを得ない。万物を附与せられざる復活はかえって呪われたる復活である。否これ思想上の矛盾である。人の思想より出でたる復活または永生の観念は皆この矛盾を含む。しかしながら神の啓示は明白である。福音的復活は万物の支配と相伴う。キリストは「万物の世嗣よつぎ」にして（へブル一の二）我等は「キリストと共に世嗣よつぎ」なりという（ロマ八の一七）。ゆえにまたパウロは曰うたのである、「己の御子を惜しまずして我等すべてのために付わたしたまいし者は、などかこれにそえて万物を我等に賜わざらんや」と。万物の賜与は救贖きゅうしょくの第三段にして我等の受くべき終局の恩恵である。


  　神はキリストと共に我等にもまた万物を与えたもうという。その時万物はみな我等のために仕えるであろう。「新郎はなむこが祝いの殿とのを出いづる」に似たる美わしき日は、我等のために喜びの歌をうたうであろう。「緑の野」と「憩いの水浜みぎわ」とは我等の霊と体とを豊かに飽かしむるであろう。しかしながら明白なる一事は、万物もしなお現在の状態のままならんには、到底栄光の体の要求に副そうあたわざる事である。今の天と地とに大いなる欠陥がある。地はすでに「誼のろわれたる」ものである。その構造は原始の完全を失いて、悪魔とその子等とに仕えるに好よきものと化してしまったのである。見よその面おもてを蔽える「暗黒と死の蔭」とを。栄光の体いかでこの所に坐するを得ん。復活は同時に万物の復興を要する。栄化はこれに伴う天地の改造を要する。このゆえに聖書は決して漫然と万物の賜与を説かない。神の言は「万物の革あらたまる時」（行伝三の二一）を預言し、「世革あらたまる時」（マタイ一九の二八、原文に「世」の字なし、万物更生の意）を約束する。


  　しかり、我等は復活または栄化を慕うと共に、改造せられたる天地を慕う。現在の美わしきものはすべてこれを失う所なくして、しかも現在の欠陥のことごとく充みたされたる天地を慕う。しかるに聖書は万物の復興を預言すると共に、また天地の消滅を預言するは果たして何故であるか。「その日には天轟とどろきて去り、諸もろもろの天体は焼け崩れ、地とその中にある工わざとは焼け尽きん。かくこれらのものは皆崩るべければ云々」という（後ペテロ三の一〇）。知らず、キリスト再び審判の権威を帯びて来たりたもう時、天地は人の罪のゆえに恐るべき火のために焼かれてことごとく滅亡し、かくて万物復興の約束は充みたされずして終わるのであるか。あるいは再臨に続くいわゆる千年期の間万物は完全の状態に復せしめらるるも、最後の審判と共に消滅するのであるか。あるいは現在の天地ことごとく解崩飛散し、しかして全然我等の想像を許さざる不可思議の新天地の出現する事を称して万物の復興と呼んだのであるか。


  　この問題について大いなる光を投ずるものは、ここに「崩る」と訳せられし原語の意味である。新約聖書中この語の用いらるる事一二に止とどまらない。しかしてその多くはある者を束縛より解放するを意味する。十八年の間病の霊に憑つかれたる女を「その繋つなぎより解く」といい（ルカ一三の一六）、布にて巻かれ手拭いにて包まれしラザロを「解きて往かしめよ」といい（ヨハネ一一の四四）、千年の間繋つながれしサタンの「暫時しばしの間解き放さるべし」といい（黙示録二〇の三）、「我等を罪より解き放ち」という（黙示録一の五）。しからば「これらのもの（天地）みな解き放たるべければ」といいて、これを天地滅亡の意に解すべきであろうか。そもそも天地もまた解放せらるべき何らかの束縛に苦しんではいないか。天地もまた今は何らかの奴隷たる身分においてあるのではないか。パウロは答えて曰う、「造られたる者は虚無に服せり」と、また「されどなお造られたる者にも滅亡ほろびの僕たる状さまより解かれて神の子たちの光栄の自由に入る望みは存のこれり」と（ロマ八の二〇、二一）。よって知る、天地の解放はその滅亡ほろびにあらざるのみならず、かえって滅亡ほろびの奴隷たる状態よりの解放なる事を。我等は素もとよりその事の成就せんがために大いなる変化の臨むべきを知る。神はこれを火をもって成したもうという。しかしながらこれは焼き尽くさんがための火にあらずして浄めんがための火である。久しき間万物を繋つなぎし誼のろいの綱はこれによりてことごとく絶たれ、天地は妙たえなる新装をつけて我等を歓び迎えるのである。


  　されば望ましきかな天地の解放。我等の愛するこの蒼穹おおぞらとこの地球とは決して亡びない。彼等もまた我等と共に死の束縛より解放せられ、共に光栄の自由に入るのである。しかして新しき栄光の体を着けたる我等は、均ひとしく新しき装いを着けたるこの天地に臨みて、尽きざる歓呼の声を交かわすのである。天地の解放と万物の賜与、我等の希望もまた大なるかな。


  



  世界改造の時代


  



  　人は現代を呼んで世界改造の時代という。まことに世界的大戦乱の後を承うけたる今の時に附する名として適ふさわしきもののごとくに聞こゆる。しかして世界の改造は古来人類の最も深き欲求である。その響きは我等の天性の根底に訴える所がある。ゆえに今やその時代に入れりと聞いて、人類は大いなる期待を抱かざるを得ない。万国の民は斉ひとしく目を挙げて何物かを望みつつある。これ世界歴史上かつて見ざりし盛観である。


  　しかしながら改造に対する人類の期待は果たして現代において充みたさるべきか否か。こは疑問と言わんよりはむしろあまりに明白なる事実である。我等の欲求は区々たる社会制度の改正ではない。我等は戦争の絶対的廃止を欲求する。我等は死と罪との絶滅を欲求する。我等は天然万物の改造を欲求する。かのユダヤの旧ふるき預言者の歌いしごとく「彼等はその剣を打ちかえて鋤となし、その鎗を打ちかえて鎌となし、国は国に向かいて剣を挙げず、戦闘たたかいの事を再び学ばざるべき」世界、「海に浮かぶ者、海の中に充みつる者、諸もろもろの島及びその民の、エホバに向かいて新しき歌をうたい、地の極はてよりその頌美ほまれをたたえまつる」世界、狼は小羊と共に宿り、または砂漠は喜びてサフランの花のごとくに咲き輝かん世界、かかる世界に現在の世界の改造せられんことを我等は欲求するのである。しかして誰か現代の小政治家小社会指導者を捉えて、彼等に迫るにこの遠大なる理想の成就をもってする痴者があろうか。人類の理想は現代において充みたされんには余りに遠大である。世界の改造はいと旧ふるき夢にしてしかして今なお夢である。現代を呼んで世界改造時代と言うがごときは時代錯誤の最も甚はなはだしきものである。


  　世界の改造は今なお旧ふるき夢である。我等は近頃この旧ふるき題目のしきりに人の口に上るを聞いて一層その感を深くせざるを得ない。しかしながらこは遂に夢として終わるべきであろうか。もししからんには我等はもはやこの大いなる欲求の重荷を負うに堪えない。むしろ速やかにこれを抛棄すべきはずである。しかるに今日まで失望は失望に尋つぎたるに拘わらず、全人類は依然としてこの題目に対する興味を失う事なく、多少の徴候を認むる毎にまたその期待を新たにしつつあるは何故であるか。これけだしこの大いなる夢の終ついに必ず実現すべき証拠である。神は人の霊性の深き所にこの切なる欲求を植え付けたもうたのである。


  　世界改造の時代は何時いつ如何いかにして来たるか。使徒ペテロは教えて曰うた、「古いにしえより神がその聖なる預言者の口によりて語りたまいし万物の革あらたまる時まで、天は必ずイエスを受け置くべし」と（行伝三の二一）。天よりイエスの遣おくらるる時、万物革新の時代は来たるとの意である。世界の改造はキリストの再臨によりて始まる。現代は世界改造の時代ではない。福音宣伝の時代である。イエス・キリストのために証明をなすべき時代である。この時代の終りし後、キリスト自ら世に来たりし後に、世界改造の時代は彼によりて初めて我等に臨むのである。


  　この新時代は俗にこれを千年期と称する（黙示録二〇章に基く）。いわゆる千年期に関しては新約聖書中これに触るるもの少なきに反し、詩篇記者及び預言者等のしばしば美わしき語をもってこれを謳うたうがゆえに、従来注解者は主としてその光を旧約に探りてこれを解くの傾きがあった。しかして旧約の預言より見て、千年期はイスラエルの理想国である。何となればこの時メシアたるキリストは彼等の王となりてエルサレムに君臨し、彼等を通して万国を治めたもうがゆえである。これすなわち彼等の慕い求むるダビデの裔すえの地的王国である。彼等はこの国において初めて「地の美産よきものを食らうことを得」るのである（イザヤ一の一九）。父祖アブラハム以来彼等に約束せられしエホバの諸もろもろの恩恵は、少なくともその大部分がこの時代に実現せらるべきを疑わない。ユダヤ人の立場より見たる千年期は目的に対する手段としてよりも、むしろ目的その者たるの色彩を帯ぶる事多きは事実である。しかしながらそれにも拘わらず千年期の主要なる性質を示すものはかえって僅少なる新約の諸章句である。新約において主イエスはこの時代を「更世時代」と呼びたもうた（マタイ一九の二八）。使徒ペテロがこれを「万物革新時代」と名づけしは前記のごとくである。パウロが「彼（キリスト）はすべての敵を足の下に置きたもうまで王たらざるを得ざるなり」（前コリント一五の二五）と言い、ヨハネが「彼等（聖徒）は神とキリストとの祭司となり、キリストと共に千年の間王たるべし」（黙示録二〇の六）と言いしも、また明白にこの時代に関する。よって知る、千年期は神の国そのものにあらずして、これに達せんがための経路たり、その準備時代たる事を。新約の光に照らして見たる千年期は目的ではない、手段である。この時代において幾多の重大なる出来事はなお進行中にあるのである。否、救済に関する最大の出来事はかえってこの時代の終期に属するをもって見ても、以上の解釈の謬あやまらざる事を証明するに足る（黙示録二〇の九、前コリント一五の二六）。


  　しかり、千年期はこれを目的として見てその価値の甚はなはだ低きを思わざるを得ない。何となれば人生の最大敵たるサタンと死とは共にいまだ滅ぼされざるがゆえである。かかる不完全なる時代をもって我等の理想とするがごときは、神の栄光を傷つけ、聖徒の希望を杳くらからしむるものである。しかしながら目的に対する手段として見んか、讃美すべきは実に千年期である。これぞ人類の久しく慕い求めたる世界改造の時代である。この時主イエス・キリストはその栄光の体において地上に臨み、万物を己に服したがわせ得る力をもって驚くべき改造の事業を始めたもうのである。「諸もろもろの高き山諸もろもろの聳そびええたる嶺に河と水の流れとあるべし……月の光は日のごとく、日の光は七倍ななかさを加えて七つの日の光のごとくならん」（イザヤ三〇の二五、二六）。しかしてこの光栄ある事業に参与するの特権を与えらるる者は誰ぞ。そはすなわち復活したる聖徒等である。彼等はこの時こそ世界改造の共働者たるを許され、主の命のままに全地に遣おくられて、呪われし地の面より罪の痕跡を除去せん事に全力を尽くすであろう。かくて造られたる者は日々に「滅亡ほろびの僕しもべたる状さまより解かれ」「山と岡とは声を放ちてみまえに歌い、野にある木は皆手を拍うち」「全地は楽しみ、多くの島々は喜ぶ」であろう。かくて人類の旧ふるき大いなる夢は遂に厳然たる事実となりて現わるるであろう。


  



  新天新地の出現


  



  　「天地の創造はロゴス（先在のキリスト）が父より賦与せられたる限りなき能力を発揚して、もって父の栄光を讃たたえたる詩である」とスイスの先覚ゴーデーが曰った。誠に深き美わしき見方であると思う。造化は実に詩である。詩以上の詩である。そはあるいはロゴスが父の栄光を讃えたる声であろう。あるいは神がロゴスによりて己が理想を体現せしめたる作であろう。いずれにせよ、天と地と人との出現は、永遠の愛より発したる至高至大の詩であった。「かの時には晨星あけのほしあいともに歌い、神の子等みな歓びて呼ばわりぬ」という（ヨブ三八の七）。かの時すなわち地の基の据えられし時である。その大いなる神の詩に応じて、すでに造られし者が皆声を合わせて歌ったのである。憶おもう、その時たえなる天の音楽のいかなりしかを。同じように、神光あれと言いたまいて光ありし時、天の蒼穹おおぞらをのべたまいし時、諸もろもろの植生と動物とを発出せしめたまいし時、日と月と星とを照り出いでしめたまいし時、またその像かたちのごとくに人を創造したまいし時、これ皆絶大なる詩であった。しかしてその詩に和して、すでに造られし物はことごとく讃美と歓呼とを交かわし、もって荘厳きわまりなき宇宙的合唱コーラスを試みたのである。地の基の据えられし時にすら晨星あけのほしは歌い神の子等は呼ばわりしと云えば、ましてその地を支配すべきしかして神に象かたどられたる人の創造せられし時のごときはいかばかりであったであろうか。多分その時天の軍勢は集つどいて主降誕の夜におけるがごときいみじき讃歌を唱えたであろう。北斗とその子星とは天の極北より声を放ちて歌い、昂宿ぼうしゅくと参宿しんしゅくとは東西より手を拍うちてこれに応じたであろう。山と海とは美しき装いを着けて人を迎え、野の樹々と空の禽鳥とりと地に匍はう諸々の昆虫とは皆踴躍して彼に服したがったであろう。かくて神の詩は一先ひとまず完結した。「神その造りたるすべての物を見たまいけるにはなはだ善かりき」という。天あり、地あり、光明と讃美とは彼処かしこに充みち、生命と歓喜とは此処ここに溢る。造化は実に至高の詩であった。宇宙はその初めにおいて完全なる偉大なる調和であった。


  　しかるに悲しいかな、久しからずしてこの偉大なる調和は破壊せられた。神の詩はその貴き調べを乱されて、言うべからざる悲調のこれに伴うあるに至った。すなわち天には「己が位を保たずして己が居所を離れたる御使い」あり（ユダ六）、地には誘われて神に背きたるアダムありて、宇宙の大音楽は頓とみに撹乱せられたのである。爾来じらい堕落したる天使は悪の霊となりて天の処にありて暗黒を掌つかさどり（エペソ六の一二）、背きたるアダムの子等は罪人として塵に附きたる生活を送り、死の懼おそれに繋つながれている。かくて天は昔日せきじつの光明を失い、地は人の罪のために神に誼のろわれて、被造物つくられしものはみな「虚無むなしきに服せしめられ滅亡の僕しもべ」となった。ああ、かの荘厳なりし宇宙的合唱はいかに成りしぞ。かの晨星あけのほしの讃美の歌と神の子等の歓呼の声とは何処に消え失せしぞ。今や我等の耳を打つものは愁々たる悲哀の譜にあらずんば、騒然たる不満の響きのみではないか。誰たが家にか歎きの声は聞こえざる。誰たが目にか熱き涙は湧かざる。天に恐るべき怒号あり、地に絶えざる呻吟あり、万物に言いがたき苦悶がある。造化の詩の調べは乱されて、宇宙の調和は破れたのである。神の子神にそむきて、天地間一切の関係が義ただしからざるに至ったのである。


  　人神にそむきてより、人と人とまた相反そむき、天然と人とまた相闘い、しかして天然と天然とまた相争う。今や天地間一切の関係が不義である。神に対して人は不義である。親と子、男と女、資本家と労働者、国と国、その間みな互いに不義である。野獣と家畜または猛鳥と小禽、果樹と昆虫または花弁と雑草、その他自然界相互の関係また不義である。土地と農業、天候と交通、黴菌ばいきんと健康、その他自然対人類の関係また不義である。顧みれば不義また不義、ただキリストの死により功いさおしなくして義とせられたる神の子とその父との関係を除いて、天地は全く不義の住所すみかと成ったのである。殊ことに地は今に至るまで「姦淫の噪さわぎをもて汚」されし事幾たびか（エレミヤ三の九）。またその上に流されし無辜むこの血を吸いし事幾いくばくなるかを知らない。アベルを始め幾千万人の血の声が地下の深き処より叫びつつある（創世四の一〇）。腐蝕と荒廃と汚穢とはすでに地の中心までを侵した。全地はもはや一つの大いなる墳墓と化してしまった。狐はここに穴を穿うがつべく、空の鳥は来たりて巣を営むに適する、されども人の子は枕するに所なしである。ああ、この大いなる廃墟、これがかつてその基の据えられし時天使等をして歓呼せしめたるかの美わしき地であるか。これがロゴスの父の栄光を讃えんとて物せし至高の詩の一齣であるか。我等は切に天地の廃頽を恨む。天よ、汝の暗黒を古いにしえの光明に復かえせ。地よ、汝の汚穢を焼き尽くして、純乎として聖きエホバの大庭おおにわと成れ、万物よ、再び歓喜の歌をうたえ。宇宙よ、贖われたる神の子等のために自由にして福さいわいなる永遠の園を供せよ。我等は天地の改造を欲求する。無限の調和すなわち義をもって充みち満つる新天新地の出現を渇望する。


  　「幸福さいわいなるかな、義に餓え渇く者、その人は飽くことを得ん」と山上高らかにイエスの声は響いた。「我等は神の約束によりて義の住むところの新しき天と新しき地とを待つ」と使徒ペテロは同信の友等を励まして曰った。義の新天地の渇望者よ、汝の望みを堅かとうせよ。律法の一点一画の全うせられし後天地は必ず過ぎ往く（滅失ではない、新しき状態への遷移である）であろう（マタイ五の一八）。すなわち人類の救贖きゅうしょくの完成せられし後、今の誼のろわれたる天地は必ず改造せられて、義をもって充みつる新天地が出現するであろう。使徒ヨハネは孤島にありて霊に感じ独ひとりその荘厳なる光景を予見せしめられた。彼は先まず天も地も御座みくらに坐したもう者の顔の前を遁のがれて跡だに見えずなるを見た（黙示録二〇の一一）。すなわち宇宙はその荒廃したる現在の状態をことごとく失ったのである（前コリント七の三一）。悪魔に所を得しめたる天はその暗黒を捲き去った。罪人の濫用に委ねられたる地はその一切の醜き痕跡を撤去した。今や暴風と雷電との上より人を威おどすあるなく、砂漠と曠野との下より彼を煩わすあるなし。墳墓は取り払われ、荊棘は除かれ、薊あざみは抜かれて、罪と死との追思を誘うべき一物をも存せざるに至ったのである。彼はまた新しき天と新しき地とを見た（黙示録二一の一）。すなわち宇宙の改造は遂に完成し、天地は全くその面目を一新して出現したのである。いかなる天地ぞ。「義の住む天地」である。一切の関係の義しくせられたる大調和の天地である。「見よ神の幕屋人と共にあり、神人と共に住み、人神の民となり、神自ら人と共に在いまして……」。神と人との関係は原始の親しみに立ち返った。ここに一人の神の心を痛むる者あるなく、神自ら我等と共に園の中を歩みて、面かおを対あわせて楽しく我等と語りたもうであろう。我等永とこしえにその容光みかたちをもて飽き足ることを得るであろう。「彼等の目の涙をことごとく拭い去りたまわん」。調和の失せたる今の天地において、何人もただわが涙のみ夜昼よるひる注ぎてわが糧である。誰かこれをわが目より拭い得るものぞ。同じ涙にまみれたる人の手はあとうべくもない。されどただすべての傷をつつみたもう彼の聖手みてのみよくわが涙の源を封じ得る。かくて再び涙を湛たたえざる目と目と相顧みて、限りなき感謝の歓びに輝くであろう。「今より後死もなく」。ああ、死よ、汝は遂に失せ果つるか。我等の愛する者は再び我等を逝さらざるか。我等は再び悲しみを胸に抑えつつ自ら励まして「また会う日まで」を歌うに及ばざるか。福さいわいなるかな新天新地！「悲歎かなしみも号叫さけびも苦痛くるしみもなかるべし」。何人の胸にも蔵かくれたる悲歎かなしみがある。すべての口に堪たえがたくして自ら湧き出いづる号叫さけびがある。病の床と暗黒の谷とに言うべからざる苦痛くるしみがある。人はこれを慰むるあたわず、否これを解することさえ出来ない。実に悲歎かなしみと号叫さけびと苦痛くるしみとの前に人は盲目めしいである、聾者みみしいである、唖者おうしである。されども神はことごとくこれを癒し得るのみならず、贖われたる新天新地において、人は人と相和して復また背かず、天然はすべて人の欲ねがう所に従い、天然と天然とまた相悖もとらず相闘わざるがゆえに、新しき悲歎かなしみと号叫さけびと苦痛くるしみとを孕むべき隙は何処にも見出されないのである。ゆえに曰う、「汝等わが創造せるものによりて永遠に楽しみ歓べ」と。我等は偉大なる造化の詩にまさる新天新地創造の詩に与あずからんとしつつある。神の独子ひとりごが父の栄光を讃うべき最後の傑作を見んとしつつある。願わくは我等をして共に歌わしめよ、歓ばしめよ、讃えしめよ。


  



  待望の生活


  



  永生とは何ぞ


  



  　人生問題は一面より見れば永生問題である。我等の現在の生涯を永遠の生命の準備と見てのみ、人生を有意義的に解釈することが出来る。もししからざらんには究竟くっきょうする所「我等いざ飲食のみくいせん。明日死ぬべければなり」との結論に達するを免れない。「永遠の生命を嗣ぐために我れ何をなすべきか」。人生の意義はここにある。ゆえに永生を離れて人生問題はない。永生の性質を明らかにせずして、我等が日々の生涯の意義を稽かんがえることは出来ない。


  　しからば永生とは何であるか。イエスは一切を棄てて彼に従いたるその弟子等に対し「誠に汝等に告ぐ、我がためにあるいは家あるいは兄弟……を棄つる者は誰にても今の時に百倍を受け……また後の世にては永遠とこしえの生命いのちを受けぬはなし」と言いたもうた（マルコ一〇の三〇）。パウロもまた言う、「今は罪より解き放たれて神の僕となりたれば、潔きに至る実を得たり。その極はては永遠とこしえの生命いのちなり」と（ロマ六の二二）。これらの語によりて見れば、永生とは未来のもの、後の世に属するものであって、キリストのために一切を棄てたる者または罪より解放せられて神の僕となりたる者が、その生涯の終局において神より受くべき恩恵である。換言すれば永生とはキリスト者が復活によりて獲得すべき来世の生命である。しかして永生をかく来世の生命として示せる聖書の言はその他にも甚はなはだ多い。


  　しかしながら聖書は必ずしも永生を来世の生命としてのみ示さない。殊ことにいわゆるヨハネ文学においては永生は多く現在の生命である。曰う、「御子を信ずる者は永遠とこしえの生命いのちを有もつ」と（ヨハネ三の三六）。また「我わが肉を食らい我わが血を飲む者は永遠とこしえの生命いのちを有もつ」と（同六の五四）。また「神は永遠とこしえの生命いのちを我等に賜えり。この生命いのちはその子にあり。御子を有もつ者は生命いのちを有もつ」と（ヨハネ一書五の一一、一二）。すなわち永生はキリストを信ずる者の現在の所有である。しかしてその理由は明白である。キリスト彼自身が永遠の生命なるがゆえに（ヨハネ五の三九、ヨハネ一書一の二）彼を己が衷うちに有する者はまた必然永生を有せざるを得ないのである。


  　よって思うに、永生はキリスト者特有の生命である、そはキリスト者の来世の生命であって、同時にまたその現在の生命である。人はキリストを信じて新たに生まる。その時永生は彼に臨んで確実に彼の所有となる。彼は復活を待ちて永生を賦与せらるるのではない。その十字架を仰ぎて救われし瞬間よりすでに永遠の生命に入ったのである。キリスト者の現世における日々の生涯が永生である。しかしてこの永生を有するがゆえに、彼は復活の恩恵に与あずかることが出来るのである。「我わが肉を食らい我わが血を飲む者は永遠とこしえの生命いのちを有もつ。我れ終わりの日にこれを甦らすべし」。知るべし、復活は永生の原因ではなくしてかえってその結果なる事を。本来滅ぶることあたわざる永遠の生命なるがゆえに、復活せざるを得ないのである。しかしながら復活によりて永生の大発展がある。キリスト者の来世の生命はその現在の生命の完成である。キリスト者の新生の日に始まり、その復活の日に完成して、永遠の永遠に至る生命、これを称して永生という。


  　以上は永生の所属または地位の問題である。次に永生の内容もしくは性質はいかん。永生とは活動の生活であるか、休息の生活であるか、思索の生活であるか、讃美の生活であるか。殊ことに復活後における永遠の生命がキリスト者の現在の生命の連続であるとすれば、いかなる現在の生活が来世の生活として存のこるのであるか。こは我等に取りて至高の興味ある重大問題である。


  　イエスはその貴き祈祷中に述べて曰うた「永遠とこしえの生命いのちは、唯一の真まことの神に在います汝と汝の遣わしたまいしイエス・キリストとを知るにあり」と（ヨハネ一七の三）。しからば永生とは知識の生活であるか。否、イエスはここに永生の内容を説明したのではない。その根本原理を述べたのである。唯一の真まことの神とイエス・キリストとを知るはいわゆる知識ではなくして信仰である。「知識は廃すたらん」とある。しかり、哲学と科学と神学とは必ず廃すたるであろう。すべて知識という知識はいかに深遠なるものといえども皆必ず廃すたるであろう。何となれば、「我等の知る所全からず。全き者の来たらん時は全からぬもの廃すたらん」である。この世の知識はことごとく全からぬもの、「童子わらべの事」である。ゆえに「人と成りては童子わらべの事を棄て」ざるを得ない（前コリント一三の一一）。我等は諸々の現在の知識を携えて復活の生命に入るのではない。この世の知識はすべてキリストの再臨までである。「かの時には顔を対あわせて相見まみえん」。すなわち完全なる新たなる知識を与えられん。ゆえに「鏡をもて見るごとく朧おぼろなる」現在の知識はその日限り皆棄てられて廃すたるのである。しかしながら罪人の霊魂が唯一の真まことの神とイエス・キリストを知るの知識は永遠に廃すたるべからずである。何となればこはいわゆる知識にあらずして、信仰の根底であり永生の原理であるからである。知識は廃すたる。ゆえに永生は知識の生活ではない。


  　「全き者来たらん時は全からぬもの廃すたらん」と言う。しかして廃すたるべきものは永生ではない。しからば何が廃すたらずして存のこるのであるか。「預言は廃すたれ、異言は止やみ、知識もまた廃すたらん」。もしこれらの貴き「霊の賜物」すら廃すたらんには、ましてこの世の社会的生活においてをや。永生は教育でない、慈善でない、政治でない、経済でない。これらのものはキリストの再臨と共に皆廃すたる。しからばキリスト者の現在の生活中、再臨の日に至りて廃すたる事なく、いよいよ光輝かがやきを増して現世より永遠の来世へと移り往くものは果たして何であるか。


  　「げに信仰と希望と愛と、この三つの者は限りなく存のこらん」（前コリント一三の一三）。預言は廃すたれ、異言は止やみ、知識もまた廃すたらん。されれどもただ信仰と希望と愛とは廃すたらずして永遠に存続するのである。キリスト再び来たりたもう時、我等の生活に根本的の変化が臨む。その時彼は多くの全きものを我等に与えて、現に有する全からぬ者を棄てしめたもう。かくて哲学は我等の頭を去り、事業は我等の手より落ち、今の小さき詩と歌とは我等の口より消ゆるであろう。しかしながら現に我等の所有たる信仰と希望と愛との三はその時に至るも決して廃すたらない。キリスト者が現世において「信仰によりて働き、愛によりて労し、希望によりて忍ぶ」その貴き生活は、彼が新生の日に始まりしものであって、爾来じらい夜となく昼となく繰り返され、しかしてキリスト再び来たりたもう時に、そは唯ただに廃すたらざるのみならず、彼によりてさらに全きものとせられて、そのまま来世の生活と成り、もって永遠に存続するのである。永生とは実にこの信仰と希望と愛との生活である。


  　しかり、永生は信仰と希望と愛との生活である。ある人の想像するがごとく、我等の信仰と希望とはキリストの再臨までではない。復活後の永遠の生活もまた信仰の生活である。何となればキリスト者は復活の後といえども依然として赦されたる罪人たるを失わないからである。十字架の贖いに対する彼の信仰は永遠に亙わたりて廃すたらない。彼は現世に在りてこの信仰によりて働くがごとく、新しきエルサレムに在りてもまた同じ信仰によりて働くのである。信仰なくして真の働きあるなし。しかるに永遠の生活は活動の生活である。「その僕らはこれ（神と羔）に仕えん」という（黙示録二二の三）。奉仕は活動である。新しきエルサレムにおけるキリスト者の奉仕はキリストの奉仕に似たる最高最大の活動である。しかしてこの活動は何によりてなさるるか。曰く信仰である。神の僕らは復活の後も十字架の信仰によりてこれに仕えるのである。


  　希望もまたキリストの再臨によりて廃すたらない。キリスト者の「神の栄光に対する希望」（ロマ五の二）は無限である。もし来世が同一生活の永久的繰り返しに過ぎざる単調無味なるものにして、さらに進歩なく発展なきものならんには、そこに何の希望も有り得ない。しかしながらかくのごとき来世はむしろ禍わざわいなるかなである。新約聖書が提供する所の来世は、時代より時代へと無限に進み往く永遠的発展の生活である。ゆえにこれを原語にて「世々の世々」（hoi aiones ton aionon 英語 the ages of the ages）と言い（ガラテヤ一の五、ピリピ四の二〇、その他十八ヶ所）、時には「世々の世のすべての時代」（pasai hai geneai tou aionos ton aionon, all the generations of the age of ages）と言う（エペソ三の二一）。栄光は栄光に尋つぎて尽くる所を知らざる生活が、我等を待てる永遠の生活である。


  　しかして来世はもちろん愛の生活である、愛の充実である。しかしながらそは我等の有する現在の愛の連続である。現世において愛の生活を送らずして、復活の生命に入ることは出来ない。貴きは実に信仰と希望と愛との生活である。ここに充実せる永生がある。我等が現世において信仰によりて働き、希望によりて忍び、愛によりて労するの生活を営む時、我等はすでに来世の生活を実験しつつあるのである。我等は必ずしも預言や知識において完まったからざるを嘆じない。ただ我等をして信ぜしめよ、望ましめよ、愛せしめよ。信仰と希望と愛との備わるありて現世生活そのものが最大の恩恵である、感謝である。


  



  教会の地位


  



  　預言者等は「来たるべき聖国みくに」について預言高唱至らざるなかった。彼等はこの嘉信よきおとずれを伝えんがために、「高き山に登り強く声を挙げて懼おそれ」なかった。彼等の「足は山の上にありて実げに美わしく」あった。


  　しかしながら、彼等はかつて一度ひとたびも「教会」について語らなかった。旧約聖書には教会の原語たるギリシャ語 ekklesia に相当するヘブル語 qahal を用いること百二十三回に及ぶも、これらはいずれも単に「民衆」又は「集会」等の意味を有するに過ぎずして、新約聖書に謂いうがごとき「教会」の観念は旧約時代には全くこれを認むることが出来なかった。預言者等は「聖国みくに」を預言して、「教会」を預言しなかったのである。キリスト教会とは実に新約時代に入りて初めて啓示されたる奥義である。「この奥義は今御霊によりて聖使徒と聖預言者とに顕わされしごとくに、前代ぜんだいには人の子らに示されざりき。すなわち異邦人が福音によりキリスト・イエスに在りて共に世嗣よつぎとなり、共に一体となり、共に約束に与あずかる者となる事なり」（エペソ三の六、その他コロサイ一の二四～二九、ロマ一六の二五～二七参照）。


  　預言者等は何故に来たるべき聖国みくにを預言して教会を預言しなかったか。およそ新約の福音はことごとく旧約においてこれが明白なる予表を認め得るに拘わらず、独ひとり教会のみは何故「歴世よよ歴代よよ隠れて」「前代ぜんだいの人の子らには示されざりし」奥義であったか。答えて曰く、教会は救贖きゅうしょくの手段にして、その目的ではないからである。換言 すれば教会そのものが来たるべき聖国みくにの預言たるの性質を有し、それ以上の地位を占むるものではないからである。


  　現存の教会がすなわち旧約聖書に預言せられたる聖国みくにであるとは、久しき間の教会の迷信であった。世に有害なる迷信にしてこのごときものは少ない。「教会」の断じて「聖国みくに」にあらざる事を示すは決して聖書学上の閑問題ではなくして、実にすべてのキリスト者の信仰の死活に関する根本問題である。教会の地位を明白ならしめずして、信仰は常に堕落の危険においてある。さればキリスト教における実際問題の最大なるものはこの「教会の地位いかん」にあると我等は信ずる。


  　教会の成立がペンテコステの日における聖霊の降臨に基づく事は、何人も異論なき所である（行伝二章）。教会とは「ユダヤ人ギリシャ人奴隷自主の別なく、皆一つ御霊にてバプテスマを受けて、一体となりたる者」である（前コリント一二の一三）。それはキリストの体からだであって、彼をその首かしらに戴く者である（エペソ一の二三、四の四）。またキリストの殿みやであって、彼をその衷うちに宿す者である（エペソ二の二〇～二二、後コリント六の一六、前ペテロ二の四～七）。教会とキリストとの間にかかる美わしき関係の存する事は誰しもこれを拒まない（ここに教会とはいわゆる何々教会というがごとき組織されたる特殊の団体にあらずしてすべての聖徒の一団の謂いいなる事は言を待たず）。今の世にありて最も恵まれたる者は、言うまでもなくキリスト者及びその団体たる教会である。聖霊これを充みたし、キリストこれを導き、愛は溢あふれ、平和は漲みなぎる。この点において教会は実に来たるべき聖国みくにの典型であり予表である。


  　しかり、予表である。しかしながら本体そのものではない。ゆえにその間に著るしき類似があると共に、また根本的の差別がある。しかしてまた特殊なる関係がある。二者を同一視するはその類似の一面にのみ執しゅうして、重大なる差別と美わしき関係とを全然没却したるものに外ほかならない。類似を高調するは可なり。されども差別を差別とせよ。殊ことにその関係を乱すことなかれ。両刃もろはの剣よりも利とき神の言を混淆こんこうするに勝るの危険はまた世にないのである。


  　しからば問う、教会と聖国みくにとの根本的差別はいかん。曰く、教会は復活昇天のキリストに属つける者にして、聖国みくには再臨のキリストに属つける者である。教会と聖国みくにとの間に存する諸もろもろの相違は皆この一事実より生ずるのである。なかんずく二者はその存在の時期において異なる。聖国みくにはキリスト再び顕われて万物を己に服したがわせたもう時、すなわち世の終わりし後に実現するに反し、教会はペンテコステの日以来現にこの世にありて存在するのである。しかり、教会の特殊なる地位は、先まずそのこの世に対する関係においてある。教会はこの世に在りてこの世より選び出されたる者である。エクレシアの字義がすでに明らかにその事を表示する（ヨハネ一七の六、一六参照）。教会は世にあるといえども、世の属ものではない。その本籍は彼方かなた天においてある。彼処かしこより重き使命を委ねられて、己が国ならざるこの世に駐とどまる者が教会である。ゆえにその先まず果たすべき第一任務は、常に竿頭さおがしら高く「反はん現世」の鮮明な旗幟きしを翻えすことにある。教会はこの世とは一切の事において画然厳然区別せられなければならない。教会もしいやしくも世と妥協せんか、もしくは世と紛まごうべき色彩をだに帯びんか。そは自ら何と称せんとも、全く教会たるの特権を奪われて、終わりの日における「大いなる患難に投げ入れ」らるべきである（黙示録二の二二）。しかるに教会をもって来たるべき聖国みくになりと做なす者は、そのこの世との区別を重大視することが出来ない。かえって有り得べからざる「現世における全世界のキリスト教化」を信じて、自ら俗化し終わるのである。教会よ、汝の地位を自覚せよ。汝の首かしらなるイエス自ら世に在りし時は如何いかであったか。その産まるるや旅舎に居る所なくして馬槽うまぶねに臥させられ、その生くるや枕する所なく、その死するやまた漸く他人の墓の中に葬られたもうたではないか。「汝ら世をも世にある物をも愛するなかれ。人もし世を愛せば、御父を愛する愛その衷うちになし」（ヨハネ一書二の一五）。


  　次に教会と聖国みくにとの関係はいかん。これまた復活昇天のキリストと再臨のキリストとの関係に準したがうのである。キリスト現在いまは天に隠れて在いましたもう。されどもその隠るるはやがて顕われんがためである。教会もまたしかり。「汝らは死にたる者にして、その生命いのちはキリストと共に神の中うちに隠れ在るなり。我らの生命いのちなるキリストの現われたもう時、汝等もこれと共に栄光の中うちに顕われん」（コロサイ三の三、四）。教会の性質は神秘的非自然的である。そのキリストとの関係は純粋なる霊的方面に限られている。もちろんこの聖霊の内在に限りなき福さいわいがある。しかしながら明白なる一事は、イエス・キリストの父なる神の施したもう救贖きゅうしょくはかかる神秘的関係のみをもって終わらない事これである。キリスト彼自身が現われずんばやみたまわない。しからば彼を首かしらと戴く教会もまた彼と共に顕現的自然的なる聖国みくにと化せられざるを得ない。教会は聖国みくにの前駆者である。聖国みくに臨きたりて教会は初めてその存在の目的を達するのである。ゆえに教会の生命は聖国みくにの希望にありと言うことが出来る。聖国みくにの希望をもって充みち満つる時、教会は生気溌剌として最も強健である。教会もし聖国みくにを望まざらんか、現世の教化と社会の改良と慈善と音楽とに熱中せんか、その事業いかに盛大なりといえども、すでに教会としての生命を失いし死屍に過ぎない。かくのごときものは主来たりて「その燈台を取り除き」たもうに相違ないのである（黙示録二の五）。


  　この世に対しては寄寓者やどれるもの、聖国みくにに対しては前駆者、これ聖書が示す所の教会の地位である。しかしてこの地位に止とどまりて、教会は初めて主の新婦はなよめたる至高いとたかき特権を享受することが出来るのである（黙示録一九の七、八）。醒めよ教会、世と絶たて、しかして聖国みくにを待ち望め。


  



  大いなるバビロンの罪


  



  　「大いなるバビロンは倒れたり、倒れたり」。天使一たび強き声にてかく呼ばわれば、様々の苦難一日の中うちに臨み来たり、大いなる都は火にて焼き尽くさるという。しかして地の王等はその焼かるる烟けむりを見て泣き、叫びて曰う、「禍害わざわいなるかな、大いなる都堅固なる都バビロンよ。汝の審判さばきは時ときの間まに来たれり」と。地の商人等はその苦難を懼おそれて悲しみ、叫びて曰う、「禍害わざわいなるかな、禍害わざわいなるかな……かばかり大いなる富の時ときの間まに荒涼あれすさばんとは」と。またすべての船長その他海によりて生活をなす者等も塵を己が首こうべに被かぶりて泣き悲しみ、叫びて曰う、「禍害わざわいなるかな、禍害わざわいなるかな、この大いなる都……かく時ときの間まに荒涼あれすさばんとは」と。もってそのいかに急激にして戦慄すべき滅亡なるかを知るに足る。これ聖書に預言せられたる大いなるバビロンの審判である。


  　大いなるバビロン、あるいはまた「大淫婦」と称せらる。彼女は「地の淫婦等と憎むべき者との母」であるという。すべて神に仕えるがごとくにして実は神ならざる者に仕える者、これすなわち淫婦である。自ら大淫婦にして、しかして地の淫婦等の母たる者とは誰であるか。こは決してローマ法王廷または背信的キリスト教国というがごとき一時代一地方に限られたるものではない。もちろんキリスト教会中に多くの淫婦がある、そのプロテスタント教会の中に、またその天主教会の中に。しかしながらキリスト教会以外にもまた多くの淫婦がある。キリスト教以前にさらに多くの淫婦があった。これら諸々の地の淫婦等の母たる者がかの大淫婦である。すなわち遠くカインより始まりて今に及び、なお世の終わりにまで連続すべき、地上における一切の偽信者偽教会の総団体、これを称して大いなるバビロンという（バビロンは文字通りバビロンの都であると共にまたあるものの象徴としてこれを見ねばならぬ）。その中にはキリスト教会あり、シナゴグあり、仏教徒あり、回教徒あり、その他の偶像崇拝者あり、およそその名のいかんを問わずサタンの新婦はなよめたる者、その精神をもって感化せられたる者、イエス・キリストの地位に他の者を据えんとする者はみなこれに属するのである。


  　恐るべきは大いなるバビロンに臨まんとする審判である。その滅亡はただに急激なるのみならず、また終局的である。一人の強き天使大いなる碾臼ひきうすのごとき石をもたげこれを海に投げて、その滅亡の型を示して曰く「大いなる都バビロンはかくのごとく烈しく撃ち倒されて、今より後見えざるべし。今より後立琴たてことを弾ひく者……の声汝の中うちに聞こえず……今より後新郎はなむこ新婦はなよめの声汝の中うちに聞こえざるべし」と。完全なる滅亡である、回復の望み絶無なる荒廃である。しかしてこれ言うまでもなく審判の最も重きものである。


  　知らず、この重き審判を招くべきバビロンの罪は何であるか。そは必ずや神の目に最も悪しきものたるに相違ない。大いなるバビロンの罪の何たるかを学ぶは我等に取りて至大の関係ある問題である。


  　大いなるバビロンの罪に二種ある。一はその精神に関するもの、二はその行為に関するものである。「彼は心の中うちに我は女王の位に坐する者にして、寡婦やもめにあらず。決して悲歎かなしみを見ざるべしと言う」と（黙示録一八の七）。これバビロンの精神的罪悪である。「汝の商人あきうどは地の大臣だいじんとなり、諸種もろもろの国人は汝の呪術まじわざに惑わされ、また預言者、聖徒及び地の上に殺されし者の血はこの都の中に見出されたればなり」と（同一八の二四）。これバビロンの行為的罪悪である。


  　（一）「我は女王の位に坐する者」。現世にありてすでに王位に坐する者、大いなる勢力を帯びて社会を支配する者、世人の喝采を博し多数の追随者を有する者、一言すればいわゆる成功者、偽教会の目的またその自負の第一はここにある。彼等は極端なる現世主義者である。現世以外に遥かに優秀なる生活のある事を知らない。ゆえにもし現世において王たらざらんか、すなわち全然失敗である。彼等の野心は最も卑しき政治家または実業家輩と何の選ぶ処なしである。しかしながら聖徒の目的は現世においてあらずして、彼かの世において在る。聖徒もまた王位を望む。しかも罪の世における汚れたる王位を望まない。新しき聖国みくににおける光栄ある王位を望む。「勝かちを得る者には我と共に我が座位くらいに坐する事を許さん」、「彼等はキリストと共に王たるべし」。これみな復活または栄化の後である。現世にありては、聖徒は決して王ではない。かえって「義のために責めらるる者」、「世の塵芥あくたのごとく万よろずの物の垢のごとくせらるる」者である。これ彼等の特権である、またその誇りである。


  　（二）「寡婦やもめにあらず」。我は憐むべき寡婦やもめにあらず、我に幾多の恃たのむべき愛人ありと。淫婦の精神を表白して遺憾なしである。誠に彼女のその心を寄せその身を託する処は多い。なかんずくこの世の君たるサタン――かの古き蛇――は彼女の最も愛する者である。聖徒はしからず、キリスト世に在いまさざる間、彼等の地位は寡婦やもめのそれである。孤独である。されども不在のキリストに対する熱愛と、その再臨を待ち焦こがるる切望とがある。再臨信者は一面より見れば実に寡婦やもめである。しかるにこれを嘲り、傲然として「我は寡婦やもめにあらず、我は主の再臨を望まず」と言う者はまさに淫婦たる偽信者にあらずして何であるか。


  　（三）「決して悲歎かなしみを見ざるべし」。享楽は我が主義、我が特権、我が人生観の全部である。わが目は楽しみわが耳は喜びわが肉は肥え我が産は殖ゆ。患難とは何ぞ、迫害とは何ぞ。大いなる門より入り広き路を歩む者に一の悲歎かなしみあるなしと。かくて彼等に見るべき美わしき容すがたと慕うべき艶色みばえとがある。されども主イエスは曰いたもうた、「汝等世に在りては患難なやみあり」と。また「幸福さいわいなるかな悲しむ者」と。また「狭き門より入れ……生命いのちに至る門は狭く、その路は細く、これを見出す者少なし」と。


  　（四）「汝の商人あきうどは地の大臣だいじんとなり」。商人の跋扈ばっこである、商売的精神の増長である。もちろん商売そのものが悪ではない。しかしながら商売的精神の中に恐るべき毒物がある。人をして神と富とに兼ね仕えしめんとするの勢力すなわちこれである。しかして人は二人の主に兼ね仕えることあたわず。信者金銭を愛するに至りて、彼は必ず神を軽しむ。「それ金を愛するは諸般もろもろの悪しき事の根なり」（前テモテ六の一〇）。ああ、富豪に依頼する教会よ、汝等何の辞をもって信仰の腐敗を弁護することが出来るか。キリスト教国よ、覚醒せよ。汝等を苦しめたる世界戦争の根源は汝等の抱ける深大なる利慾にあった。キリスト教国に倣わんとする愚かなる新興国よ、願わくは汝の富国主義を棄てて先ず神の国とその義とを求めよ。


  　（五）「諸種もろもろの国人は汝の呪術まじわざに惑わされ」。淫婦の巧妙なるものは呪術まじわざである。彼女は不思議なる手段をもって人の目を眩くらまし、真理の贋物にせものを真理と信ぜしめてその心を魅みせずんばやまない。かくて多くの人は「糧にもあらぬ者のために金を出し、飽くことを得ざるもののために労し」て、自ら識しらざる間に恐るべき滅亡の途みちを辿りつつあるのである。人類をして「進化」の福音を信ぜしめ、「文明」の理想に酔わしめたる者は彼女であった。しかして今や「民主主義」と「国際連盟」とをもって万国の民を惑わさんとしつつある者もまた彼女である。人よ、なかんずくキリスト信者よ、淫婦の呪術まじわざを警戒せよ。


  　（六）「預言者、聖徒及び地の上に殺されし者の血はこの都の中に見出さる」。ああ、これいかばかりの罪悪ぞや。しかも偽教会の歴史中何等かの態かたちにおいてこの罪悪を見ざるものは一頁だもないのである。偽教会は聖徒を容ゆるすに堪えない。ゆえにあらゆる陰険なる方法を講じてこれを苦しめんと欲する。聖徒の迫害は決してローマ教会に限られし事ではない。「ああ、エルサレム、エルサレム、預言者等を殺し遣わされたる人々を石にて撃つ者よ」と主は歎じたもうた。しかして事は今もなお同様である。ああ聖徒よ、撃たれよ、迫められよ、喜び喜べ。天にて汝らの報いは大いなりである。


  　その精神においては現世主義、再臨反対主義、享楽主義、その行為においては利慾と呪術と迫害、大いなるバビロンの罪はこれである。しかしてこの深き罪に対して、かの重き審判は降くだらんとするのである。降くだれ審判、滅びよバビロン。汝の罪はいかんともすることが出来ない。されども神の子等よ、彼女の罪に与あずかるなかれ。もし迷う所あらば今において速やかに悔い改めよ。


  
    また天より他の声あるを聞けり、曰く「わが民よ、彼の罪に与あずからず、彼の苦難を共に受けざらんため、その中を出いでよ」（黙示録一八の四）

  


  



  天然美の凋落とその完成


  



  
    へシボンの畑はたとシブマの葡萄の樹とは凋しぼみ衰えたり。

    その枝さきにはヤゼルにまで至り、荒野にはびこり、延びて海を渡りしが、国々の諸もろもろの主その美わしき枝を折りたり。

    このゆえに我れヤゼルの哭なくと等しくシブマの葡萄の樹のために泣かん。ヘシボンよ、エレアレよ、わが涙汝をひたさん。（イザヤ一六の八、九）

  


  　ヘシボンはヨルダンの水の死海に注がんとする辺ほとりを東に距さることおよそ十七八哩、小高き丘の上に立ちたる都であった。かつてはアモリ人の首府たりしが、預言者の頃にはすでにモアブの領であった。その東北わずかに半時の行程を隔てて、エレアレの邑まちの横たわるあり。二市共に郊外一帯の豊かなる葡萄畑を控えておった。ここに「ヘシボンの畑」とはすなわちそれである。なかんずくヘシボンの近郊シブマの葡萄は特に品質の優良をもって知られ、その美わしき果みは遠く諸国の宮廷の卓上に運ばれて、美酒に飽くなき王侯貴族等の心をも身をも酔い倒れしめたのである。「その枝さきには……延びて海を渡りしが、国々の諸々の主その美わしき枝を折りたり」と訳せられしは、むしろ主客を転倒しかつ前後句の位置を換えて次のごとくに読むべきであろう。


  
    その美わしき果みは国々の諸もろもろの主を撃ち倒せり。そはヤゼルにまで至り、荒野にはびこり、その枝はるかに延びて海を超えたり。

  


  　名高きシブマ葡萄は何時いつとしもなく茂りに茂りてその蔓つたを四方に拡げ、遂にモアブの国土の半ばを占むるに至った。すなわち北はギレアデに近きヤゼルより、東は荒野にはびこり、さらに西南遠く死海を越えて彼方にまで及んだ。想い見るヨルダン河東の地、蒼々たる枝は連なりて野を蔽い、爛々たる果みは列つらなりて地に垂れたる当年の美観を、まさにこれヘシボンとエレアレの栄えにして、ヤゼルの高き誇りであった。


  　しかるに預言者の目には遠からずして来たるべき凋落の面影いと鮮やかに相映じた。「ヘシボンの畑とシブマの葡萄の樹とは凋しぼみ衰えたり」。見よそよふく風に海のごとく波うてるその葉はことごとく枯れ果つるであろう。ルビーの総ふさにも似たるその豊かなる果みは皆泥に塗れて再び枝に復かえらないであろう。「喜びと楽しみとは土肥えたる畑より取り去られ、葡萄園には謳うたうことなく歓び呼ばうことなく、酒さかぶねには践ふみて酒を絞る者なし」（イザヤ一六の一〇）。ヘシボンとエレアレの畑は空しく雑草の生えるに委まかせ、シブマの葡萄の樹はいたずらに残骸を曝さらすであろう。しかしてヤゼルはその栄えを失いて哭なくであろう。「このゆえにモアブはモアブのために泣き叫び、民みな哭なき叫ぶべし。汝等必ず甚はなはだしく心を痛めてキルハレステの乾葡萄ほしぶどうのために哭なくべし」（同一六の七）。しかしながら預言者は独ひとりモアブの土と民とをして歎かしめなかった。彼は自身悲しむ者となりて共に声を揚げて泣いた。「このゆえに我れヤゼルの哭なくと等しくシブマの葡萄の樹のために泣かん。ヘシボンよ、エレアレよ、わが涙汝をひたさん」。さらに進んで彼は曰うた、「このゆえにわが心腸はらわたはモアブのゆえをもて琴のごとく鳴り響き、キルハレスのゆえをもてわが衷うちもまたしかり」と。（同一六の一一）


  　シブマの葡萄の樹のために預言者は泣くとぞ言う。その熱き涙はヘシボンとエレアレをひたさんとぞ言う。解しがたきかな。彼をして安価なる形容詞の濫用者たる今日の文人のごとくならしめば、もしくは彼をして国産の増殖と輸出貿易の高潮とのために焦慮する現代の実業家のごとくならしめば、そはあるいは説明し得べき言であろう。しかしながら言者は誰ぞ。預言者である。その心は神の霊を宿し、その口はエホバに代わりて開く所の預言者である。しかも預言者中の預言者、大イザヤである、この人をしてこの言あらしむる所以ゆえんは果たして何処にあるか。


  　イザヤはシブマの葡萄の荒廃を思うて泣いた。その枝とその葉とその果みとのために泣いた。しかり、彼はこれらをもって装われたる天然そのもののために泣いたのである。美わしき天然と豊かなる土地、こは果たして卑しむべきものであろうか。神は始めに人を造りてかくのごとき天地にこれを置きたもうたのではないか。「エホバ神エデンの東の方かたに園を設けて、その造りし人をそこに置きたまえり。エホバ神見るに美わしく食らうに善き諸もろもろの樹を土より生ぜしめたまえり」。その時天の蒼穹より放てる光は地の豊かなる装いと相映じて、自然美の極致を発揮したのである。我等の祖先の置かれたる所はかくも楽しき園であった。誠に美と豊満とは父の限りなき富より出いでたる愛の賜物であった。地上におけるすべての美わしきもの豊かなるものは、皆旧ふるきエデンの園の名残なごりである。かくて我等は今もアルプスの峰とカリホルニアの野とにおいて少しく原始の福祉さいわいを偲ぶことが出来る。我等が天然を愛する心は、傷そこなわれざる神の園を慕うの情である。ゆえに自おのずから切々たらざるを得ない。かの旭光に映はゆる白雪の富士よ、かの青葉瑞々みずみずしく躍る武蔵野の畑よ。誰かこれが讃美者を笑う者ぞ。モアブに蔓はびこりしシブマの葡萄もまた預言者の目には意味浅きものではなかった。否イザヤはこの言うに足らざる地方的農産の中にエホバの恩恵の象徴を見たのである。その美わしくして豊かなる光景は預言者の心を誘うてエデンの昔に帰らしめたのである。しかるに何ぞ。「ヘシボンの畑はたとシブマの葡萄の樹との凋落」眼前に迫らんとするは。預言者はその原因を捉えて叫んだ。曰く


  
    我等モアブの倣慢たかぶりを聞けり。その高ぶること甚はなはだし。我等その誇りと高ぶりと憤りとを聞けり。

  


  と（イザヤ一六の六）。モアブにこの罪あるがゆえに「鬨声ときのこえ汝が果物このみ、汝が収穫かりいれの実み（葡萄）の上に落ち来た」らんとするのである（同一六の九）。ああ、人に倣慢ありて、凋落天然に臨む。モアブの高ぶること甚はなはだしくして、シブマの葡萄は凋しぼみ衰う。神の吝おしみたまわざる美と豊満とは、人の罪によりて絶滅せんとするのである。これを思うて預言者の心に大いなる義憤は湧かざるを得なかった。しかしながら天然に対する彼の愛着はあまりに深くあった。彼は詩人ヲルヅヲルスのごとく「山よ谷よ河よ、汝等正しき嫌悪の情に燃えよ」と言いて自ら奨励者の地位に立つべく余りに密切に天然と結び付いていた。イザヤは山と河とに勧めずして、自らモアブの野に代わって泣いた、「我れヤゼルの哭なくと等しくシブマの葡萄の樹のために泣かん。ヘシボンよ、エレアレよ、我が涙汝をひたさん……わが心腸はらわたはモアブのゆえをもて琴のごとく鳴り響く」と。


  　しかしながら天然に対する預言者の同情は、独ひとり原始時代の回顧より来たるのではない。否、預言者は顧みるよりもむしろ望む。彼の目は前に向かって、遠く末の日にまで注がるるのである。しかしてこの立場に立ちて、天然の美と豊満とはさらに意味深きものであった。神がその子をもって己の国を地上に建設したもう時、そは果たしていかなるものであるか。


  
    エホバ言う、見よ日到らんとす。その時には耕す者は刈る者に相継ぎ、葡萄を践ふむ者は種播まく者に相継がん。また山々には酒滴したたり、岡は皆溶とけて流れん。（アモス九の一三）

    荒野と湿うるおいなき地とは楽しみ、砂漠は喜びてサフランの花のごとくに咲き輝かん。盛んに咲き輝きて喜びかつ喜びかつ歌い、レバノンの栄えを得カルメル及びシャロンの美わしきを得ん。（イザヤ三五の一、二）

  


  　再び天然美の充実である、普及である。エデンの園の復興である、完成である。その時地は化して豊かなる園となり、我等が現今稀まれに遭遇して心躍る所の野と山との妙たえなる光景が全世界の姿となるであろう。さればすべて美わしき天然は来たらんとする国の反映である、その予表である、その前景である。誰か西天を焦がす落日の光輝を望みて、彼世かのよの面影を偲ばざる。誰かヲルヅヲルスと共にこれを讃たたえて、「我が牧羊者の踏む土地に、天よりの光明の来たり交まじれるなり」と歌わざる。イザヤはヨルダン河東の実れる園に「岡をして溶けて流れしむべき」後の日の福祉さいわいを想望した。このゆえにその凋落の予見は彼の心の堪たえがたき痛みであった。かくてかの悲憤なる哀歌は預言者の唇に溢れたのである。


  　今の人はあまりに人の財産とその権利とについて語る。彼等は何故に天然について語らないか。何故に天然の美を愛しないか。神は騒がしき市井しせいの運動を避けて、緑の野と憩いの水浜みぎわとにその群れを牧やしないたもうのである。「わが愛する者よ、ああ、汝は美わしくまた楽しきかな。我等の牀とこは青緑みどりなり。我等の家の棟梁うつはりは香柏、その垂木たるきは松の木なり」（雅歌一の一六、一七）


  



  汝のパンを水の上に投げよ


  



  　世には遠慮と称して五十年百年の後を慮おもんばかり、己が智慧の限りを尽くして予定の計画を立て、周到なる用意をなしつつ人生の行路を辿る人々がある。彼等はすなわちこの世の智者である。彼等のなす所は一見いかにも安全にして優秀なるがごとくである。しかして今日の教育家実業家政治家は素もとより、宗教家またはキリスト者に至るまで、みなかかる態度を推奨してやまない。


  　しかしながらたとえ世が挙こぞって推奨するとも、かくのごとき態度はイエス・キリストの僕にふさわしきものではない。パウロは曰うた、「我等の顧る所は見ゆる者にあらで見えぬものなればなり。見ゆる者は暫時しばらくにして、見えぬ者は永遠とこしえに至るなり」と（後コリント四の一八）。「見ゆる者」とは何ぞ、「見えぬ者」とは何ぞ。そはある人の説明するがごとく、物質と精神または現象と実体というがごとき抽象的哲学的の意味ではない。何となればパウロのここに語る所は哲学的思想にあらずして、信仰的実験なるがゆえである。有名なる聖書学者マイヤーはこれを信仰的実験の語と解釈して、最も明快なる説明を下した。曰く「見ゆる者とはキリストの再臨以前に属するもの、見えぬ者とはそれ以後に属するものの謂いいである」と。これ誠に適切なる解釈である。かくてこの語に、「我等もしその見ぬ所を望まば忍耐をもてこれを待たん」（ロマ八の二五）、「それ信仰は望む所を確信し見ぬものを真実とするなり」（ヘブル一一の一）等の言とよく照応する所の意味がある。パウロの顧る所、その目的とする所は、キリスト再臨以前に属するものではなかった。この世における事業とその結果、この世における地位財産名聞、すべてこの世における成功は彼の眼中になかった。これに反して彼の顧る所はキリストの再臨とそれ以後のものとであった。すなわち復活と携挙と神の国と永遠の生活であった。一言すれば、パウロはこの世の将来に目を嘱つくることなく、一躍して常に来世の事を慮おもんばかったのである。


  　来世を慮おもんばかるは宜よし、しかしながら同時にこの世に於ける百年の大計を立つるはさらに必要ではないかと、今の智者等は反問するであろう。彼等に対してパウロ自身がすでに答弁を与えている。曰く「見ゆる者は暫時しばらくにして見えぬ者は永遠とこしえに至るなり」と。見ゆる者は暫時しばらくなり！何故か。キリストの再臨は何時いつとも図るべからざるがゆえである。そはあるいは千年あるいは百年あるいは五十年の後であろう。しかしながらそはまたあるいは明年あるいは明日あるいは今宵であるかも知れない（誰がこの事を否定し得ようか）。これ決して好奇的想像ではない。聖書の教える最も厳粛なる真理の一つである。しかしてもし今宵にも主イエスの声聞こえなばいかん。しからば百年の大計は愚か、明日の予定さえもことごとく顛覆てんぷくせざるを得ない。「見ゆる者は暫時しばらくなり」という、実にしかりである。ゆえに主イエス自身もまた教えたもうた。曰く「先ず神の国と神の義とを求めよ……明日の事を思い煩うなかれ。明日は明日自ら思い煩わん。一日の苦労は一日にて足れり」と。再臨信者に取りて確実なるものは神の国である、不確実なるものは明日である。この世の明日はあるいは来ないかも知れない。今宵にも主来まさば明日はもはやこの世の生涯ではない。今宵すでにふけて主は未いまだ来まさず、かくて東の空再び白み初めなば、その時こそ「またこの世の新しき一日を与えられたり」と言いて、初めてその日の事に思いを運ぶべきである。


  　「汝のパンを水の上に投げよ」とは伝道の書の記者が深刻なる経験をもって人生の至上善の何処にあるかを探求したる後に発したる声であった（伝道書一一の一）。水の上に投げられしパンは砕けかつ浸りて終ついに行方も知れずなるであろう。この世の智者の目に愚かなる事とてかくのごときはない。しかしながら明日あるを知らざるキリスト者はただ今日と称うる中うちに愛の行いをなすべきのみ。その行いが明日または明年に及びていかなる結果を生むかはすべてこれを主のみこころに委ねよ。しかして自ら思い煩うことなかれ。伝道の書の記者はなおもその言を続けて曰うた、「風を伺う者は種播くことを得ず、雲を望む者は刈ることを得ず」と。明日あるいは風は止むかも知れない、しかしながらその前に主は来たりたもうて、我等の種播くべき機会は永久に閉ざさるるかも知れない。播くべき種を手に持ちしまま主の前に立つ者は「悪しくかつ惰おこたれる僕！」との審判を脱のがるることが出来ない。ゆえに同じ記者の勧むるがごとく「汝朝あしたに種を播け、夕ゆうべにも手を休むるなかれ」である。結果のいかんを慮おもんばからず、未来の事を思い煩わずして、ただなすべき善を今日の中うちになすの生涯、これパウロその他の使徒等の生涯であった。しかしてまたすべての再臨信者の生涯である。


  　最後に世の智者等はなお一つの反問を加えるであろう、「再臨の事速やかに実現せば可なり。されど何人も時を定むるあたわず。もし千年二千年の後まで再臨なかりせばいかん、我等はその場合に処するの途みちをも考えねばならぬ」と。誠に時は何人もこれを定むべからずである。主の再臨はあるいは千年二千年の後に延びるかも知れない。しかしながらその場合に処すべき最上の途みちは果たして何であるか。主は一度ひとたびも「再臨なき場合を予想して斯斯かくかくせよ」とは教えなかった。彼はただ教えて曰うた、「備えよ」「目を覚ませよ」「待ち望めよ」と。しかしてその理由は明白である。主は今日来たりたもうやも知れずとの待望をもって準備せし一日が、たとえ主来たりたまわざる場合においてもまた最も善き一日であるからである。再臨に対するの準備が再臨なき場合に対しても最上の準備である。「汝のパンを水の上に投げよ」。その結果を思い煩うなかれ、人の智慧に基く計画を立つるなかれ、今日主の喜びたもう所を今日実行せよ、残す所なく貯たくわえる所なく腹一杯の純なる愛をことごとく傾け尽くして一日を送れよ。貴くして福さいわいなるは実にかくのごとき信仰的その日暮らしである。
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